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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ＢＡＴＴＬＥ　４　真っ黒い巨塔
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ＢＡＴＴＬＥ　６　真っ白すぎる巨塔
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　　　　①




　三百万チケットの途と方ほうもない借金か。はたまた、三本のドリルを身につけた無敵（仮）の改造人間か……という窮きゆう地ちだったヒデオだが、人として大事なものを失うわけにはいかなかった。そもそもドリルなど付けた日には大会の参加資格、『人間と、自律した意思を持つ人間以外の者のペア』という項こう目もくに抵てい触しよくする。サイボーグ、もしくはドリル人間になったら……それはいわゆる人間とは違ちがう。




　心配するような美み奈な子こたちとも別れ、ヒデオはウィル子と二人『伊い織おり総そう合ごうホスピタル』と掲かかげられたボッタクリ病院を後にする。

「大変なことになってしまいましたね、マスター……」

「それでも。治ち療りようしてもらったのは、事実」

　それが点てん滴てき一本であろうと、この都市での、この場合の法は、治療した病院側にある。病院が「三百万の点滴だ」と言ったら三百万なのだ。説明責任を果たされなかった感はあっても、ここは現実の日本社会ではない。

（……借金、か）

　それだけはすまいと思っていた。でなければ、どうして食うに困って自殺など考えただろう。だが、もうそれも適かなわない。負ってしまった以上、ここで死ぬのはただのわがまま。迷めい惑わく。借りてしまったのだから、返さなければならない。

「せっかく三連勝したのに……いいことばかりは続きませんね、マスター……」

「仕方が、ない」

　一応あの先生から、いい金きん融ゆう会社を紹しよう介かいするからとチラシを貰もらった。とりあえずはそれで工面するしかない。何しろ、今日中に返さなければ手術だといきまいているのだから。

　ヒデオはチラシの住所へ向かう。商業区の隅すみの方。古きよき新しん宿じゆくのようなうらぶれた一角に、その金融会社はあった。看板は出ていないが、

「な……なんか、雑居ビルに構えてる割には、随ずい分ぶんと大層な……」

　ウィル子が見上げたビルの一階。場所はともかく、ブランドショップか旅行会社のように華はなやかな入り口。自動ドアをくぐると、旅行代理店のような小こ綺ぎ麗れいな店内に、同じくカウンター……までは良かった。

「なんだ、客か？」

　カウンターにいるのは綺き麗れいな受付嬢じようではなかった。耽たん美びな顔立ちに銀ぎん縁ぶちメガネをかけた若い男。笑うとよく目立つ犬歯に、ノーネクタイの黒いスーツ。

「最初に言っておくが、君たちよりも大切なものはいくらでもある。その最たるものが金だ。ご利用は計画的にとよく言うが、早い話が返すアテがないなら借りるなということだ。こちらとしても取り立てるだけ手間だからな」

「……えー、お邪じや魔ましたのですよー」

「失礼、します」

　お辞じ儀ぎして二人で回れ右した瞬しゆん間かん、

「くくっ。どこへ行くつもりなのだ？」

「どこって、決まってます！　ウィル子たちは、もっと良心的な金融会社に行くのですよー！」

「そんなものはない」

　くっくっく、と男は喉のどを鳴らした。

「ないって……この都市には、闇やみ金融しかないとでも!?」

「ああ、そういう意味ではないのだ。要するに……」

　と、彼は両手を広げる。まるでこの都市が自分のものだとでも言うように。

「この都市の他ほかの金融会社は、俺が全すべて潰つぶした。まとまった金が必要なら、ここから借りる以外に方法はない……ということだ。わかるか、川かわ村むらヒデオ。そしてウィル子」

「……なぜ。僕たちを」

「病院のドクターから連れん絡らくがあったのでな。何でも優勝候補らしいじゃないか。三百万チケット、即そつ金きんでいるのだろう？　くくっ」

　彼はカウンターの席に着いたまま、金庫などではなく、引き出しの中から。

　ドン！　とチケット紙し幣へいの束を取り出した。

「これが三百万だ。半日かけてダンジョンの深層部まで潜もぐり、さらに半日かけて一匹ぴき、出会えるかどうかのＡランクモンスター、アイアンゴーレム……その報賞、六匹分だ」

（……）

　そう言われると、稼かせぎ出すのはほぼ不可能に思われた。なにしろ、モンスターというもの自体、ヒデオはまだ見たことがなかったのだ。借りる以外に道はあるだろうか……？

（だが）

　待て。借りる以上は、やはり返さなければならない。ただその対象が、病院からこの男に移るだけで……しかも彼は言っていた。返すアテがないなら借りるな、と。そして、貴様よりも大切な金なのだと。

「くくっ。察したか？　そうとも、それなりの担保は必要ということだ……が、今それを心配する必要はない」

「……。なぜ」

「ドクターの実験台になってもらう権利を担保に、君にこの金を貸そう。君が返せないと判断すれば、俺は君と一いつ緒しよにその権利をドクターへ売り渡わたす。無難に、十日に一割の利子をつけてな。簡単な話だ」

　無難どころか現実の日本であれば充じゆう分ぶんな違い法ほう金利。あの病院の医師とこの男、大分通じているらしい。チラシにはありきたりな「真心」や「安心」と言った文面が躍おどっているにもかかわらず、この対応。あの先生はこの実情を知らず、いい金融会社だと勧すすめてきたのか……？

「ま……ますたー……」

　一緒にチラシを見ていたウィル子が、小声。

「あの病院の名前……」

　ヒデオはポケットから請せい求きゆう書しよを取り出す。

（……）

『伊織総合ホスピタル』

　チラシに書かれたこの金融会社の名前。

『伊い織おり金きん融ゆう商しよう会かい』

　伊織。

「くくくっ……今いま頃ごろ気付いたのか？」

「つまりグルなのではないですかーっ！」

　嚙かみ付きそうな勢いのウィル子が、頼たのもしい。

「しかしだ。だとしたらどうする？　この都市の商業区、その七十五パーセントは魔まつ殺さつ商しよう会かいグループの傘さん下か……即すなわちこの俺のものなのだぞ？」

　ぴっ、と名めい刺しが飛んでくる。

『伊織魔殺商会社長兼けん魔殺商会グループ総そう帥すい


伊織貴たか瀬せ』　



「それが俺の名だ」

（伊織、貴瀬……）

　まだ二十代に見えるが、その傲（ごう）然ぜんとした雰ふん囲い気き。優やさ男おとこ風なのに、目の奥に光る鬼き気き。貫かん禄ろく。

「商業区の七十五パーって、ほとんど全てではないですかー!?　一体、この会社はなんなのですか……!?」

　凝ぎよう然ぜんとするウィル子。カウンターに手を組んだ彼……伊織貴瀬は嘲あざけるように犬歯を見せ、笑った。

「悪の組織だ」




　　　　②




「ああぁ……またイロモノですか……」

　ウィル子がよよよと泣き崩くずれた。

（いっそのこと）

　こんな時にジャバンが現れてくれたら、どんなにか良かったか。なぜ自分はジャバンに勝ってしまったのだろうか……そんな二人の思いとは裏腹に、貴瀬は話を進めていた。

「君たちの名前をグループのブラックリストに載のせるとしよう。どうなると思う？　商業区は、ほぼ使用不能ということだ。レストランは入店禁止。武器、防具の購こう入にゆうは不可。アイテムの補充もまあ無理だろう。君たちが昨夜利用した、スーパーマーケットからも締しめ出される。つまりどういうことだ？」

　そんなことまで知っている。

（つまり）

　ご飯が食べられない。いくら勝ち続けても、優勝者が決まるまでは無期限のこの大会……空腹でリタイアという、主しゆ催さい者しや側も予想だにしない事態を引き起こすことになる。

「まだ残りの二十五パーセントがっ！」

　ウィル子が負けじと牙きばを剝むくように食い下がるが、

「その残り二十五パーセントも、今ではほとんどが我が社を通じて商品を仕入れている状態でな……明日から品物を卸おろさんとでも言ってやれば、簡単に屈くつする」

　この街の商業、物流は……七十五パーセントどころか、事実上は完全に押さえられている？

（……腐くさった、街……）

　そのときヒデオたちのいる部屋の奥、関係者以外立ち入り禁止と書かれたドアの向こうから、激しい喧けん騒そうが聞こえてきた。

「ふざけんな！　ねえものはねえんだよ！」

　男の怒ど鳴なり声と、机を叩たたくような音。

「無い袖そでは振ふれないって言葉知ってる？　おたくの会社、それをどうしようってわけ？」

　完全に開き直ったような女の声。

（……）

　どうやら自分たちと同じような境きよう遇ぐうのペアが、ゴネているらしい。

「てめえ、俺たちが大会の参加者だってわかってんのか？　わかってんだよなぁ？」

「ほらほら、私たちのこと怒おこらせると大変よ？　カタギさんにはあんまりおイタしたくないんだけど。このビルごとフッ飛んじゃってもいいわけ？」

　そう。こんな大会の参加者なのだから、腕うで利ききばかりのはずだ。社長の貴瀬もそちらを向いて、頭の痛そうな顔をしている。

「……マスター」

　ひそひそとウィル子の声。

「何か起きたら、その隙すきに逃にげるのですよー」

「……。しかし」

「ここまでの悪党です。いくらマスターの人が良くても、言いなりになる必要はありません」

　確かに、自分から悪の組織などと言い出す確信犯だ。だがちゃんと逃げられるだろうか。ほんとにビルが吹ふっ飛んだりしたら、一いつ緒しよに潰つぶされはしまいか。

「ビビって声も出ねえってか！　オラオラどうすんだこのチビ！　社長出せ、話にならねえだろうが！」

「あんまり脅おどしちゃ可哀かわい相そうじゃない。ねえ、社長呼んできてくれる？　おチビちゃん？」

　なぜだか知らないが。

　ぷちっ、という何かが切れるような音が、ドアの向こうから聞こえてきた気がした。直後に……小さな女の子の声。

「上等なの」




　ぱがん!!　ぱがぱがぱがん!!　ぱぐっ！　ぱぐっ！　ぱぐっ！




「なっ!?　げは！　がふっ！」

「ぎゃっ！　や！　やめっ！　ひっ！」




　がすっ!!　がすっ!!　がすっ!!　ごんごん!!　がごすがごす!!




「……」

「……」

「……」

　社長も含ふくめて三人ともが、無言。中では今、何かが起きている。それだけが確か。

　やがて男の粗そ暴ぼうな声も、女の高こう慢まんな声も聞こえなくなり。

「た、助けてくれぇっ!!」

「ひいいっ!!」

　立ち入り禁止のドアから、冗じよう談だんの過ぎたオバケ屋や敷しきみたいに、血ち塗まみれの男女が飛び出してきた。

「まあ、待つの」

　追って現れたのは、青っぽい黒くろ髪かみをした五、六歳くらいの小さな女の子。無表情に金属バットを振りかざし、目にも止まらぬ速さで二人の脳天を打ち据すえた。

「ひ……逃げ、もう、逃げようなんて……」

「返します……お金……一生かかっても……お金……返……」

　半ば白目を剝いた二人が、悪夢にでもうなされるように。ウィル子とヒデオは、悪夢でも見るような心持ちで。

「いい汗あせを、かいてしまったの」

　ふう、やれやれと。その小さな女の子は、無表情のまま額を拭ぬぐう仕草。

「リップルラップル。来客中だ」

　社長の貴瀬が頭痛を堪こらえるように、こめかみの辺りを押さえていた。リップルラップルというらしい、微び妙みように長い名前の女の子は、ヒデオたちに気付きこくこくと。

「安心第一、真心親切な、伊織金きん融ゆうなの」

　こくこくと。今しがた出てきたばかりの部屋を振り返り。

「タコ部屋なの。でも、『タコ殴なぐりにするための部屋』、の略ではないの。安心なの」

　金属バットを振るって力説。

「しかもミズノなの。商品管理には万ばん全ぜんの注意が払はらわれていて、安心なの」

　こくこくと。足元に倒たおれている、頭から赤く染まった二人の参加者を見下ろし、

「ちょっと、ケチャップをこぼしすぎてしまったの。でも、百パーセント無農薬だから、安心なの」

（……無農薬は、無農薬として）

　トマトのくせに、明らかに鉄サビくさい気がするのはなぜか──？

　特に不良というわけでもなく、ケンカらしいケンカさえしたことなく、これまで万事平へい穏おんに暮らしてきたヒデオは、いま目の前で起こっている凄せい惨さんな暴力を信じたくはなかったのである。
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　社長がパタパタと手を振ふった。

「もういい。そんなことよりリップルラップル、やりすぎだ。死んだらどうする？」

「わたしは、参加者ではないの。参加者を殺しても、失格にはならないの」

　こくこくり。

「安心なの」

「まままままっ、ますたあああぁ～～～!?」

　できればヒデオも、そんな風に叫さけびたい気分だった。その代わりではないだろうが、貴瀬も叫ぶ。

「死んだら金を回収できんのだ！　いいからドクターの所にでも捨てて来い！」

　女の子は無表情のまま、しかし見た目によらぬ怪かい力りきで、大人二人の男女をずるずると引きずって出て行った。哀あわれ彼らはあの病院に放ほうり込まれ、新たな借金をこさえるのだろう……。

「……というわけで、だ。この三百万は俺がドクターの方へ届けておいてやる。君たちはダンジョンでしっかり稼かせいで来い。俺が言うのもなんだが、あのバットはとんでもなく痛いぞ？」

　有う無むを言えないとはこのことであった。




　　　　③




　昼なお暗いような曇どん天てんの下を、センタービルに向けて歩く。塔とうのようにそびえるその高層ビルは、都市のどこからでも見える。

　大会の運営本部が置かれ、地下にはダンジョンがある都市唯ゆい一いつの施し設せつ。この都市の通貨であるチケットは、そのダンジョンに巣食うモンスターを倒すことでしか手に入らない。

「マスター、モンスターに勝てる見込みは？」

（……）

　ない。口に出しては言えないが、きっとない。そもそもモンスターがどんなものかも知らない。ただ、あの金属バットの餌え食じきになるよりはきっとマシなはずだ。それにどんなお話でも、ゲームでも、モンスターとは本来、やっつけられるためのものではないか。

（……）

　だからダンジョンとはやっつけるための場所であり……しかし、同じ理論で逆に言えばタコ部屋は……？

　沈ちん黙もくを守って歩いているうちに、センタービルはすぐ目の前だった。見上げれば鏡張りのようにきらめく無数の窓。その足元には、大きなガラスの自動ドア。都庁や、大手の証券ビルのようなスマートで開放感溢あふれる印象があった。

　意を決して中に入ると、清潔で広々としたロビー。何階か上まで吹ふき抜ぬけのようだった。しかし広さの割に人はまばらなので、どこか閑かん散さんと感じられる。

「……あ！　ヒデオさんとウィル子さんじゃないですか！」

　カウンターにいる何人かの受付嬢じようの一人が、可愛かわいらしい笑顔えがおで手を振っている。

「マスター、ラティさんなのですよー」

「どうも」

　とヒデオはそちらへ行き、頭を下げた。会場に入るときも洞どう窟くつ前の小屋で受付をしていたが、大会が始まったのでこちらの受付になったのだろう。チケットをオマケしてくれた優やさしい人だが……そのオマケがスズメの涙なみだにしかならぬほどの莫ばく大だいな借金を背負い、こうして再会してしまったのは何の皮肉だろうか。

「お二人ともすごいですねー。聞きましたよ、初日三連勝だって。話題沸ふつ騰とう中です」

　ラティは手元のコンソールをいじりながらモニターを眺ながめる。

「今現在、二勝している参加者すら一組もありません。今朝くらいから、一勝した人がちらほら現れ始めているくらいで……ヒデオさんたちがトップを独走している状態です」

　と。ラティは笑顔で、感心しているのかプレッシャーを与あたえたいのか。

　職業柄がらだろう、聞き取り易やすく、よく通るラティの声。行き交かう人々がチラチラとこちらを見ていく。特に主しゆ催さい者しや側の職員ではない参加者たちが、ひそひそと値ね踏ぶみするように。

　人に評されることが苦手なヒデオとしては、大変に居い心ごこ地ちが悪いものだった。他人にそういう目をされるのが苦手だから、引きこもって誰だれにも会わないように、というのも一因なのであり。ラティに悪気はないにしても。

「それで本日は、どんなご用向きですか？　敗退者の引ひき渡わたしではなさそうですね。えーと、今言ったような参加者の情報なら、二階のデータベースで閲えつ覧らんできますけど……」

　と、ラティが指差したエスカレーター。出入りする参加者たちは、主にそちらを行き来している。情報収集に余念がないようだ。

「大会に関する質問なんかは、こちらでも受け付けています。お住まいは決まりましたか？　だったら住所を登録すれば、郵便や宅配、電話のサービスも受けられるようになりますよ。その他ほか……」

　大たい概がい、ウィル子がパソコンからどうにかできそうなものばかりだ。だからだろうか、それらの説明には関心なくウィル子が言った。

「ウィル子たちは、モンスターをやっつけに来たのでーす！」

「ああ、ダンジョンのご利用ですね？　それでしたらこちらの用紙に……」

　ラティがいくつか枠わく線の入った紙を一枚、ボールペンを添そえて差し出してくる。

「どちらかお一人で構いませんので、ここに参加者のお名前を。この到とう達たつ階数というのは、どれくらいの深さまで降りるかですね。予定利用時間は文字通り、どれくらいの間ダンジョンにいるかのことです」

「妙みように細かいですね……」

　と、ウィル子。ラティはやや表情を曇くもらせる。

「はい。申告した時間が過ぎても帰って来ない場合は、遭そう難なんしたとみなされます。その場合はここに書かれた到達階を目安に、捜そう索さく隊たいが出ますので」

　ヒデオは急に背筋が寒くなった。

「遭難、とは」

「遭難は遭難ですけど……。迷まい子ごになっちゃって帰れないとか、トラップに引っかかって動けなくなったとか、モンスターにやられてしまった、というのが主ですね。迷子やトラップはともかく、モンスターに負けた場合は、負け……つまり失格になりますので注意してくださいね。もちろん動けないとかじゃなくて、死んじゃってることもあるかもしれませんけど」

（……）

　ヒデオは名前を記入したあと、迷わず一階と書き込んだ。次に、精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼり、一時間と書いた。

「……なんというか、さすがマスター」

　ウィル子がポツリ。

　しかし借金と大会とはまた別の話。返済のために無理して負けるなどという愚ぐは、断固避さけねばならない。必要事じ項こうの埋うまった用紙を受け取り、ラティは笑顔。

「はい、結構です。最初はこんな風に、様子を見ながら降りて行った方が無難だと思いますよ。浅い場所のモンスターは弱いですし、ダンジョンも単純ですから。大会が始まる前は、無理に深い場所まで行って、救助される参加者さんが結構いたんですよ……」

　大会前だから、まだ勝ち負けは関係なかった。だから一いつ攫かく千せん金きん目当てで、深層部の強いモンスターを狙ねらいに行くこともできた。

　しかし大会が始まった今、それはあまりにもハイリスク。

「これが各モンスターに対する、およその報賞が書かれたパンフレットです」

　ゲームの攻こう略りやく本ぼんの、モンスターデータをまとめたみたいな小冊子だった。つくづく不思議な都市だと思う。

「モンスターをやっつけたら、何でもいいので残ざん骸がいを持ち帰ってきてくださいね。それがやっつけた証しよう拠こになります。ではダンジョンの入り口にご案内します、私について来てください」

　カウンターを離はなれたラティに続き、ロビーを進み『ダンジョン出入り口』とわかり易いプレートのある奥の扉とびらへ。

　部屋の中には、今度は二つの扉。片方は徒歩で行く普ふ通つうの階段。片方はエレベーターで、十階層ごとの深い部分へ一気に降りられるのだそうだ。

　ウィル子が興きよう味み津しん々しんに聞く。

「どれくらいまで下があるのですかー？」

「レッドフィールド大たい佐さが潜もぐった六十八階が現在のレコードです。なのでとりあえず、それくらいはあるみたいですね」

「みたいって……？」

「主しゆ催さい者しや側もどれくらいの深さがあるのか、把は握あくできていないんです。ちなみにエレベーターは今のところ五十階まで行けますけど。そこから十八階も進んで、自力で帰ってきた大佐は本当にすごい人でした」

　だからそんな人に勝ってしまったヒデオさんて実はもっとすごいんですよね？　みたいなラティの羨せん望ぼうの眼まな差ざしが、ヒデオには痛い。そっと目を逸そらす。

　一階と書いてしまったし。

「よう、ヒデオ。お前も来てたんだな」

　振り返ると野戦服姿のリュータと、百科事典のような分厚い本を片手に抱かかえた美女、エルシアのペア。

「初日三連勝……今や正しよう真しん正しよう銘めいの優勝候補か。俺の目に狂くるいはなかったようだな。星が増えて、今度は金を稼かせぐゆとりが出てきたか？」

（否いな……。断じて、否）

　むしろ稼がねばならぬ窮きゆう地ち。ヒデオが何か言おうとする前に……エルシアが突とつ如じよ、吐と息いきが掛かかるほど近くまで顔を寄せてきた。

（……）

　美しい女性である。心臓が飛び上がりそうなほどドキドキするが、ヒデオの目を覗のぞき込むようにしたエルシアは、ただポツリとした声で呟つぶやいただけ。

「魔ま眼がん……ね。そうは見えないけれど」

　そして離れる。

「それは最後まで楽しみに取っておこうぜ、エルシア」

　そのとき、こちらがドリル人間になっていたとしたら……彼らはどんな表情を見せるのだろうか。

「ところで……ヒデオ。アルハザンという名前に聞き覚えはないか？」

（……）

「……そうか。お前ならそのあたりの世界についても、詳くわしそうだと思ってな。いや、知らないならいい」

　唐とう突とつなリュータの質問に、ウィル子が関心を持つ。

「それがどうかしたのですか？」

「いいんだ、忘れてくれ。くだらないことだ。それより、まだダンジョンの説明を受けているようだな。乗らないなら、俺たちが先に乗っちまうけどいいか？」

　案内のラティを見たリュータが親指で示したのは、階段ではなくエレベーター。十階飛ばしに降りていく悪魔の箱など、今のヒデオたちに乗れるはずもない。

「そうか、じゃあな。どこか稼げる場所があったら教えてくれよ。俺たちは五十階あたりにいるんでな」

「馬ば鹿かね。そんな情報、敵に教えてくれるわけないでしょう」

　リュータとエルシアはエレベーターに乗り込み、行ってしまった。ポカーンとしていたウィル子が、突然我に返って言う。

「五十階って……!?」

「はい。リュータさんなら昨夜、一人で五十階まで行って帰ってきたそうですよ」

　と、ラティ。

　何かが違ちがう。さすが大佐の弟で子し。

「マスター、これは負けていられません!!　ウィル子たちもサクッと潜ってガンガン稼ぐのですよーっ!!」

　頷うなずく。

「モンスターだけじゃなくて、高価なアイテムが落ちていることもありますから。そういうのも注意してみてくださいね」

　ともすれば何かの偶ぐう然ぜんで、そんな幸運がまた訪おとずれるかもしれないのだ。

　三百万チケット。諦あきらめてはいけない。

　ラティが、ダンジョンの階段に続く扉とびらへの鍵かぎを開けた。

（……）

　そう、前向きに。

　前向きにだ。

　場所がどこであろうとも、相手が誰だれであろうとも、ただ、勝ち続けるのみ。それがこの都市のルールであり……負け続けてきた自分に課せられた、唯ゆい一いつの使命なのだから。

　ヒデオは呟くように、しかし力強く言った。

「行こう」

　その扉に手をかける。




　　　　④




　扉を開くと足元に、バケツで作ったような、とてつもなく巨きよ大だいなわらび餅もちが落ちていた。

（……これが、アイテ）

「あ、スライムですよ」




　どーんっ!!




　ラティの言葉が終わるか否いなかの間。ヒデオはダンジョンへと踏ふみ込む前に、スライムの体当たりを受けて吹ふっ飛んだ。転がり、壁かべに頭を強打し、声を上げる間もなくそのまま気絶した。
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　がば！　とヒデオは飛び起き、

（……）

　ひどいたんこぶの痛みに頭を押さえた。見み渡わたせばそこは、引きこもっていたアパートでもなければ、大家さんの管理するアパートでもない。清潔で無む味み乾かん燥そうな部屋。つまり。

（……）

「まぁ～すぅ～たぁ～～～～～ッ!!」

　泣き叫さけぶウィル子からばしばしとチョップの雨あられ。

「気絶したのが辛かろうじてセンタービル内！　ダンジョンの外ということで負けは免まぬかれましたけどッ!!」

　そしてヒデオは、どうして自分が気絶したのかを思い出した。スライム。ラティは確かそう言っていた。

（……無理）

　ヒデオは恐きよう怖ふのあまり頭を抱かかえそうになった。子供一ひと抱かかえほどもあるわらび餅である。仮にバケツ一いつ杯ぱい、十リットルと仮定しても、質量は十キログラム。それが勢いよく飛びかかってきたのだ。水が満杯のバケツでぶん殴なぐられたら、それは吹っ飛ぶではないか。

（勇者は、偉い大だいだ）

　彼らのレベル１は、引きこもりのレベル１とは桁けたも格も次元すらも違うのだ……。

「マスター……！」

　ウィル子が指差した先。ひひひと笑うあの奇き妙みような医師が、請せい求きゆう書しよをヒラヒラさせていた。別口の二百万。いつの間にか借金の総計は、五百万チケットにまで膨ふくれ上がっていた。

「ひひっ。乗ってくかい？」

　見れば患かん者じやを運ぶためのストレッチャーがあるのだが……拘こう束そくするためのベルトがあり、その一本一本のベルトが金属製でやたらゴツイ。担たん架かというより、もはや実験体を逃のがさぬための拘束具。

　しかも医師の後ろには、黒いスーツで幾き何か学がく模様のマスクを被かぶった怪あやしい男たちが数人。逃にげ場はなさそうだった。

　ふと、ヒデオはウィル子に聞いた。

「なぜ。また、この病院に」

　そうでなければ、せめて新たな借金はなかったはず。

「その医者がその覆ふく面めんの黒服を連れてきて！　かかり付け医だからと強ごう引いんに連行されたのですよーッ!!」

　つまりウィル子には、これほどの大人数に抵てい抗こうできる力は無い。チョップがせいぜいの攻こう撃げき力のようだ。

（否）

　そんなことを考えて現実逃とう避ひしている場合ではない。

（……これで、僕も。ドリル人間……か）

　ヒデオが半ば諦あきらめかけた、その時。

「貴様本当に優勝候補なのだろうなっ!?」

　あの若い社長がドアを蹴け破やぶり、すごい剣けん幕まくで入ってきた。

「貴瀬ぇ、病室では静かにしてくれよぉ……ひひ」

「黙だまれ。これはどういうことなのだ、ドクター？　この大会の優勝候補だろう？　あのエンジェルセイバーのレッドフィールド大たい佐さを初日に打ち負かしたのだろう!?　人ひと違ちがいか!?」

「いや、確かにこの子だよ。運営の霧きり島しまクンも言ってたしねぇ……」

「ならなぜスライムに負けるのだっ!?」

（……）

　ヤバイ。

　これはとてつもなくヤバイ事態だった。ヒデオの背中を、冷たい汗あせが伝っていく。

　ジャバンと戦った時に誓ちかった、優勝候補を演じきるという作戦。幸運と、勢いという名の武器。それらが今、ただの偶ぐう然ぜんに成り下がろうとしている。

（……）

　何の戦せん闘とう能力も持たぬという本ほん性しようがバレれば、その瞬しゆん間かん……自分たちはカモになる。自分たち以外の、全すべての参加者にとってのカモだ。

「……ま、ますたぁ……」

　ウィル子も、そのことについては危き惧ぐしている様子。危機感を浮うかべようにも、それをあからさまに出すこともできぬ、微び妙みような表情。

　貴瀬が銀ぎん縁ぶちメガネをくいと持ち上げ、こちらに向き直った。

「……実は、とてつもなく弱いのか？」

「そんなことは無いのですよーっ！」

　ウィル子が即そく答とう。

　対し、貴瀬も更さらに切り返してくる。

「参加者同士の戦いならば、得手不得手もあるだろうが……魔ま物ものが相手であれば話は別だ。元々あれは、参加者同士が互たがいの普ふ遍へん的な強さを確かく認にんするための、力ちから試だめしの場所でもあるのだからな」

　つまり到とう達たつ階層がそのまま参加者のレベルを示すと言っても過言ではない。一階で逃げ帰ってくるよりは、五十階まで潜もぐっていける方が圧あつ倒とう的に強い。そんなことは当然なのだ。

「で、そのダンジョンの一階に踏ふみ込むまでもなく吹ふっ飛ばされてきたというのは、一体どういう了りよう見けんだ？　しかも利用申請自体が、一階止まりだったそうではないか!?」

「それは……！」

　ヒデオはすっと手を挙げ、ウィル子を遮さえぎった。

「マスター……？」

「では、逆に」

　ヒデオは貴瀬に向けて言葉をつむぐ。

　こんな所でさえ負けられない。勝っても公式に記録が付くわけではないのに、負けるわけにはいかなかった。

「そんな僕たちが、なぜ。三勝できたと」

「ふん……偶然だな。三度目の正直で負けなかった。二度あることが、三度あっただけではないのか？」

　若くしてだけあって、この社長はかなりのリアリストだと窺うかがえた。結果論だけでものを言える現実主義者。

　ならばそれを逆手に取る。

「そう思わせるのが、今回の……僕たちの、思おも惑わく」

「……ほう？」

　慎しん重ちように、だが素す早ばやく。ヒデオは言葉を選ぶ。その微妙な間さえ、魔眼と呼ばれる目付きの前には、圧倒的な意味を持ち始める。

「申し訳ないですが、社長。僕たちは借金のことなど、気にも留めていない」

「……」

　貴瀬は冷静。怒おこるでもなく、流れを見るように。

「あなたたちが、参加者でなければ。僕たちもまた、あなたたちを殺しても……」

　一息。

「罪には。問われない」

「まっ……マスターっ……!?」

　まさかウィル子も、自分がこんなことを言い出すとは思っていなかったのだろう。ヒデオ自身、自らの声に背筋が寒くなる。だが、ここは引けない。勝たねばならない。

　貴瀬が笑う。今までのような嘲ちよう弄ろうではない。あたかも威い嚇かく。

「くくくっ……なるほどな、そういうことか。歳としの割にイカレた目付きと思っていたが……面と向かってそこまで啖たん呵かを切ったのは、君が初めてだ」

（ハマった──）

　この瞬間、ヒデオは勝ちを確信する。

　貴瀬の、相手を吞のもうとするような表情に。言い換かえればそれは、こちらに吞まれまいと抗あらがうが如ごとく。

　ああ、そうだ。吞まれずとも結構。ともすれば吞まれてしまうのでは……、と。そう思わせるだけでいい。

「だが言っておくが、我が社の人材はあれ一人ではないぞ。あんなのは遊びだが、いいのだな？」

　そしてこちらが吞まれない事が肝かん要よう。

　手練が集つどうこの都市の一画を牛ぎゆう耳じっているのだ。ともすれば下手な参加者以上の腕うで利ききを揃そろえているに違ちがいなかった。しかし今は、それを恐おそれているときではない。

「話は、最後まで」

　ヒデオは手を挙げて言い置き、貴瀬の怪け訝げんな表情を誘さそう。

「踏み倒たおしは、しません。むしろ……、逆」

「なんだと？」

「払はらわせて、もらいます。ただし。別な方法で」

　貴瀬はせせら笑う。

「ふん、なるほどな。その手合いはこれまでにもよくいたぞ。結局はこの俺に、ギャンブルででも勝負しろと言うつもりだろう？　だとしたら随ずい分ぶんと甘い考えだ」

　ヒデオは軽く首を振ふった。さも、くだらない……そう言わんばかりに。

「僕が」

　一息。

「あなたの会社が貸している借金を、回収します」
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　さすがに面めん食くらったようだった。

　貴瀬も、隣となりのウィル子も。

「なんだと？　つまり……なんだ？」

「な……なに余計な仕事を増やそうとしているのですかーっ!?」

　わななくウィル子に、ヒデオは言う。

「僕たちは。失敗を一つ、犯おかしている」

　ヒデオは人差し指を立てた。言葉の割に、さして悔くやんでもいないように。淡たん々たんと、無表情に言う。

「勝ちを、急ぎすぎた」

「どういうことだ？」

　今度はいよいよ興が乗ってきたような貴瀬に言う。

「大たい佐さを倒した時点で、昨日は。やめておくべきだったのです」

　ついに、ウィル子と貴瀬が顔を見合わせるという事態に発展。

　押し切る。

「強さを、見せすぎた。今のままでは、もう……誰だれも。僕たちと、勝負しようと思う者はいない」

　ウィル子がぽんと手を叩たたいた。

「確かにそうです……。ウィル子たちがダンジョンの受付に行った時も、他ほかの参加者は警けい戒かいするだけでした。ウィル子たちと勝負しようなんて気配は、誰も、これっぽっちも！」

　そう。近付こうとする者さえ、皆かい無む。

「だから。あの衆目の中では、一階と書くしかなかった。しかも……ダンジョンの中から、普ふ通つうに帰ってきても。意味が無い」

　かといってダンジョン内で負ければ、負け。

「入り口で、吹ふき飛ばされるという……ありえない負け方」

　それをして初めて、誰もが思う。貴瀬が先ほど口走ったように。

　──実は弱いのでは？

　他ならぬ貴瀬が、驚きよう愕がくしていた。

「馬ば鹿かな。全すべて……計算尽ずくだったというのか？」

「あそこにスライムがいたのが、幸運。そして、僕は……他の参加者たちの目の前で。この病院に連行されていく。魔殺商会グループ傘さん下かの、この病院」

　弱いらしい。しかも借金まであるらしい。グループに飼い殺しにされる程度のようだ……そうした噂うわさは、あっという間にこの都市を駆かけ巡めぐるだろう。

「だがそれと、君が借金の取立てをすることと、どう関係があるというのだ？」

「それすらも。また勝ち続ければ、元の木もく阿あ弥み。……ですから」

　もうこれしか道は無い。

「債さい権けんを盾たてに、勝負を申し込んでいく」

「ほっ、本気なのですかマスター!?」

　大人しく払うならそれでよし。取立てた中のいくらかを、マージンとして自分自身の返済に回す。それを拒きよ否ひするなら。自分と勝負し、勝てたら借金をチャラにする、とか何とか言えばいい。

　根こそぎ奪うばう。

「同じ理り屈くつで。あなたの会社の取立てからは、逃にげ回る相手でも……僕が相手なら、警戒を解く」

「……！」

　借金の取立てに来た相手と勝負した所で、参加者は何の得にもならない。だから逃げ回る。だがその相手が同じ参加者。しかも勝てば優勝候補という肩かた書がきを得られるとすればどうか？　借金の帳消しとともに名声を得る。この大会において、そのメリットは使い方次し第だいで無限に広がるものだということを、ヒデオは薄うす々うす感じていた。

　そのおかげで今、こうして窮きゆう地ちを脱だつしようとしているように。

　貴瀬が身を乗り出してきた。

「君の取り分は？」

　ヒデオは人差し指を一本。

「取立てた中の、一割。元が取れる重債務者だけを、回してくれれば」

「君が負けた場合は？」

「参加資格を、失うだけ。僕は……、取立て続けるのみ」

「素す晴ばらしいぞ」

　貴瀬が感かん嘆たんした。

「君こそ我が社が……いや、俺が長年求め続けてきた人材だ！　魔殺商会本社の正社員として迎むかえよう！　今言った出来高一割に加え、月給、ボーナスも支給する！」

「……是ぜ非ひ」

　川村ヒデオ。

　就職。
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　いろいろ支給するということで、魔殺商会の本社に行くことになったヒデオとウィル子。地を這はうように低くやかましいベンツに乗せられた。社長なのに運転手はいないらしく、貴瀬自身がハンドルを握にぎっていた。

　ヒデオとウィル子は後席に座っていた。

（……）

「どうしたのですかマスター。心なしか浮うかないような表情ですけど」

「……結局、僕は」

　ヒデオは小さく小さく、呟つぶやいた。

「人を騙だますしか、能がないのだろうか」

　この都市に来てからというもの、自分の実力などどれほど出しただろう。

（否いな）

　出してなどいない。そんなものは端はなから持ち合わせていないのだから。ただでさえ無口な自分。必要に迫せまられて饒じよう舌ぜつを得たかと思えば、あとはただただ、噓うそのつき通しだ。

　ウィル子も運転席の貴瀬に聞こえぬように、囁ささやいてきた。

「相手が勝手に勘かん違ちがいしているという話も」

「……だが、しかし」

　勝つためとはいえ。たとえそれによって優勝できたとしても。こうして人を騙し続けた上で得たものに、何か意味はあるのだろうか？

　それに、バレない噓というものはない。真実はいつか露ろ呈ていする。今回だってうまくこの社長を言いくるめられただけの話。この先のプランは何もない。実力でしか突とつ破ぱできない関門があったなら、それだけで破は綻たんする。

　そのときこの社長は、ジャバンは、大たい佐さは、ラティは、大家さんは、レナは……こんな自分のことをどう思うのだろうか。

（……）

　胸が苦しくなった。

　この都市に来るまで、一度として勝った事のなかった自分。だが、ここまで勝ってきて……いまさらに、初めて気付く。ただ勝てば良いというものではない、ということを。

　そして、そんなあまりに単純なことにさえ気付かぬほどの……自分が歩み続けてきた負け続けの人生に、また嫌いや気けが差す。

「勝てば、それでいいじゃないですか」

　ウィル子は断言する。しかし。

「……そう、だろうか」

「負けるよりは」

　それは確かに、そうだった。勝利の質にこだわれるだけの余よ裕ゆうは、まだ自分にはない。部屋の中で鬱うつ々うつと腐くさっていくだけの自分よりは、ずっといい。

（……だが、それでも）

　負けることの惨みじめさは骨身に染しみているはずなのに、ウィル子のように割り切れない。自分の中の軸じく。土台。つまりは心。そんなものまで弱いのだとヒデオは気付く。ここにまできて揺ゆらぐほど。

「でも、さっきの逆転劇はさすがマスターでしたよ。いくら騙すと言っても、あそこまでくれば立派な才能です」

　あまり嬉うれしくない。

「それに……今は確かに騙しているのかもしれませんけど。しっかり債キ権リ回ト収リして最後に優勝すれば、全部真実になるのでは？」

「……」

　少し目が覚めた。

　自分はもう、そのためにも負けられないのだということに気付く。たとえ最初は確証のない噓だろうとも、それをやりおおせれば。それはもう噓とは言わない。単に有言実行しただけの話になる。

「……君は、ウイルスなのに」

　時々、なんと人間的なのだろう。心が晴れたお礼を言おうとすると、

「似たようなお悩なやみ相談の掲けい示じ板ばんを検けん索さくして、良さそうな返事を引っ張ってきただけですけど。少しはお役に立ちましたか？」

　ウィル子はあっけらかんと言った。ヒデオが膝ひざに置いたノートパソコンを見ると、無線通信のランプがパカパカいっていた。

「……」

　ちらと貴瀬が振ふり返る。

「何をこそこそしているのだ？」

「なんでもないのですよー。それより、本社というのはまだなのですか？　商業区どころか、もう居住区を外れそうですけど」

「ああ、それならもう着く」

　そこは高級住宅の多い居住区の奥のさらに先、自然区に少し入った場所だった。つまり多くの木々、緑に囲まれた別べつ荘そう地ちのような最高級の立地条件。そこに現れる、古めかしい洋館。

「まあ自宅兼けん事務所というやつだ。はっはっは」

　そんなことを嫌いや味みなく言ってしまえる辺り、この若き社長はやはり只ただ者ものではないようだ。

　リモコン一つで鉄てつ柵さくの門が開き、玄げん関かんの前に適当に車を停とめる。スーパーにいたようなメイドさんが大勢現れ、さても盛せい大だいな歓かん迎げいが……と思いきや、誰だれも出で迎むかえに来なかった。

　いや、一人来た。

「あれ？　もう帰ってきたんですかご主人様？」

　なぜかこの曇くもりの日にミラーグラスをかけた、まだ二は十た歳ち前後のようなメイドさんだった。庭掃そう除じをしていたのか、肩かたにはホウキを担かついでいる。

「まだ定時じゃないですよ。またサボったんですか」

「違う、鈴すず……」

　と貴瀬は言いかけて、なぜか口ごもる。メイドが、ムッ、とへの字口になっている。そんな怖こわそうなものではなかったが、貴瀬は言い直した。

「いや、メイドのＳだったか？」

「リリーです。リリーになりました」

　ビッと親指で自分を示すメイド。名前らしいが、そうコロコロ変わるのだろうかこの会社は。

「そうか。まあ何でもいいが。仕事の一いつ環かんだ。我が社の金きん融ゆう部門に素す晴ばらしい人材を迎え入れたのだ」

「へぇ……」

　と、ヒデオはウィル子とともに、メイドに興味深げに眺ながめられる。

「ってご主人様!?　この二人って優勝候補の二人じゃないですか!?」

「そうだ」

「うひゃー……。……え？　ひょっとして失格になったところを拾ったとか？」

「馬ば鹿かを言うな。この俺の人徳だ」

「またまたー。全身タイツたちが明日またストライキ起こすって言ってましたよ」

　うぐ、と貴瀬が唇くちびるを嚙かむ。なにやら不思議な主従関係がそこに垣かい間ま見みえた。

「……な、何か謎なぞのありそうなメイドですね、マスター」

　ヒデオが頷うなずくと、ウィル子の声が聞こえていたのか。しかし屈くつ託たくない様子でリリーは言った。

「あ、私？　私はこういう者なんだけどね」

　と、彼女は名めい刺しを渡わたしてくる。




『伊織魔殺商会会長兼メイド長兼魔殺商会グループ影かげの総そう帥すい


リリー』　






　ウィル子が叫さけんだ。

「か……会長!?　つまりこの社長より偉えらいのですか!?　しかも影の総帥とは一体っ!?」

（……）

　急ぎなのか『メイドのＳ』、と書かれた部分がボールペンで消され、『リリー』の部分が手書きだったが。ついでにせっかくの『影の総帥』が堂々と名刺を渡してくるのもどうかと思ったが、それはウィル子も思ったらしい。

「ああぁ、ますたー……。どこまでイロモノが続くんでしょうね……」

　たぶん、この都市にいる限りは。とも思ったものの、ヒデオは言わないことにした。

「よろしくね。実は……」

　メイドの愛らしい唇が、愉ゆ快かいげに、ついと持ち上がる。

「……私も、参加者なんだ」

（っ……）

　ヒデオはなぜか、そんな彼女の笑顔えがおに底知れぬ迫はく力りよくを感じ取ったのだった




　　　　⑥




　館やかたの中に案内されて十分後。

　ウィル子、貴瀬、リリーが待つ一室に、ヒデオは入った。

「「「おおー……」」」

　と感かん嘆たんの声が上がる。

　実はヒデオ、服を支給されたのだ。礼服ではないが冠かん婚こん葬そう祭さいにも使えそうな黒いスーツ。白いワイシャツに赤いネクタイ。いわゆる黒服というやつだ。

　ネクタイの締しめ方など上京以来のことですっかり忘れていて少し難なん儀ぎしたものの。ちなみに今サングラスもかけている。

　社長が指示するに曰いわく。

「そのままゆっくりと歩いてきて……。そうだな。君のキャラクターであれば、下手に芝しば居いがからない方がいいだろう。無感情に迫せまり寄り、おもむろにサングラスを外し、そして『金を返せ』と言うのだ」

（……）

　言われるままにしてみる。一歩、二歩、三歩。サングラスを外す。

「……金を、」

「「「おおおおお～～～ッ!?」」」

　言い切る前に盛せい況きようだった。

「怖いです！　これは怖いのですよマスターっ!!　取り立て屋というより、いよいよ殺し屋ですっ!!」

　と、興奮気味のウィル子がまくしたてた。

「うむ、俺の思ったとおりだ。いや、予想以上だな。くくく、どうだリリー？」

　と、ご満まん悦えつの貴瀬。

「うっひゃー……なんかもう、木き島じま連隊にいても違い和わ感かんなさそうな。でもここまで来ると、サングラスを外したところで逃にげられちゃうかもしれませんよ？　セリフとサングラスを取る順番は逆にした方がいいんじゃないかな……」

　云うん々ぬん。あれやこれや。ヒデオの入る余地無く、三人は勝手に盛り上がっている。これが一時流は行やった、俗ぞくに言うプロデュースなるもの……なのだろうか。

「ところでウィル子君もこの際だ、制服を着てもらおう」

「制服っていうと、このメイド服なのですか？」

　ウィル子がリリーの格好を指差す。リリーと貴瀬の二人が頷く。

「では……」

　ざっ、とウィル子の体にノイズが走った。次の瞬しゆん間かん、ウィル子はリリーと同じデザインのワンピース、エプロン、ヘッドドレスを身に着けていた。

「こんな感じで？」

　にひひ、とウィル子が笑う。どうやら新しい特技のような。早はや替がわり。しかしどう役に立つものか……と、ヒデオは比ひ較かく的てき冷静に状況を分ぶん析せき。一方、

「「ちょっと待った!!」」

　と言ったのは貴瀬とリリー。驚おどろいたウィル子は仰のけ反る。

「ま、待て。何だ今のは？　どう着替えたのだ!?　なぜノイズが走る!?　浮ういているのはいいとして、ただの魔ま人じんではないのか!?」

「ねえあなた、ひょっとして天使!?　前に一回そういうの見たっていうかやられたっていうか！」

「えー、と。ウィル子はですね……」

（……）

　ヒデオは尋たずねるようなウィル子に頷うなずいた。リリーは参加者だというが、今の状態であれば隠かくそうとして隠し果おおせるものではない。

　電子ウイルスであること。ヒデオの持つノートＰＣに住んでいると同時に、ヒデオに感かん染せんしていること。電子と霊れい子しの重ね合わせでそうした不思議な存在となっていること……等々、わかっている範はん囲いでの説明を試みた。

　貴瀬とリリーは半ばぽかんとして。

「俺もこちら側の世界には詳くわしいつもりだが……電でん霊れいというのは初めて聞いたな」

「です、ね……。きっとみーこさんやリップルラップルでも知らないと思いますよ。パソコンから生まれたなんて言ったらなおさら」

　話の軸じくは、ヒデオをさらにそっちのけにした。

「ちなみに……ウィル子君。君はパソコン内でも活動できるのか？」

「殺人以外の悪いことなら一通り」

　にはは。

「データの管理などどうだ？」

　これは少し不服そうなウィル子。基本、データを食べることが大好きなのだ。ご馳ち走そうを目の前に、それをテーブルに並べるだけのような作業は誰だれだって好まないだろう。

　そこで貴瀬が、ヒデオの持っているノートＰＣに目を付けた。

「少し古い型だな。つまり……それが君たちにとって、ある種のボトムネックというわけだ。『ＷＩＮＤｏｓ』と『まくー』なら……」

「風！　風！」

　場の流れを察したように目をキラキラさせたウィル子が、元気に手を振ふった。




　貴瀬の電話からわずか三十分ほどで、真新しい最新型のノートパソコンが館に届いた。世界最薄最軽量、マグネシウム合金をふんだんに使用し、ヒデオの腕うでにも優やさしく衝しよう撃げきにも強いシャープスＩＴ社のフラッグシップモデル、『ムラクモＸ１』。

「うはーっ!!　お引ひつ越こしーっ!!」

　包装から出すや否いなや、ＯＳより先にウィル子が入っていった。電源を取りもせずに、ヒデオが初めて出会ったときのようにハードディスクがガーガーとぶん回り始める。

（……）

　そう言えばウィル子と出会ってからこっち、パソコンを充じゆう電でんした記き憶おくがなかった。電力は自前で賄まかなえるらしい。いや、しかし、彼女を拾ったときはコンセントを繫つないだ上で電源を入れさせられた。

（……）

　あのときはアンチウイルスソフトの追っ手から逃のがれるための、セーフモード状態だったとウィル子は言っていた。しかも現実世界に出られるようになったのはそれからの話……ひょっとして彼女は、どんどん成長進化しているのだろうか？

《Ｗｉｌｌ．ＣＯ21がサクサク感染しています。しばらくお待ち下さい》

　よくできた受付嬢じようのような、お仕事モードのウィル子が画面に映っている。

「「……」」

（……）

　貴瀬とリリーの二人が見せる啞あ然ぜんとした表情は、慣れてしまったヒデオにしてみれば一種の見ものであった。

《Ｗｉｌｌ．ＣＯ21のインストールが無事終しゆう了りようしました……ってハードディスク速っ!!　８８６速っ!!　メモリでかっ!!》

　パソコンの画面に映った部屋はいつだか見たこぢんまりしたものではなく、どこぞの最高級ホテルのスイートルームのような佇たたずまいであった。そんな中でウィル子ははしゃぎ回っている。

《こっ……これはもうマスターではなく社長に感染し、パパと》

　ばたむ。

　ヒデオはノートＰＣを折おり畳たたんだ。

《マスター、冗じよう談だんなのですよー……。大会で優勝することがウィル子の目的ですから》

　すーっ、と。ウィル子が現実世界に姿を画かき出した。画面から出入りしているにしても、ＰＣを伏ふせたとか開けたとかはあまり関係ないようだ。

「ねえ」

　とリリーが聞いた。

「ウィル子ちゃんは、何が目的で優勝したいの？」

「ウィル子は神になります!!」

「か、カミ……？」

「ま……また、随ずい分ぶんと大きく出たな……」

　発言のあまりのでかさとその勢いに、リリーも貴瀬も感心半分呆あきれ半分。まあ神と言っても電子世界の話、アンチウイルスソフトの会社を潰つぶしたいとかである。

「……君はどう？」

　リリーの質問はヒデオに向けられた。

（……）

　これは言ってどうなるものでもない。そこにいたる経けい緯いなど話した日には、こちらの素す性じようを暴ばく露ろするも同然。

「ふむ。しかしここまで素直に喜んでもらえると、気持ちのいいものだな」

　貴瀬は一人頷うなずき、ヒデオに向いた。

「君にも何かやろう」

「……。服を、すでに」

「そんなのはどうでもいい。丸まる腰ごしなのだろう？　最後に会場入りした、ということは用意している暇ひまが無くて……と言ったところか？」

　図星だった。もっとも、猶ゆう予よがあったところでヒキコモリの自分に何が用意できたと……。




　ごとん。




「……」

　社長が造作も無くテーブルに置いたのは、とても重い音を立てた鈍にび色いろのピストルであった。

「うはーっ！　マスターの手に、ついに念願の武器が!?」

　ヒデオは震ふるえを必死に静めながら、ゆっくりとかぶりを振ふった。

「……いえ。社長」

「リボルバーの方が使い慣れているのか？　火力が足りんと言うなら……、Ｍ２４９程度ならすぐに持ってこさせるぞ」

「……いえ。ですから」

「何を今いま更さらためらうのですかーッ!?　武器！　武器なのですよーッ！　ウィル子たちは借金を回収すると同時に、勝ち続けなければいけないのですッ！　優勝を目指すのであれば、少しでもいい武器を貰もらって少しでも有利になるべきではッ!!」

　それはわかっている。

　わかっているが、ヒデオは恐おそろしかった。これは使いこなせない。これは本当に人を殺してしまう武器。引き金を引いてしまえば、後は手加減も何もない暴力の象しよう徴ちよう。そして人体の急所も何も知らない自分。知っていたところで狙ねらうも何もできない自分。大たい佐さやリュータのような人間であれば、相手の武器だけを弾はじき飛ばすような……憧あこがれるほどカッコイイ芸当もできるのだろう。しかし自分は違ちがう。使えば最悪、本当に殺してしまう可能性がある。そうなれば自分は人としての大切なものだけでなく、大会の参加資格さえ……。

（否いな……）

　参加資格など、それこそかっこつけた綺き麗れい事ごとだ。

　やはり怖こわいのだ。

　弱い自分が、そんな圧あつ倒とう的な力を手に入れてしまうことが、たまらなく怖い。目の前に置かれたこれは、決して超こえてはいけない一線。ウソ以上のズルだと、本能以上に、ヒデオの良心がそれを警告する。

　だが自分は……彼らの前では、暴力の、殺すことのエキスパートでなければいけない。それが、病院でこの伊織貴瀬という男を騙だました報むくい。自分を偽いつわり続けたツケ……。

「……ご主人様」

　リリーが貴瀬に言った。続く言葉に、ヒデオは泥どろ沼ぬまのような思考から引き戻もどされる。

「聞いた話だとヒデオくんは、格かく闘とう技ぎなんかが得意らしいですから」

「ああ、なるほどな。では……ナイフか？　日本刀か？　長ちよう剣けんか？　斧おのに、槍やりに……まあ挙げればキリがないのだが」

「違います。格闘技です。はっきり言って、武器は要いらないんです」

「いえ、それはッ……マスター!?」

　ウィル子がチャンスを逃のがせるかと、リリーを遮さえぎる。一方でなぜ目の前のそれを受け取らないのかと、ヒデオを視線で責める。話は……続いた。

「……だからですね、ご主人様。アレなんかどうですか？」

　リリーの言葉に、ヒデオはウィル子と顔を見合わせた。

「アレだと？」

「作ったじゃないですか。冗じよう談だんで」

　ぽん、と貴瀬が手を打った。

「ああ、アレか！」

「そうです。どうせ冗談で作ったんですから。むしろヒデオくんに持たせた方が効果あるんじゃないですか？」

　なるほどと頷いた貴瀬は、少し待ってろと言い置いて部屋を出て行った。ウィル子がぽつり、呟つぶやく。

「な、なにを……？」

「い・い・も・の」

　リリーが可愛かわいらしくもったいぶる。貴瀬はすぐに戻ってきた。

「これだ」

　ピストルに代わり、ごとりとテーブルに上げられたのは……何のことは無い、長方形のハードケースだった。上質な黒い意い匠しようとその大きさから察するに、バイオリンなんかが入っていそうだ。

「……僕は、楽器は」

「何を言っているのですかマスター！　大きさからしてライフルか何かに決まっています！」

（……）

　なるほど、さっき貴瀬たちは殺し屋だの何だの物ぶつ騒そうなことを言っていた。その意味で、さらに迫はく力りよくを出させようというための小道具。

　四角いので、この黒服姿の自分が持てば……少なくともサングラスを外してしまえば、誰だれもが中身は、殺しの七つ道具と思うに違いない。アクション映画なんかで、名めい刺しや葉巻を取り出そうとする仕草が、あたかもピストルを抜ぬくかのように相手に錯さつ覚かくさせてしまうシーンがある。

　そして、自分にはその風ふう体ていがあるのだ。

　しかもこの大きさ。武器の持ち込みが自由というこの都市の異常な状じよう況きようから、与あたえる錯覚は拳けん銃じゆうどころの比ではあるまい。爆ばく弾だんか、マシンガンか、はたまた伝説の武器やアイテムか……開けようとする仕草だけで実力行使の意思表示、相手は屈くつ服ぷくするに違いない。

（……なるほど）

「中身は冗談半分だが、まあ君が一番適任だと思ってな。持っていけ」

「……では。ありがたく、いただきます」

　ずし、と。なかなかに重かった。これなら殴なぐるにも使えるだろう。ノートパソコンのカドよりは破は壊かい力が期待できる。

「って、マスター!?　中身を聞かないのですか？」

（……）

「くくっ……何が出て来ても使いこなせる、といった様子だな。頼たのもしいぞ川村ヒデオ。確かに口で言うまでのこともないのだ。ただし、破壊力だけならそこらの銃や剣、魔ま法ほうどころの比ではない。使い方は君次し第だいだ」

　ヒデオは中身には興味なかった。それが銃だろうと伝説の武器だろうと魔法のアイテムだろうと……自分には使いこなせないと決まっている。ただし、このケースが使えるのだ。だから貰もらっていく。

「ついでにこれを持っていけ」

　ばさっ、と置かれたのは債さい務む者しやのブラックリストとクルマの鍵かぎ。歩くだけ無む駄だ、手っ取り早く回れということだ。

「期待しているぞ？　川村ヒデオ。くくく……」

「頑がん張ばってね、ヒデオくん。ああ、もちろん聖せい魔ま杯はいの方もね」

（……）

　一いつ瞬しゆん、リリーが見せた不敵な笑顔えがおに……ヒデオは無言で頷うなずいたのだった。
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　ついに聖せい魔ま杯はいが始まり、一週間が経過した。ヒデオは今日も、魔まつ殺さつ商会から支給された黒いスーツに身を包む。当初はあやふやだったネクタイの締しめ方も、一発で決められるようになっていた。

（気持ちのいい、朝だ）

　鏡の中にいるのは、これまでの出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐんに冒おかされていた自分ではない。毎朝きちんとした時間に起きて、ちゃんと目的があって外出する自分。そのために毎朝身だしなみを整える、社会人としての自分。

　名刺を持った、社員。

『伊い織おり金きん融ゆう商会　ブラックリスト撲ぼく滅めつ要員


川かわ村むらヒデオ』　



（……）

　ちょっと薄うす暗ぐらい気持ちになりながら。それでもサングラスを、取り立て屋としての仮面を被かぶるかのように。

「さあマスター、今日もさくさく回収しましょう！……と今までは言ってきたウィル子ですが」

「……。何か」

「そろそろウィル子たちは、優勝候補でも何でもなくなってきたのですよーっ！」

　初日三勝したのでぶっちぎりトップだったのが、この一週間で何組かに追いつかれてしまっていた。

「この上抜かれでもしたら！　優勝候補として優位に立ち続けるという当初の作戦が！」

「……確かに」

　そろそろ、積極的に動く必要がある。というかそうしなければならない。自身の五百万チケットという借金返済のためにも、この一週間、回収に勤いそしんできたが……かといって大会をおろそかにしたのでは本ほん末まつ転てん倒とう。

　債務者に「金を返せ」と迫せまって断られた場合の。「勝負して勝てば、チャラにしてやろう」と言って誘さそいをかける作戦。自分が勝てば、借金を回収して勝ち星も得られる一石二鳥作戦も。

　案外みんな素す直なおに返してくれるもんだから、なかなか勝負にまで至らない。それというのも優勝候補だった自分があんな会社に入った挙げ句、こんな殺し屋みたいな格好をしているせいで……早い話、脅おどしが効き過ぎてしまっているのだ。

「では。今日は、積極的に」

「勝負をかけていきましょう！」

　うん、と頷き合ってアパートの自室を出ると。隣となりの美み奈な子こも十手の岡おか丸まるを下げて出てきたところだった。

「おはよう、ございます」

　だが挨あい拶さつしたヒデオの前を、美奈子は素通りしていく。数歩行き過ぎたところで振ふり返り、ヒデオの黒服姿を悲しそうに一いち瞥べつ。

「……今日もそうやって、罪の無い人たちを脅しに行くんですね」

「……。それは」

「もちろん本官も、ヒデオさんがいわれのない借金を背負ったことは知っています。だからといって、同じ苦しみを人に課す方へ回るだなんて。そんな弱い人だとは思いませんでした」

　そしてそんな人間を信じた自分が愚おろかだったと、自らを責めるような。正義感の強い彼女らしい表情。

　岡丸は言う。

〝江え戸どの昔から変わらぬでござるよ。恨うらみつらみや苦しみは、そうした心の弱さから連れん鎖さしていくものでござる……〟

　その声はもはや責めるではなく。無む間けん地じ獄ごくに陥おちいった者を哀あわれむような。そして二人とも、それ以上語らずに立ち去ってしまった。

（……）

　アパートの庭まで出ると、大家さんが掃そう除じをしていた。こちらはいつものニコニコ顔。

「今日もお仕事ですかニャ？」

「はい」

「そですかニャ。でもあそこはよくない会社ですニャ？」

（……）

「自動車と武器とパソコンをせしめたのはよかったですが、目的が済んだら早く縁えんを切った方がいいのですニャ」

　そういうふうに見られている自分。確かに社長に認められ、その証あかしに色々貰もらって、少しはいい気分になっていた。だが周りから見れば、血も涙なみだもない取り立て屋。ひょっとしたら、失ったものの方が大きかったのだろうか？

　ともすれば今、自分が他者に与あたえているイメージは、優勝候補でもなんでもなく……ただの、嫌いやなやつ？

（……）

　急に冷めた。

　だめだ。そんな目で見られるのでは。そればっかりは耐たえられない。ただでさえ目付きが悪くて疑わしい目で見られるのに、中身まで否定されたのでは。もうこれからは部屋の中で、誰だれとも会わずにひっそりと。

「ああっ!?　ま、マスターが久しぶりにへこんでいるのですよー……！」

「そですかニャ？」

　表情に乏とぼしいので、いつも一いつ緒しよにいるウィル子にしかわからぬ感情の機き微び。

　そこに明るい声が飛び込んできた。

「おっはよー」

　主しゆ催さい者しや側の一人であり、開会式では司会も務めた霧きり島しまレナだった。だがカジノのディーラーのような制服ではなく、私服姿。

「霧島さんですニャ。お休みですかニャ？」

「うん、今日はオフ！　でね、久しぶりにヒデオくんたちどうしてるかなーって思って来たんだ……けど……カッコイイ!!」

「は？」

　とウィル子が言った。ヒデオが顔を上げると、薄うす暗ぐらいサングラス越ごしにも、レナの瞳ひとみがキラキラしているのがわかった。しかもあろうことか、その目が向いているのは……自分。

「きゃあ!?　ヒデオくん、かっこいい！　なんていうか……プロって感じ！」

　それはまあ、何のプロかはともかく、それをコンセプトに社長にプロデュースされたわけで。ともあれ先の美奈子とは対照的な反応。捨てる神あれば拾う神？　いや、蓼たで食くう虫……。

「ねえヒデオくん、今日ってヒマかな？」

（……）

「ボク、今日ヒマなんだけど……どこか遊びに行かない？」

「こっ、これはもしや……!?」

　ウィル子が慄おののき、仰のけ反った。

「デートですかニャ？」

　大家さんのネコ耳が、ぴこぴこ動いた。
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「デートしますかニャ？」

「いえ……大家さん。マスターは別に、勝負しようというわけでは」

　ぴこぴこ。

「そですかニャ。でもこれもある意味、勝負どころですニャ？」

「た、確かにっ!?　ではなくて！　マスター、今日は勝負をかけておかないと！　遊んでるヒマはないのですよーっ!!」

　するとレナはパタパタ手を振ふった。

「そんな、大おお袈げ裟さな。一緒にお酒を飲んだ仲じゃない。友達だからどこか遊びに行かない？　ってだけでさ。パートナーのウィル子ちゃんが一緒だったら、そもそもデートにならないし」

　ヒデオはある意味、ほっとした。

　するとそれを見たウィル子。

「……ますたー、意外とタンパクなのですね。ウィル子はまたてっきり、マスターの別な一面を見られるのかと」

　ヒデオは数歩その場を離はなれ、背後についてきたウィル子へと呟つぶやいた。

「……無理」

　彼女いない歴？　この世を生きてきたのと同じだけの年月日が、そのまま当てはまる。で、レナみたいな美人と？　なに？　デート？　くくく、なにそれ……？　噂うわさにはかねがね伺うかがっているけれど、別にそれって自分には生しよう涯がい関係ないものなのでは？　ははは……。

「いや……ますたー、何もそこまで自分を否定しなくとも。そこまで言うならせっかくですし、一日くらい司会者さんと遊んでくれば……ウィル子は部屋でネットサーフィンしてますけど」

「……遊んでいる、場合では」

　という言い訳。正直なところ、二人きりにされてしまってはどうしていいかわからない。ならばそんな実のないことより、勝負に専念すべきだろう。

「ま、参加者のヒデオくんたちは、ボクたちみたいに休日っていう休日があるわけじゃないし……んー、でもせっかくだからヒデオくんが勝負してるとこ、また見たいなー。ああ、もちろん無理にじゃないけど」
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「確かに……勝負の最中のマスターは、このウィル子でさえかっこいいと思いますけど」

「つまり、いいとこ見せるチャンスですニャ」

（何を。期待しているのか、と……）

　ヒデオは努めて平静を装よそおいつつ、アパートの裏にある駐ちゆう車しや場じようへ向かった。するとその前に、将しよう棋ぎの王将かゴキブリかというシルエットの、ものすごいスポーツカーが一台。

「うはー、ディアブロなのですよー」

　とウィル子。そんないわゆるスーパーカーのドアは、横ではなく上に開いた。中から顔を覗のぞかせた銀ぎん縁ぶちメガネの青年は、初めて会ったときのように犬歯を覗かせるいやらしい笑顔えがお。

「これは、社長」

　貴たか瀬せに向けて、ヒデオは一応、頭を下げた。

「やあヒデオ。通りすがりに様子を見に来たのだが、その様子なら今日も存分に稼かせいできてくれそうだな」

「……」

　美奈子と岡丸の言葉が、今再び胸に刺ささる。

　助手席にはリリーも座っていた。今日もメイドの格好でミラーグラスをしているが、その実この社長より偉えらいらしい影かげの総そう帥すいとか何とか。

「ヒデオくん、ウィル子ちゃん、頑がん張ばってる？　その武器の使い勝手はどうかな？」

　冗じよう談だんめかしたような言葉。ヒデオは示されたそれ……自分の持っている大きな黒いケースに目を落とし。

「……いえ。これは、まだ」

　使ったことがなかった。社長はそれを笑い。

「くくく、そうか、まだまだ使うまでもないか。さすが俺が目を付けた人材だ。その調子でガンガン頼たのむぞ、ヒデオ。そしてウィル子」

「にはは、任せておくのですよー！　今日はついでに勝負も掛かけに行きますが！」

「はっはっは、そうかそうか！　優勝したら君たちを幹部として迎むかえてやろう！　せいぜい頑張れ」

　社長は期待に満ちた目で、かつ満足げに頷うなずいた。それからリリーはふと、レナを向いて手を振り。

「それじゃ霧島くんも、頑張ってね！」

「あ、ああ、はい鈴すず……じゃなくてリリーさん！」

　知り合いなのだろうか。まあ大会役員と参加者だ。自分だってレナや大家さんと知り合いなのだし。ヒデオはさして気にも留めず、けたたましい音を立てて走り去るスーパーカーを見送った。

　ふう……、と。三人はなぜか、誰だれからともなく溜ため息いきをついたのだった。
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「へーっ、ヒデオくんマニュアル車運転できるんだ」

　助手席に乗ったレナが感心したように言った。後席から顔を覗かせ、ウィル子も同意。

「それはウィル子も意外だったのですよー」

　生まれ育った地元は田舎いなかなので、何をするにもクルマ。ということで、むしろ親に勧すすめられて自動車教習所に通った。もちろん東京に出てから運転することはなかったが、知識と違ちがって、体で覚えた技術は案外忘れないものである。

「……それで。どこへ」

「えっと、どこに行くの？　ウィル子ちゃん」

「どこでもいいのではないですか？　今日はとりあえず勝負する予定なので。まあ借金回収でもいいですけど」

　しかしそれも、いざとなると困る話。参加者は歩道を普ふ通つうに歩いていたりするものの。いきなり車を止めて声をかけるとか、そういうのも。

　じゃあせっかくレナは休日なのだから、遊びついでにゲームセンター辺りに行けば、誰かしら債さい務む者しやがいるのでは。お昼になったし適当なファーストフード店辺りに行けば。ついでにクルマにもガソリン詰つめて。映画館はまだ回ったことがなかったから……等々。結局一日遊びまわったが債務者は見付からず、遊びに行くような所なら勝負を申し込んだりするよりは、やっぱり遊びたいわけで勝負も始まらず。




　日が暮れた。

　でもヒデオは本当に久しぶりに、遊んだぞ、という気分になれた。上京して以来。そしてこの都市に来てからも、遊ぶために外出する、ということはとんとなかった。出掛けには美奈子にきついことも言われたが、リフレッシュできた気がした。

「ねえ、晩ご飯はどうするの？　よかったらボク、行ってみたいお店があるんだよね。頑がん固こ一いつ徹てつっていうの？　カチカチのお堅かたい人がやってるって噂うわさのお店で、おいしいらしいの」

「そう、ですか」

「ウィル子はどーでもいいのですよー」

　そりゃそうだ。電子ウイルスのウィル子は大事なファイルしか食べないのだし。

　というわけで断る理由もなく、ヒデオはレナの言う方へクルマを走らせた。商業区の中でも、工業区との境界線付近にそのレストランはあった。『ワイルド・ハンニバル』という西部劇にある酒場をイメージしたような、名前どおりワイルドな風ふう体ていのステーキハウスだった。確かにこうした雰ふん囲い気き作りも、おいしさを演出する上で大事なことだろう。

　ヒデオはこれまでのように、一応、社長から貰もらった武器入りの黒いケースを持って店内に。と、やはり観葉植物に背の高いサボテンなんかが置いてあったり、ランプの照明だったり、店員がリーゼント頭だったり……。

（……）

　店員の髪かみ形がたも、アメリカンなワイルドさの一いつ環かんなのだろうか。

「ご注文の方、お決まりっすか？」

　アメリカンというより、ジャパニーズ・ヤンキーというか。金きん髪ぱつリーゼント。

「あはは。ここ、面おも白しろいお店だね。ボク気に入ったよ」

「へい、ありがとうございやす。オーナーのコダワリっていうんですか。おかげさまでご好評頂いておりやっす」

　街で会ったらヒデオは決して近付かない類たぐいの見た目だったが、口を開けば感じのいい若者だった。

「じゃあボクね、このルート66ステーキセット。ライス大盛り」

「いやあ姐あねさん、お目が高い。そいつぁうちで一番上等の肉を使ってるんでさぁ。そちらのキマってる兄さんは？」

　スーツのことだろう。髪型を彼のようにキメた記き憶おくはない。

「では、この。バイカーズハンバーグセットを」

「さすが兄さん、そいつぁうちで一番人気のメニューでさぁ。お嬢じようさんは何にしやしょう？」

「ウィル子は何もいらないのですよー。お腹一いつ杯ぱいなのです」

　いつの間に、どこで何をツマミ食いしたのだろうか。ヒデオは少し不安になった。店員は注文を復唱して、奥に引っ込んでいった。

「なるほどね。頭の堅い店主って、こういうお店の趣しゆ向こうにこだわりがあるってことなのね。そういう生き方ってかっこいいなー。ヒデオくんはさ、そういうコダワリとかあるの？」

（……）

　お風ふ呂ろに入るときは左足から洗う。

　いやそれはコダワリというよりクセ……。

（……）

　気が付くと正面に座っているレナが頰ほお杖づえなどつき、にこにことこちらを見ている。ヒデオはなんとなく、それすら正視できない。

「にひひ……ますたー、何だったらウィル子はＰＣに引っ込」

　ヒデオは思わず、ウィル子の肩かたを摑つかみ、首を真横に振ふった。女の子と言っても、ウィル子ならば二人でいても平気なのに。

「オーティス・レディング。ヒデオくんも好き？」

　……。なに？

「ますたー、今かかってる曲のことです……」

（……。だから。無理……）

　なんかそのうち自分はパンクする。そんな確信がある。だからこういうときは、無理に見み栄えを張ったって仕方ないのだ。

　そんな諦あきらめとも取れる心の裡うちを、しかしヒデオはよしとした。それが自分なのだから。無理に見栄を張ってあの社長と相対した自分と比べれば、どれだけ清々としたことか。

　ひょっとしたら……あそこでありのままの自分を表していれば、そのときはそのときで、また別な道が開けていたのかもしれない。この黒服は貰えなかっただろうから、レナとこうしていることはなかっただろうけど……その代わり、今朝のように美奈子に軽けい蔑べつされることもなかっただろう。

　まあ今となっては過去の話だけれど。つくづく難しいと思う。何をするにも。そして結局ヒデオは何を言うでもなく、レナからの問いかけに面白く答えられるわけでもなく。

　そうこうするうちに料理ができてきた。普ふ通つうの店なら大盛りとかの部類に入るだろう、大きめのステーキとハンバーグ。ボリュームたっぷり。

「……。これは、おいしい」

「お肉柔やわらかーい！　ソースも美お味いしいし！　ウィル子ちゃん食べないの？」

　大家さんの歓かん迎げい会かいのときのように、ウィル子は断るばかり。そういえば実際飲み食いするとどうなるのだろう。ノイズが走るくらいだし、ショートするといけないのでまあいいとして。

「うん。これなら人気店っていうのも頷うなずけるけど……」

　レナはふと顔を上げ、店内を見み渡わたした。

　そう。客が自分たちしかいないのだ。入ったときから誰だれかがいた様子もなければ、誰かが来る様子もなく。

「ねえウェイターさん。このお店、何かあったの？」

　すると若い店員は少々気まずそうに。

「へ、へい。実は……あ、いえ。なんでもねえんですよ。たまにはこういう日もありやすよ。へへ……」

　明らかに怪あやしい。知られたくない秘密を必死で隠かくしているような。そうして三人で顔を見合わせ、頭に『？』を浮うかべた時だった。

　店の入り口が勢いよく開け放たれる。

「魔殺商会グループだ！　邪じや魔まするぞ！」

「今日という今日は出てってもらうからな！」

「覚かく悟ごしろ！」

　現れたのは、幾き何か学がく模様の覆ふく面めんを被かぶった全身タイツの男たち……魔殺商会グループ社員。つまり、部署は違ちがえどヒデオの同どう僚りようであった。
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「てっ、てめえら！　性しよう懲こりもなくまた来やがったな!?」

　店員は危機感からくる冷や汗あせを浮かべ、しかし目には強い敵意を浮かべていた。対して全身タイツたちは拳こぶしを振り上げ、力説する。

「こっちだって社長直々の命令だ、そう簡単に引き下がれるか！」

「というか昨日なんて影かげの総そう帥すいに呼び出しくらってこっぴどく怒おこられたんだからな！」

「社長はまだしも総帥はすぐ武力行使に出るからおっかないんだぞ！　もう俺たちだって命いのち懸がけだ！」

　店員が隠したがってたのは、こういう揉もめごとだったのだろう。全身タイツたちは手に手に、金属バットやら、鉄パイプやら、ハンマーやら。エライ物ぶつ騒そうなものを持っていた。

「さあ責任者に会わせてもらおう！」

「オーナーのもとには行かせねえ！　待ちやがれこの野や郎ろう！」

「抵てい抗こうするなこいつめ！」

　三対一では勝てるものも勝てないだろう。店員は呆あつ気けなく跳はね除のけられ、全身タイツたちはずかずかと厨ちゆう房ぼうの方に踏ふみ込んでいく。

「オーナー!?　逃にげて下さいオーナー！」

　ウェイターが叫さけぶ間にも、奥からはドタバタと。鍋なべやフライパンがひっくり返り、皿やコップの割れる激しい喧けん騒そう。話し合いというより、あれら凶きよう器きで店をめちゃめちゃに壊こわし、嫌いやでも追い出そうという魂こん胆たんか。

　哀あわれ、オーナーの運命やいかに……とヒデオたちが思ったのも束つかの間だった。ぽんぽんぽーん、と厨房から叩たたき出されてきたのは、全身タイツの方。

「つ、強すぎる……ぐふっ！」

「な、なんてカタブツだ……ごふっ！」

　そうやって二人が力ちから尽つき、しかし残る一人がヒデオに気付いた。

「あ!?　お前はこないだ、社長が直々にスカウトしたっていう腕うで利ききの……！」

（……）

　なんだか。せっかくの美味しい食事が、厄やつ介かいごとに巻き込まれそうな。

「た、助けてくれ……！　ここのオーナーは俺たちでは歯が立たない！　参加者のクセにこうして店を開き、貸している土地代を払はらおうともせず、開店するときの融ゆう資しだってとっくに返済期限が切れているのに、平気な顔で商売を続ける太い奴やつだ！」

「ええっ!?　オーナーは参加者だったのですか!?　マスター、これは！」

　ヒデオはウィル子と顔を見合わせ、頷いた。

　酒場で依い頼らいをこなしたり、ダンジョンでモンスターをやっつけるのではなく……店を開いて安全に、安定した収入を得る。なるほど、そういう戦い方もあるだろう。

　まあ借り入れの相手が魔殺商会だったのが、運の尽きとしても。

「なんだって!?　さてはてめえ、最初からそのつもりで客のフリしてやがったな!?」

　感じのよかったウェイターも、ヒデオに対して敵意むき出しになる。全身タイツはそれをまるで、虎とらの威いを借りたかのように。

「わはは、この店の運命も今日までだ！　彼はな、あの社長のお眼鏡めがねにかなった男だぞ……それもそのはず、この大会の優勝候補だ！」

「ううっ……！　そ、そうか！　つまりてめえが、うちの一番のお得意さんだった大たい佐ささんとロッキーを倒たおした……あの！」

　人のつながりなんて意外なところで意外なものだ。確かにあのじいさん、バクバク肉を食ってそうな体をしていたし。

「ゆ、許せねえ……！　オーナー！　オーナーっ！」

　店員の決死の呼びかけにより、ついにその男が姿を現した。

「へい、ジョニー……。お客さんの前で、みっともねえ声を出すんじゃねえぜ……」

「で、ですけどオーナー……！」

　貫かん禄ろくたっぷりの低い声。重い足音。

「まあ話は奥で聞かせてもらった……。そういうことなら、オイラが相手をしねえわけにはいかねえのさ……」

「お、オーナーっ……!!」

　厨房の奥から現れたシルエットに、ジョニーというらしいウェイターが顔を輝かがやかせた。そしてついに姿を見せたオーナーの姿に。

「こ、これはっ……!?」

　ウィル子が驚きよう愕がくする。

「……まじで……？」

　レナがぽかーんと、持っていたフォークとナイフを取り落とす。

　あたかも着ぐるみのように太く巨きよ大だいなその体つき。それでいて硬こう質しつな、赤茶けた鎧よろい。その鎧と同色の、赤茶けた肌はだ。それはあたかも、素す焼やきの陶とう器きのような全身であった。

　ジョニーが叫ぶ。

「オーナー……！　いえ、ハニ悪ワルさんっ!!」

「ってハニワではないですかーっ!!」

　ウィル子も叫んだ。

「お堅かたいとかカタブツとか以前にガチガチなのですよーっ!!」

「な、なるほど……石頭なわけだよね……。主しゆ催さい者しや側のボクが言うのもなんだけど、実際すごい大会だわこれ……」

　レナがこめかみに汗あせを浮うかべていた。

　鋲びよう付きのレザージャケットを着込み、サングラスを掛かけた悪そうな風ふう体ていの……やたらとガタイの良い、デカイ埴はに輪わ。

「ハンニバル、と……呼んでくれ」

「ヒネったのかヒネってないのかも微び妙みようなネーミング!?　しかもヘタな歴史物よりよほど純国産のクセにハンニバルとは一体ッ!!」

　そんなウィル子のツッコミも気にしない。ぱっかり開いた、ガランドウのような口にタバコを咥くわえたハニ悪。すかさずジョニーが火を点つける。

　そんな姿に。しかしヒデオは一人感激し、わなわなと打ち震ふるえ、そしてようやく声を絞しぼり出した。

「お……、王子……」

「よしてくれ」

　ハニ悪は拒きよ絶ぜつした。

「人ひと違ちがいさ……」

「お二人が何が言いたいのかはウィル子にもわかりますけど！　マスター、どー考えてもこれは違います!!　王子はこんなに悪くはありませんッ!!　同一視しては失礼です!!」
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「……。しかし。では、お馬の」

「ジンベエなら」

　ヒデオの声を遮さえぎるように。そしてハニ悪は、どこか寂さびしげに紫し煙えんをくゆらせた。

「海に帰っちまったのさ……」

「……。サメ……、だったのですか……」

　人違いであることは、これではっきりとした。となれば、もう遠えん慮りよすることはない。ヒデオは足元に置いていた武器入りの、大きな黒いケース……やはりまだ中を見てもいないそれを取り上げた。

「……借金を。返すつもりは」

「ふっ……。返したくても返せねえ……。そんな男気に外れた暴利を押し付けておいて、よく言うぜ……」

　貫禄が違う。ハニ悪は、岩石のようなゲンコツをごりごりと握にぎり込んだ。

「男だったら、コイツで語りな……。この、ナックルでな……」

「乗っ」

「乗るなーっ!!」

　ハニ悪より早くウィル子のゲンコツが降ってきた。

「無理です！　どー考えてもマスターのゲンコツでは!!」

　確かに。硬かたい硬いと評判のオーナーなのだ。

「なんでも……使えばいいさ……」

　ふー、とハニ悪がタバコを一息。

「オイラの武器は、このボデー……なのさ。やれるもんなら、やってみな……」

「へへへっ……言っとくがなぁ、オーナーのセラミックボディは鉄てつ砲ぽうだって弾はじいちまうんだぜ……降参するなら今のうちだぞコラ！」

　ジョニーがリーゼントを振り乱し威い嚇かくしてくる。学生時代は大人しい部類だったヒデオとしては、ハニ悪よりもそんなジョニーの方が本能的に怖こわい。

　が。ヒデオは今までそうしてきたように、ゆったりとした仕草でサングラスを外すのみ。

「う、お……！　なんて鋭するでえ目付きだ……!?　は……ハニ悪さん、やっぱりコイツ只ただ者ものじゃ……！」

「見苦しいぜ、ジョニー……ブルっちまったんなら、そこで見てな……」

「い、いえ……俺ぁ一生ハニ悪さんについていくって決めたんですぜ！　お供します！」

　熱い兄弟仁義。この二人がペア。

「それじゃあ、基本ルールでいいかしら？　あ、ボクは運営委員の霧島っていうの。よければジャッジするけど」

「オイラは……構やしねえのさ……」

　ハニ悪は吸い終えたタバコを、ジョニーの差し出した灰皿にギュッと押し付けた。ヒデオは一度ウィル子を確かく認にん。彼女は小さく頷うなずいてみせる。

「殴なぐり合いでないのなら！」

　そうとも。朝に打ち合わせたとおり、今日はやるべきとき。そのために日がな一日、街を駆かけずり回ったのだ。優勝候補の座を堅けん持じするためにも、今日は勝たねばならない。

「乗った」

　ヒデオの声に、レナが高く手を差し上げる。

「それじゃハニ悪・ジョニーペアと、ヒデオ・ウィル子ペア、基本ルールに則のつとって勝負開始!!」
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「ハニっ!!」

　いきなりだった。ハニ悪が人間とは比べ物にならない、着ぐるみのように巨きよ大だいなゲンコツを振ふり下ろしてくる。ヒデオは思わず後あと退じさり、ぶぅんと唸うなる大質量のそれをかわした。追ってハニ悪は、そのままパンチを連発。

「ハニっ！　ハっ！　ハニふっ！」

　ボクサーのような鋭い呼吸とリズムながら、一発一発はかなりの大振り。しっかりと集中すれば、ヒデオでも避さけられないわけではなかった。

　そして壁かべ際ぎわまで追い詰つめられるが。

「ハニほぁっ!!」

　ヒデオは身を低くしてかわす。ぐわしゃ、とハニ悪の拳こぶしは店の壁かべをベニヤ板のように貫つらぬいた。

（つまり……）

　焼き物、陶とう器き。硬いし、重いから威い力りよくはバツグン。しかしながら重い故ゆえに、空振りすれば次までの攻こう撃げきに間があく。硬いからこそ攻撃に柔じゆう軟なんさはなく、単調で、自分でもパンチの軌き道どうを予測し、読むことができる。

（……戦える）

　何となく確信した。リュータや美奈子のような万ばん能のうタイプではない。愚ぐ直ちよくなまでの正せい攻こう法ほうを貫くパワータイプ。一発を喰くらわなければ、いけるはず。問題はその硬い体にどうダメージを与あたえるかだ。

「ウィル子」

　壁際から脱だつ出しゆつしたヒデオはハニ悪に背を向けて走り、黒いケースを一いつ旦たんウィル子に預ける。

「って、マスター!?　今こそこの中身を使うときでは!?」

　しかしあの会社の社長が、桁けた外はずれの威力と言って寄こしたものだ。その強すぎる威力で、今回に限らず相手を殺してしまったらどうする。即そく失格。ある種の自じ滅めつ行こう為い。

「……借ります」

　ヒデオは全身タイツの一人が持ってきた中でも一番威力のありそうな、柄えの長い土木用ハンマーを取り上げた。

「き……気をつけろ……！　あいつは……、並の硬かたさじゃないぞ……！」

　同どう僚りようの忠告にヒデオは頷き、悠ゆう然ぜんと迫せまり来るハニ悪に向き直った。しかし彼はそんな得物、眼中にもないかのごとく。

　太い人差し指を立て、くいくいと招く。

「……来な」

「……。それでは」

　非力な筋力で、ヒデオは軽くよろめきながらスレッジハンマーを振ふり上げた。まかり間ま違ちがってこのハニワが砕くだけ散ったりしたら、失格だろうかと。そんな幻げん視しを振り払はらい、振り下ろす！

「ハニっ覇はァー!!」

　ばぎゃんっ!!

「……っ」

　すかっ、とヒデオは柄の部分を床ゆかに打ち付けた。打ち金の部分が、あろうことかハニ悪の、タイミングを合わせたヘッドバットで砕け散ったのである。

　半ば呆ぼう然ぜん。

（……）

　やられないのだ。鉄てつ砲ぽうすら弾はじくとジョニーは言っていた。ならばダメージの与えようがない。だとしたら向こうだって、攻撃が当たらずとも構いはしないのだ。彼の相手はいずれスタミナを切らす。それまでの攻撃を防ぐだけの防ぼう御ぎよ力が、彼にはある。

（……しくじった、のか）

　勝てない。勝てないままならいずれは負ける！

「オイラのナックルは……ちょいとばかり、痛いのさ……」

（しまった）

　驚おどろきと、それに対する考察で動きを止めてしまっていた。

「はに覇ぁっ!!」

　どごっ、と自分の体が響ひびく。横腹。重い重いパンチ。悲鳴を上げることもできず、ヒデオは体をくの字に折って、厨ちゆう房ぼうへと吹ふっ飛ばされた。調理台の上の様々なものをなぎ倒たおしながら滑すべる。騒そう音おん。タイルの床に叩たたき落ちる。

「ぐっ……」

　一いつ瞬しゆん、衝しよう撃げきでわけがわからなくなった。

「マスターっ!?」

（……）

　だが一つだけわかった。これが、戦うということだ。この衝撃、ショック、痛み、恐きよう怖ふ。これが戦せん闘とう。そんなものに全く縁えんのなかった自分が、自ら足を踏ふみ入れた世界。

「マスター、大だい丈じよう夫ぶなのですか!?」

（無……）

　思いかけ、即そく座ざに否定。

　心配するウィル子の表情を見た瞬間、そんな負け犬の意識を吹っ飛ばす。無理ではない。今はそれを思ってはいけない。

　自分ひとりの問題ではない。パートナーがここにいる。自分ひとりなら、今この瞬間に投げ出した。だが今はそうではない。たった一人で死に方を悩なやんでいた自分ではない。負けたらそのときは、不ふ甲が斐いない自分をウィル子に土下座して謝ろう。

　だが、負けが確定するそのときまでは──！

「く……」

　痺しびれる全身に意識で鞭むちを入れ、どうにか上体を起こす。

「ま、マスター……怪け我がは大丈夫なのですか……!?」

　ヒデオは顔に滴したたる、ぬるりとした赤い液体を袖そでで拭ぬぐった。厨房の入り口には古代の兵士が、屈くつ強きようなシルエットを浮うき上がらせている。床に長く伸のびた影かげにこそ、ヒデオはその本ほん性しようをみる。あれは埴はに輪わなどと生なま易やさしいものではない。あたかも古いにしえより蘇よみがえりし、大だい魔ま神じん。

　このまま寝ねていてはダメだ。殴なぐられてこれなのだ。あの柱のように太い足に蹴けられ、あの重さで踏まれでもしたら骨が砕ける。それまでだ。

「……使、おう」

　何を。言われるまでもなく、ウィル子は手にしていたケースを床に、ぱちりぱちりとロックを解除する。

　やるだけやろう。何が出て来ても。銃じゆうならとりあえず撃うってみよう。剣けんならとりあえず振ってみよう。爆ばく弾だんなら……さすがに無理だが。そして初めて、ケースの蓋ふたを開ける。この大会に来て、初めての。自分の武器を手にするために。
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「ば、馬ば鹿かな……あの社長が選んだ男だろ……？」

「それがあんなにあっさり……」

「バケモノだ……あのオーナーは……！」

　全身タイツたちがうろたえていた。ヒデオは厨房の奥に積んであった食材の山に突つっ込み、段ボールの陰かげに埋うもれていた。

「へっ、ざまあねえぜ！　でもさすがぁハニ悪さんだ！　たった一発で優勝候補をのしちまうなんて……じゃああの嬢じようちゃんは、この俺が……！」

　ハニ悪は自らそれを遮さえぎった。

「男ってのは……女に手を上げるもんじゃ、ねえのさ……」

「け、けどハニ悪さん……審しん判ぱんの姐あねさんは、まだ判定しちゃくれねえし……」

　レナは頷うなずく。両者戦闘不能ではない。降参の声もまだ上がっていない。充じゆう分ぶんに勝負続行の余地がある。

「なにより、オイラにはわかるのさ……。アイツはまだ、諦あきらめちゃいねえってことが……。そういう、ことさ。その段ボールの陰で、何をこそこそやっているのか知らねえが……」

　厨房に足を踏み入れたハニ悪が、ごつごつごつ、と硬こう質しつな足音を響かせる。

「マスター！　何をやっているのですか！　早く！　早く！」

「もう、少し……」

　ヒデオはガチャガチャと必死に何かを操作するが、一足遅おそかった。ハニ悪はハンマーにも勝まさる、自じ慢まんの拳こぶしを止とどめのために振ふり上げる。

「こうなったらウィル子がっ!!」

（っ……）

　あろうことか、ウィル子が盾たてになった。たっぷりと慣性の乗ってしまった重い拳は、簡単には止まらない。

　ばきぃんっ!!

「っ……!?」

　肉を打つにはあまりに耳みみ障ざわりな音。ハニ悪が異変に一歩、退いた。

　それは、盾。いや、そう呼んでいいのかどうかもあやふやな。魔法のように淡あわく輝かがやく、ガラスのように透とう明めいなそれが、ウィル子の手の平から展開していた。

「ウィル子。君は」

「一か八ばちかでしたが……今はそんなことよりも！　この盾は完かん璧ぺきではないのですよー！」

「……大だい丈じよう夫ぶ。これで」

　ヒデオが何かを思い切り引っ張った、その瞬しゆん間かん。




　きゅぱあああああああああんっ!!




　おびただしい白はく煙えんと共に、けたたましい炸さく裂れつ音が響ひびき渡わたる。そして次の瞬間、

　ずばあっ!!

　ヒデオは自分の前に折り重なっていた段ボール、食材の山を切り飛ばした。

　ヒデオの両手に構えられたその刃は物ものは、剣と呼ぶにはあまりに無骨。斧おのと呼ぶにはあまりに精せい緻ち。しかしながらおよそ人類が生み出してきた中で、断だん裂れつの一点においてはもはや究極とも呼ぶべき完成形。

　切断の物理的要因である摩ま擦さつという現象を、白はく刃じんの無限軌き道どうを超ちよう高こう速そく回転させることによって圧あつ倒とう的な高効率で為なし得る最強の──工具!!

　チェーンソー。

「「「こっ、怖こえええええええっ!!」」」

　ジョニーと全身タイツたちが震ふるえ上がった。ヒデオはさきほど殴なぐり飛ばされた拍ひよう子しに、調理台の上にあったホールトマトを頭から被かぶっていたのだ。それでいながら、毛ほども苦痛を感じさせぬような無表情のヒデオ。そして朱しゆを滴したたらせる顔には、死神のように冴さえ渡る眼光。

　ならばそれが他者へ与あたえる印象は、流血ではなく、返り血。しかもその手中には、あまりの破は壊かい力であるが故ゆえに、人に向けて使うことなど悪夢であっても思いたくない、文字通りの凶きよう器き。

「……」

　手の中の得物を確かめるように、ヒデオは一度、アクセルトリガーを軽く煽あおる。しかしそれを前にしてなお、ハニ悪は。

「……なるほど。そうやって、あっちこっちの債さい務む者しやから搾しぼり取ってきたってわけか……」

　彼は退ひかない。

「だがそんなオモチャじゃ、このオイラのボデー……。傷付きはしねえのさ……」

　ハニ悪が、ごん、と己おのれの胸を叩たたき、誇ほこった。しかしヒデオも退かない。退けるわけがない。

「それでも。僕たちにはもう、これしかない」

　ヒデオはトリガーを握にぎり込む。甲かん高だかいエンジン音。微み塵じんの刃やいばが唸うなりを上げる。

「面おも白しれえ……。今までどんな武器だって、オイラを砕くだけやしなかった……やってやるぜ！」

「では、勝負」

　ヒデオはチェーンソーを振り上げる。

「はに覇はぁあああああっ!!」

　ハニ悪が固く握った拳でそれを受け止める。




　きゅがあああああああああああっ──!!




　耳をつんざく金切り音が木こ霊だました。

　派手な火花が四散する。負ふ荷かに、チェーンソーのエンジンが苦しげな唸りを上げ、排はい気き管かんからもうもうたる白煙を噴ふき上げる。

「っく……！　ただのチェーンソーじゃ……ねえのか……！」

　ハニ悪が呟つぶやいたそのとき、厨ちゆう房ぼうを覗のぞいていた全身タイツの一人が、思い出したように声を上げた。

「あ、あれはまさか……！」

　他ほかの全身タイツが聞く。

「お前、知っているのか？」

「あ、ああ……。あれは社長が前に、冗じよう談だんでドクターに作らせたモノだ……！」

「「ドクターの作品かッ!?」」

　二人の全身タイツが驚きよう愕がくした。

「エンジンから何から、金属部分にミスリル銀を多用した常識外れのチェーンソーだ！　原価で一機数千万円はくだらない、アイアンゴーレムだって切り裂さく代しろ物ものだぞ！」

「なっ……じゃあ、あれだけ切り続けて壊こわれないチェーンソーもすごいが……!?」

「それを耐たえ続けるあのオーナーも、やはり桁けた違ちがいということか……!?」

　拮きつ抗こうは続いていた。

　だが、やがて異変が起き始める。

「は、はにっ……!?」

　ハニ悪が初めて焦しよう燥そうの声を上げた。拳こぶしがチェーンソーに負けることはなかったが、激しい摩擦熱によって赤しやく熱ねつし始めたのだ。もちろん焼き物だから、元々熱には強いに違いない。だが、そんなごく一点だけが急激に熱せられた場合は……他の部分との温度差ができる。熱ねつ膨ぼう張ちようによる歪ゆがみが起きる。となればセラミックス特有の、延性のない超ちよう硬こう質しつが逆に仇あだとなる。

「覇ぁあああああ……！　はにはっ……!!」

　ばきぃん!!　と。ついにハニ悪の拳が割れ、勢い肘ひじの中ほどまで砕け散った。勢い、ハニ悪自身も吹ふっ飛ばされ、倒たおれ込む。

「は、ハニ悪さん！　ハニ悪さん大だい丈じよう夫ぶっすか!?　おわちっ！　熱あち、熱ちちち!!」

　駆かけ寄ったジョニーがハニ悪を抱だき起こそうとして、火傷やけどした。すでに拳部分から、それなりの熱が全身に伝わっていたらしい。

「ふ……、負けたぜ……」

「そ、そんな！　ハニ悪さん！　まだこの俺が……行けと言ってください、ハニ悪さん！」

　片かた腕うでが砕けたハニ悪が、ジョニーへ向けてゆっくりと首を振ふった。

「お前じゃ勝てねえ……オイラみたいに、アロンアルファで修理するわけにゃあ、いかねえのさ……。親から貰もらった体くらい……大事にしろよ……」

「は……ハニ悪さんっ……！」

　ジョニーはガックリと項うな垂だれ、男泣きに泣いた。二人の戦意喪そう失しつ。それを見届け、レナが手を上げる。

「勝負あり！　勝者、ヒデオ・ウィル子ペア!!」
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「というか、アロンアルファで直るのですかーっ!?」

「オイラには……。セメダインより、アロンアルファがお似合いなのさ……」

　たぶんウィル子は、そういうことは聞いていない。

「昔は壊れるたびに、窯かまに入って焼き直していたもんだが……」

　懐なつかしげにハニ悪は呟いた。そういうこともあったらしい。

「風の吹くまま気の向くまま……流れ流れてこんなとこまで来ちまったが……。ここにもオイラの居場所はなかった、ってことさ……。金でも権利書でも勝ち星でも……。好きなだけ、持っていってくれ……」

「……では。勝ち星だけ、いただきます」

　ヒデオの言葉に、その場のみんなが何事かと振り向いた。

「な……何を言っているのですかマスター!?　これはどう考えてもウィル子たちのノルマです！　根こそぎぶんどればお店の規模から言って、あっというまに借金が返済できるのですよー!!」

「ふっ……そっちの嬢じようちゃんの方が、よっぽど話をわきまえているぜ……。情けを掛かけてもらったところで、オイラの空っぽの体からは……何も出てきやしねえのさ……」

　しかしヒデオは、首を横に振る。

「……ですが。ハニ悪氏は、正面から戦ってくれました。あの、時間。あれだけの、時間があれば。チェーンソーを払はらい除のけ、僕を殴なぐることもできたはず。それなのに。そんなになってしまうまで」

「よしてくれ」

　ハニ悪は拒きよ絶ぜつした。

「こいつはオイラの、意地……だったのさ……。大和やまとの職人たちが、精せい魂こん込こめて作ってくれたこのボデー……。そいつがどこまで通用するか……。ただそれだけの話、だったのさ……」

　彼は彼自身の体に誇ほこりを持っていた。だからヒデオは、ハニ悪の見せたそんな気高さに、一層決意を固くする。彼はきっと、本当の意味で、戦うということの意味を教えてくれたのだ。

「では、これも。僕の意地、なのです」

　ヒデオはチェーンソーをケースに収め、そのままハニ悪から背を向ける。

「ま、マスター……ほんとにいいのですか……？」

　構わない。美奈子に怒おこられ、大事なものを失なくしかけていることに気が付いた。ここでハニ悪から店を取り上げても。代わりに自分は、さらに何かを失くすことになるはずだ。

「もともと。僕たちの受け持ちでは、ないのだから」

　後ろ髪がみ引かれるようなウィル子の肩かたに、レナが笑顔えがおで手を置いた。

「だからカッコイイんじゃない、ヒデオくんはさ！」

（……）

　ヒデオはそそくさと、俯うつむきがてらサングラスを掛ける。

　そうして見ると、全身タイツたちはわたわたと足をもつれさせながら逃にげ出していくところだった。ハニ悪は敗退はしたが、彼さえいればこの店は、またしばらくは安あん泰たいだろう。

「ふっ……。とんだ、甘ちゃんだぜ……。ここまでやさぐれたオイラに……な」

　振り返ると、ハニ悪が立ち上がっていた。

「聞けばお前も、借金のカタでそんなナリをしているって話だ……。あの腐くさった会社の、やりそうなことさ……」

「……それが。何か」

「ナックルで語り合ったオイラにゃ、わかるのさ……。お前は、心底まではワルになりきれねえ……。一本筋の通った……男、だってことがな……」

（……）

「腐るってのと、ワルってのは違ちがうのさ……」

　ハニ悪は、ジョニーに火を点つけさせたタバコをふかす。

「工業区へ、行ってみな……。そして、エリーゼ興こう業ぎようってところの社長に会うといいぜ……。お前の今の、そのダセエ仕事をやめたけりゃ……な」

　ヒデオはそんなハニ悪の、助言めいた言葉に強く頷うなずいた。

「ま、マスター……」

　成り行きだったといえど、このまま続けていてはいけない仕事であることも、また事実。あの場はただ、自分たちが圧あつ倒とう的てき弱者であることさえ見み抜ぬかれなければ、それで良かったのだ。借金の返済という観点だけで見れば、方法は何も取り立てだけにも限るまい。

「け、けどハニ悪さん……！　商業区の魔殺商会に対して、工業区のエリーゼ興業……どえらく仲の悪いライバル会社同士ですぜ!?　この兄さんが乗り込んだ暁あかつきにゃあ……！」

「ジョニーよ……。あとはただ、黙だまって見送るのが男ってもんなのさ……。そうだろ、ヒデオ……？」

　ハニ悪が、砕くだけていない方の手を差し出した。

「ありがとう。ハニ悪氏……」

　ヒデオは黙って、その手を握にぎり返す。セトモノは冷めにくい性質を持っているので、直後にヒデオは火傷やけどした。







　中央区まで来て、センターの前でレナを降ろす。

「あー、楽しかった。おかげでいい休日になったよ。二人とも今日はありがとうね！」

「こちらこそ。最後に。面めん倒どうなことに、巻き込んでしまって」

　ヒデオは言ったが、レナは気にした素そ振ぶりすら見せなかった。

「ううん、それがよかったんじゃない！　二人とも、これからもその調子で大会の方、頑がん張ばってね！」

「お休みなさいなのですよー」

「それでは。これで」

　居住区へ向けて、ヒデオは再び車を走らせた。

「それで……マスター。魔殺商会の方とは縁えんを切るのですかー？」

「……それは。わからない」

　それはエリーゼ興業の方の社長と会ってみて。何がどうなるのかを、確かめてからだろう。あの一本気なハニ悪の勧すすめであれば、そう悪い人ではないだろうけど。

「今回の勝負で、僕たちは。ようやく、戦える位置に立った」

　攻こう撃げきと、防ぼう御ぎよ。それが一定の所に両立した気がする。チェーンソーもそうだが、何より。

「ハニ悪氏の、ナックルを。防いだのは驚おどろいた」

「ウィル子も無む我が夢む中ちゆうだったのですよー。あのままウィル子だけ、何もせずに終わらせたくはありませんでした」

　自分もそうだったが、ウィル子もウィル子なりに。パートナーである自分を思ってくれたからこそ……発動した能力なのだろうか。だとしたら今日の一勝は、今までになく大きな勝利だったのかもしれない。

「仕組みとしては、社長のところでメイド服に着き替がえたとか、そもそもウィル子がこうして実体化しているのと同じ要領なのですけど」

　ぽわ、とウィル子が手の平に。あのガラスのような盾たてを現してみせた。

「これは今後、いろいろな応用が期待できるかもしれません！」

「頼たのもしい、話だ」

　新たな希望が、また出てきた。




　　　　◆




　レナは今夜も各勝負における対戦方法や勝負の経けい緯い、勝者敗者のデータがまとめられたレポートを読みつ、眺ながめつ、コーヒーを飲んでいた。

　もう日付が変わるこんな時間。ケーブルテレビの『きょうの聖せい魔ま杯はい』でも、そうしたダイジェストを流し、今夜も司会と解説の二人がドタバタとやっている。

「何か、気になることでも？」

　報告書を持ってきた運営委員が聞いてきた。まだ若い、少年とも呼べそうな彼にレナは言う。

「うん。例の二人」

「久しぶりに一勝を挙げましたね。しかし……やはりまぐれなのではありませんか？」

　タキシード姿の彼は中性的な声で言う。

「巷ちまたではダンジョンで敗走してからというもの、魔殺商会で飼い殺しにされていると……もっぱらの噂うわさです。つまり、メッキが剝はげたというやつです」

　レナもそれは知っている。だから今日、暇ひま潰つぶしついでに確かめに行ったのだ。

　まぐれ。それもあったかもしれない。だが……まぐれではない部分も、確かにあった。そして今日の四戦目で、それはよりはっきりと現れた。

（魔導障しよう壁へき……）

　レナの目にはそんなように見えた。だがそれにしては、あんなにはっきりと形を作るのが奇き妙みよう。パートナーであるヒデオ自身も、初めて見たようだった。

（案外……ヒデオくんより、ウィル子ちゃんの方がキーなのかも？）

　レナはコーヒーをまた一口。

　はっきり言って彼女の正体は、三千余名の全参加者中で最も不明だ。パソコンから抜ぬけ出した『電子ウイルス』。しかしそうなれば必然、そんな正体不明なモノを連れてきた川村ヒデオなる青年の素す性じようだって、やはり底知れぬわけで。

　ともあれ……二人は今日も勝った。

　一週間が過ぎた今日までに、トップにあったのは三勝しているペアだ。これが十数組。二勝しているのが三十数組。一勝したペアがようやく百組を超こえた。一敗を喫きつすればそれまでの大会、みな慎しん重ちようながらも、徐じよ々じよに動き始めたといったところだろう。

　そんな中で、首一つ。ヒデオたちが今日、唯ゆい一いつの四勝目を挙げた。やはりあの二人、名が知られていないだけで只ただ者ものではないのだろう……。

（……ま、主しゆ催さい者しやサマも楽しんでらっしゃるようだし……ね）

　レナは立ち上がり、窓の方を向いて大きく伸のびをした。

「お疲つかれさま、今日はもう休んでいいよ。ボクももう寝ねるし」

「はい。それでは失礼致いたします」

　彼はレナの背中に慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎをして、『大会本部長室』とプレートの掛かけられた室を後にする。

　レナは見下ろす。センタービルの最上階、塔とうの如ごとき高みである地上百階からの眼下には、この隔かく離り空間都市の全すべてが広がっている。
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『ワイルド・ハンニバル』での激げき闘とうから一夜明けた、アパート。

《まぁ～すたぁ～っ!!》

　ノートＰＣからのただ事でないウィル子の声で、ヒデオは目を覚ました。見ると液えき晶しよう画面いっぱいに、青ざめた顔のウィル子が張り付いている。

《やられましたっ!!　首位転落です!!》

「……」

　昨夜寝る前に確かく認にんした時、勝ち数は自分たちがトップだった。ハニ悪ワルに勝利した一勝が、鼻差で抜き出ていたからである。

　となれば……それから寝て起きるまでの間に、誰だれかが勝ったのだろう。しかし並ばれたくらいであれば。

「今日、取り返せば」

《無理ですッ!!》

　無理？

　自分よりも遥はるかにポジティブシンキングなウィル子の口から、異なことを承うけたまわった。

「なぜ」

《これを見てくださいっ！》

　ばん！　とウィル子が画面に貼はり付けたウィンドウは、センターのデータベースに記録されている成績表だった。十位圏けん内ないにはリュータやリリーの名があり、ずらずらと三勝中のペアが並ぶ。二位にウィル子の言うとおり自分たち、僅きん差さの四勝。

　そして一位は……。

「……」




　……二百勝？




　ヒデオは寝ぼけ気味の頭を軽く振ふった。

「ウィル子。君は、いよいよバグっ」

　ばぐッ!!

　ＰＣから抜ぬけ出したウィル子に、勢いのまま痛つう烈れつなパンチを喰くらう。

「失敬な！　ウィル子は電子ウイルスであって間ま違ちがってもバグではありません！　バグったりもしてません!!」

　電子世界においては、よほど侮ぶ辱じよく的な言葉だったようだ。それは気を付けるとして。

「では」

「これはたった今センターの大会本部から引き出した公式データです！　今日の午前一時五分、いきなり二百勝したペアが現れたのですよーっ!!」

　負けたらそれまで。だからみんな薄はく氷ひようを踏ふむように、一勝一勝を勝ち取り、この三勝前後のドングリの背比べでいるというのに……いきなり二百勝では無茶苦茶だ。

　大会の参加者数が三千余名。つまりペアは千五百そこそこ。うち、このペア相手に二百が脱だつ落らく。見れば他ほかにもすでに、二百数十が敗退しているので……残る勝ち星は約、千ちょっと？

（……）

　つまり残り参加者だけで見れば、期間無期限のこの大会も、すでに三分の一が経過したことになる。

　そして二百勝前後が優勝争いの圏内とするなら……これは相当な食い合いとなる。なぜなら勝ち星は委い譲じようされず、全すべてが順当に推移していくわけではないのだ。

　仮に『百勝しているペア』に勝ったとしても、その『百勝』という記録はそれを得ていた敗者と共に消えるだけ。勝者が得る記録は、そのペアに勝ったというただ『一勝』。

　となれば恐おそらくは、そのペアの他に二百勝まで持っていけるペアなど、一組、あるかないか。数で抜かれたくらいであればまだしも……桁けたが違いすぎる。優勝候補というインパクトまで、文句なく持っていかれてしまった。

「どーするのですかマスター!?」

（……否いな）

　これだけ派手な勝ち方であれば、他の参加者も黙だまってはいないはずだ。逆に言えば、誰かがこのふざけたペアに勝ちさえすれば、この馬ば鹿かげた記録もそこで潰ついえるのだから……。

（……静観、か）

　ヒデオが思った矢先、充じゆう電でん器きに挿さしておいた携けい帯たい電話が鳴った。仕事用に、魔まつ殺さつ商会の社長から支給されたものだ。誰かに番号を教えたわけでもないので、掛かけてきた相手は当然……。

《川かわ村むらヒデオ。起きているか？》

「……社長」

　すでにそのペアのことは注目の的となっているのだろう。伊い織おり貴たか瀬せは、こちらの動どう揺ようを見計らったかのように続けた。

《やられたな。エリーゼ興業だ》

　昨夜ハニ悪から聞いた、魔殺商会と犬けん猿えんだという企き業ぎようの名前だった。改めてパソコンの画面を見ると、トップの欄らんには『長は谷せ部べ翔しよう希き』並びに『エリーゼ・ミスリライト』という名がある。

　エリーゼ。それが向こうのトップの名。

《勝負方法など調べるまでもない。この無茶な勝ち方は買収しか考えられん》

　買収？　審しん判ぱんを？　あるいは参加者を？

　前者は否。ジャッジはこの大会唯ゆい一いつの法。もし不正があったとしても、大会側の不ぶ躾しつけであれば何らかの措そ置ちが取られるはず。むしろ心配には及およぶまい。となれば。

《このままでは俺が買っている君の利点の一つ、優勝候補という肩かた書がきが消えることになる。俺の言いたいことがわかるな？》

「……。勝て、と」

《くくく……そうだ。さすがだな川村ヒデオ。発破をかけるまでもなかったか？》

　言わずもがな……二百勝したという、この長谷部・エリーゼペアに勝つことが出来たなら。優勝候補の地位は再び不動のものとなるだろう。

（だが……）

　昨夜ハニ悪には、「借金取りから足を洗いたければ」その会社を訪ねろと言われていたではないか。

「どーしますか、マスター……？」

　エリーゼ・ミスリライト。敵か？　味方か？　あるいは……。

（……）

　止やむを得まい。どの道、今日は工業区の方へ行ってみるつもりだった。ヒデオは覚かく悟ごを決めて、電話口に告げる。

「……わかりました。では」

《まあ待てヒデオ。いくら君が腕うで利ききと言っても、向こうは参加者以外のガードを備えている。さすがに厳しいのではないか？》

　参加者以外。つまり、大会に影えい響きようしない。殺してもルール上問題ない連中。魔殺商会のライバルと呼ばれる会社、それくらいは当然か。

《そこでだ。我が社の荒あら事ごと専門の問題児を、すでに君のアパートに向かわせている。最悪、殺とれ》

「……とる、とは」

《いわゆる殺スと書く方の殺れだ。なに、負けても死んでも同じことだろう。二百勝の記録は消える。君が実行してもいいが、その場合は隠いん蔽ぺい工作に気を付けろ》

「……。」

《ではいい報告を待っているぞ。くくくっ》

　あの犬歯を思い起こさせるような意味深な含ふくみ笑いを残し、通話が切れる。

　そんな簡単に『殺れ』と言われても。

「冗じよう談だん。だろうか」

「いえ……たぶん、言葉通りの意味かとウィル子は思うのですけど。二つの会社は、相当仲が悪いようですね……」

　部屋のチャイムが鳴った。

　来た。ヒットマンが。

　ヒデオは緊きん張ちよう半分、てくてく、玄げん関かん口まで歩いて出る。鍵かぎを開け。ドアを開けると。

「うっわ。噂うわさどおり目付き悪いっすねー」

　歳としは二十の半ばくらい。外そと跳はねの髪かみの、活発そうなくりっとした目のメイドが一人。部屋の外に立っていた。

「あなたがヒデオさんっすか？　後ろがウィル子さんってことで」

「そう、ですが」

　するとウィル子が背後から、ヒソヒソと耳打ちしてくる。

「……これならマスターの方が、よっぽど殺し屋っぽいのですよー。ほんとに強いのでしょうか？」

　ウィル子の言うとおり、荒事専門なんて言っていたので、もっとヤクザっぽいのとか、ターミネーターみたいな屈くつ強きような感じを想像していたのだが。

「あなたは」

「魔殺商会特務二課の、クラリカっす。よろしくお願いするっすよ」




　　　　②




　アパートを出る。クラリカは呆あきれたような顔で振ふり返った。

「あんのクサレ社長、そんなこと言ってたっすか？　けど影かげの総そう帥すいの厳命なので、殺しは御ご法はつ度とっす」

「それでは……どうするのですかー？」

「どっちかをかっさらいましょう。パートナーがいることが参加資格なので、片方が途と中ちゆうで失しつ踪そうしたとなれば失格っすよ」

　剣けん吞のんなことをクラリカは、ケラケラと笑って言った。

「それでは二人とも、これに乗ってほしいっす」

　クラリカが指差した先……アパート裏の駐ちゆう車しや場じようには、直線で構成されたいかついスタイリングの、真っ赤な高級セダンが停とまっていた。

「うはー。頑がん丈じようだった頃ころのボルボなのですよー……」

「殴なぐり込むだけなら、ダンプかトレーラーの方が良かったっすけどね。その後の取り回しが大変なんでこれにしたっす。外板はちゃんと防ぼう弾だんっすよ」

　これまたあっけらかんと。

　そしてヒデオは後部座席に、無骨な黒いシルエットがいくつか転がっているのを目にしてしまう。他ほかでもない、マシンガンだ。ピンのついた丸っこいのはひょっとして、手しゆ榴りゆう弾だんとかいうものだろうか。

（……）

　今までは何となく漠ばく然ぜんとした危機感しかなかったが、急に現実味を帯びてくる。

　本当に殴り込みなのだ。

　文字通りの鉄火場に向かおうとしている。それも自分の人生において、未いまだかつてない規模の。しかもたった三人で。

「……。お腹が」

「朝飯くらいちゃーんと買ってあるっすよ。食べながら行きましょう」

　遠足を待ちきれないような、やたら楽しげなクラリカ。ヒデオはクルマに押し込こめられ、コンビニのオニギリを手て渡わたされる。

「……マスターひょっとして、お腹が痛いって言おうとしましたか？」

　ウィル子のヒソヒソ声に、ヒデオはそっと頷うなずいた。




　　　　◆




　初めて訪おとずれた工業区は、在りし日の四よつ日か市いち市を思わせる佇たたずまいだった。一目でそれとわかる、高い煙えん突とつの伸のびた工場らしい工場群。それと対ついになるような数々の倉庫。

「一応、すでに敵地っす。そこら辺の作業着姿は全部敵と思ってもらっていいっすよ」

　言いながらクラリカは、沿道に挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべていた。なるほど、労働者たちの、メイド姿のクラリカを見る目が厳しい。商業区が魔殺商会によって牛ぎゆう耳じられているように、工業区はエリーゼ興業の縄なわ張ばりなのだろう。

「どっちかをさらうって言っていたのですけど……どっちを？」

　ウィル子の問いに。

「そこが問題っすよ。エリーゼは精せい霊れいという話なので、通常の捕ほ縛ばくは難しいと思うっす」

「では長谷部翔希の方でいいのでは？」

　これにもまた眉まゆ根ねを寄せる。

「それなんすけどねぇ。翔希さん、無茶苦茶強いんすよ」

　は？　とウィル子。

「ああ、あたしの知り合いっす。で、その翔希さん、何せ元勇者っすからねえ……」

（……）

　勇者？　なんだそれは？　見ればウィル子も、そんなような顔で問う。

「ま……魔ま王おうと戦ったとでも……？」

「実際そういう場面はなかったっすけど、凄すさまじい修しゆ羅ら場ばを何度か搔かい潜くぐってるっす」

　油断も何も……勇者？

「剣けんも魔法も人間の中じゃトップクラス。レンズに例えるなら、遠近両用でありながら境界線の歪ゆがみもないくらいのオールラウンドプレイヤーっすね」

　勇者。

（……）

「……あの。マスター？」

　なるほど……、なるほど。

　つまり……アレか。

　やることなすこと、全すべて人に感謝されるというあの勇者のことか。人様の家のタンスを開けたり、壺つぼを割ったり、あまつさえその中に入っていたものを勝手に持ち出しても窃せつ盗とうどころか不法侵しん入にゆうの罪にさえ問われず、日々行うことといえば明らかに己おのれよりも弱者のモンスターを経験値稼かせぎの大義名分の下もとに虐ぎやく殺さつしそれが持っていたアイテムや金品等を根こそぎ強ごう奪だつした挙げ句パーティーは色とりどりの美少女だらけにもかかわらず平然と！　平然と宿屋に泊とまるような、あの……！

（勇者、かッ……）




　ズゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。




「ま、ますたー……なぜにフォースの暗黒面がこれまでの三倍……!?」

「……僕は。勝つ」

「おおっ!?」

　否いな。勝たねばならないのだ。ニート、ヒッキーと蔑さげすまれる同志たちが、日々画面の中に憧あこがれるだけの存在。ゲームだからこそ許されるような存在が、現実に存在してはならないのだ。消す。消去。抹まつ消しよう。さらうだけでは生なま温ぬるい。埋うめる。埋め尽つくす。地下千メートル、完かん膚ぷなきまでに埋まい没ぼつせしめる……！

「……あのクサレ社長が見込んだって言うだけあるっすねぇ。無意味にすごい気き迫はくを感じるっす」

「あー……でもマスターの場合は、無意味に一過性のことも多いのですが……」

　クルマは古きよき時代の工場地帯を通り抜ぬけ、一転。現代の精密機器を扱あつかっているような、整った景観が開けた。シリコンバレイか亀かめ山やまか、といった風ふ情ぜい。

　広大な敷しき地ちを覆おおう、長い長い塀へいを横に。

「ここが敵の本丸……エリーゼ興業本社っす。準備はいいっすか？」

　クラリカは横目に訊ききながら、首からぶら下げていた短たん機き関かん銃じゆうを操作。ガチャ、レバーを引いたのは、射撃準備が整った証しよう拠こだろう。

　その金属音で、ヒデオは我に返る。

　勇者は勇者として……そのマシンガンも現実に存在するものである。荒あら事ごと専門という彼女がそんなのを準備している以上、向こうも相応の防衛態勢が整っているということだ。

「ま……まあマスター、いくらなんでもいきなりドンパチということはないはずです……」

　電子世界ではやんちゃなウィル子も、現実世界のドンパチにはいささか腰こしが引けているようだ。まかり間ま違ちがってパソコンに被ひ弾だんしたりすれば、家がなくなる。

「うまく説得すれば、向こうの社長に会わせてもらえるかもしれません」

　ウィル子は言うが……向かう先は三みつ菱びしとか住すみ友ともとか書かれていてもおかしくなさそうな、背の低く面積の広い工業オフィス。こんな立派なところの社長、アポがなければ取り合ってもらえないのでは？

（……）

　正門のゲート、詰つめ所に立つベレー帽ぼう姿のいかにもな警備員は、しっかりとマシンガンで武装していた。まるで報道番組で見る軍事基地か、国境警備のような有様。

　遮しや断だん機きの前で停車すると、寄ってきた彼らも労働者同様、クラリカの姿を見ていい顔をしなかった。武装しているマシンガンの銃口で、油断なくウィンドウガラスをノックしてくる。

　敵てき愾がい心しんをあからさまにした、訝いぶかしげな態度。

　クラリカはそれを開けるなり。

「ちゃーす。魔殺商会特務二課っすけど、カチ込みの出前はいかがっすかー？」

　ニタッと笑い、その守衛に金属製のボールを手て渡わたした。

「？……グレネードっ!?」

　相手が叫さけんだときには、クラリカはギアをバックに叩たたき込み、アクセルを蹴けっ飛ばしていた。遠ざかる先では守衛たちもピンの抜けたボールを放ほうり出し、猛もうダッシュ。




　ずしんっ!!




「「……。」」

　ゲートが詰め所ごと吹ふっ飛んだ。

　これがホンモノの迫力なのだろう。

　音というより、振しん動どうしか聞こえなかった。あまりの衝しよう撃げき波はに、ウィル子にノイズが走るほどだった。

　まだ瓦が礫れき片へんが吹きすさぶ中、クラリカは再びギアを入れ替かえ、アクセル全開。タイヤとエンジンに悲鳴を上げさせつつ、詰め所の残ざん骸がいをバンパーで跳はね飛ばし、敷地内へと駆かけ抜ける。

　異変にわらわらと溢あふれ出す警備兵。車体のそこかしこでバンバンと、鉛なま玉りだまの弾はじける音。

　片手にハンドル、片手にマシンガンで、クラリカは開放したままの窓からお返しとばかり弾たまをバラ撒まく。

「殺しは御ご法はつ度となのではっ!?」

「プラスチック弾だんなので貫かん通つうはしないっす！」

　でも撃うたれた警備員はものすごく痛そうに転げ回っている。それを見たクラリカがけらけら笑う……と、

「前！　前ぇ～～～～っ!?」

　突とつ如じよウィル子が泣き叫んだ。車は一直線に工業オフィスの正面玄げん関かんへ。

「問題ないっす!!」

　一いつ旦たんアクセルを放し、ギアを操作、さらにアクセルを蹴っ飛ばす!!

（……）

　ブレーキは？

　とヒデオが思ったのも束つかの間、クルマは盛せい大だいに階段を駆け上がり、ジャンプ。ガラスのドアを突つき破り、建屋内に飛び込んだ。

「さ、行くっすよヒデオさん！」

　うきうきと笑うクラリカに、ずしりと重いサブマシンガンを渡された。ウィル子を見ると彼女はすでに、チェーンソー入りのケースを抱かかえた後だった。

（撃て……、と）

　困った。
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　　　　③




　どどーん、という爆ばく発はつ音は、この社長室にまで轟とどろいてきていた。マホガニーのデスクにいる、ぼけ～～～っと目の焦しよう点てんも合っていないようなブレザー姿の少女が、ゆ～～～っくりと小首をかしげる。

「安全管理は～……しっかりと～……」

「違ちがいます社長！　工場の事故ではなく、殴なぐり込みです！　魔殺商会の！」

　スーツ姿の役員たちがうろたえた。

「だから社長、私は言ったんですよ！　あいつらはギャングと変わらないんです！」

「場所代に小銭だけでも渡しておけば！」

「うちみたいな健全な企き業ぎようが、法の保護のないこんな街で商売すること自体……！」

　いい歳としした大人たちが右往左往。

　少女は手元にあるリモコンを操作した。

「お部屋を涼すずしくする幽ゆう霊れいさんに、お願いするのです～」

　ピッ。エアコンから冷風が流れ出してくる。

「「「社長っ!?」」」

「落ち着けよ、みっともない」

　静かに言ったのは、応接用のソファにもたれていた青年だった。スーツ姿ばかりの中、一人ジーンズにラフなジャケット姿。黒くろ髪かみ。性格を表すように真っ直すぐな、黒い瞳ひとみで重役たちを見み渡わたした。

「エリーゼは頭を冷やせって言ってるんだろ？　冷静になれってことだ」

「だが翔希くん……！」

　翔希と呼ばれた彼は、傍かたわらにある、一いつ般ぱん人じんには扱あつかいの難しいだろう長ちよう剣けんを手に。立ち上がった。爆発後の断続的な激しい銃じゆう声せいは、確実に近づきつつある。

「あなたたちは避ひ難なんした方がいい。ここからは俺の領分だ」

　抜ぬき放ったのは、柄つかまで一体の漆しつ黒こくの剣。そして浮うかべた不敵な笑えみに、重役たちは息を吞のんだ。顔を見合わせ、社長……エリーゼという名の少女を窺うかがう。

「有給を使って欲しいのです～」

　命との天てん秤びんにはかけられない。彼らはわたわたと足をもつれさせつつ、社長室を飛び出していった。

　断続的な銃声が、爆竹のように聞こえている。

「……ったく、派手に暴れてるな。このやり方は貴瀬か……いや、クラリカか？」

「そういう方のアポイントメントは、承うけたまわっていないのです～」

「……。いや、だから殴り込みだって。アポ取るバカはいないだろ？」

　果たし状ならともかくも。

　ぼけ～～～～～～～～～っ……と。瞳どう孔こうが開きっぱなしのようなエリーゼの瞳は、虚こ空くうを見み詰つめている。生きているのかいないのか、とは言いすぎだが。

（精せい霊れいってみんなこんななのか……？）

　翔希は少し前まで、故ゆえあって勇者なる肩かた書がきを持っていた。だから『闇やみ』と呼ばれるこちら側の世界にも、ある程度は精通している。魔ま法ほう、魔人はもちろん、天使やカミと呼ばれるところまで見知っている。

　だが精霊というものは、せいぜいが召しよう喚かん術程度。呪じゆ文もんや魔法陣などによって精霊と交信し、人では為なし得ぬほどの絶大な現象を引き起こす、というものだ。

「お部屋を暖かくする幽霊さん、助けて欲しいのです～」

　冷れい房ぼうが効きすぎたのか、エリーゼがリモコンで、ピッ。

「暖かい～のです～」

　だが彼女、翔希が呼び出したわけではない。出会ったときにはこうして実在していて、このエリーゼ興業という会社をやっていた。それがまさか精霊だとは、初めて出会ったときにはとても信じられなかったものだ。

　不思議と電波がない交ぜになったような性格で、コミュニケーションを取るにも苦労することがある。

「しかしこんなに早く動き出すとはな。やっぱり、いきなり二百勝はやりすぎたんじゃないか？」

「エブリ問題ナッシング～な～の～で～す～」

　銃じゆう撃げき戦せんの音は、このフロアにまで上がってきていた。




　　　　◆




　クラリカが廊ろう下かの角に身を隠かくしたまま、マシンガンの弾だん倉そうを入れ替かえた。

「な～んか、あくびが出るほど簡単っすねえ……！」

「何がですかッ!?　どこがなのですか～ッ!?」

　ウィル子は半ギレ状態。それはそうだ。目的の社長室はその通路の先なのだが、即そく席せきバリケードが施し設せつされて抵てい抗こうが激しい。一撃うつと十は返ってきて、隠れる廊下の角もだんだんと削けずれてくるほどだった。

　ヒデオだってこの四階に上がってくるまでに、恐きよう怖ふの感覚が半ば麻ま痺ひしてしまっていた。それどころか。

　弾幕が切れた一いつ瞬しゆんに通路へと身を翻ひるがえし、マシンガンを掃そう射しやするクラリカ。

（……。カッコ、いい）

　にやける彼女の横顔に、そんなことを考える余よ裕ゆうまで出てくる始末。

　撃たれた先ではわあぎゃあぐええの大合唱。弾たまはプラスチックだが火薬で撃ち出しているため、まともに当たればまず骨折するという人道的なのかそうでないのか微び妙みような代しろ物もの。

　ちなみにヒデオも先ほど渡わたされたサブマシンガンで、ちくちくと彼女の後ろから援えん護ご射撃をしたりもしたが、まるで当たらなかった。

（……）

　まあこんなのは、弾幕薄うすいよ何やってんのと怒おこられない程度に撃ちまくればいいのだ。そういうものだきっと。当たらないんだから。

「ウィル子はこんな、勝負でも何でもないところで死ぬつもりは……うはーっ!?」

　からこん、とスプレー缶かんのようなものが転がってきた。しかしクラリカは転がってきたそのグレネードを、野球少年に投げ返すかのように平然と拾い、放ほうり返す。




　パチッ!?




　ものすごい音と閃せん光こうの後、バリケードの向こうが静かになった。様子を見たクラリカに手招きされていくと、警備の全員がひっくり返って気絶している。

「だから簡単って言うっすよ……」

　クラリカは拍ひよう子し抜ぬけしたように頭を搔かいた。

「でも命令の仕方とか見てても、しっかりと訓練された動きだったのですよー……？」

「表側なら充じゆう分ぶんっすけどね。こっち側ではそれだけだとキツイっす」

　クラリカが腰こしから銀の小こ杖づえを抜ぬき放ち、バリケードの前へかざした。

「斥せきっ!!」

　ぶわっ、とバリケードを構成していたロッカーやらスチール机やら防ぼう盾じゆんやらが、突とつ風ぷうにあおられたかのように吹ふき飛び、ただのガラクタと化す。

「「……。」」

　ウィル子と二人で、ぽかん。

「ヒデオさんも相当腕うで利ききって聞いてますけど、この大会で優勝狙ねらってるくらいっす。魔法なんかも相当なんじゃないっすか？」

　疑いのない笑顔えがおが、あまりにまぶしい。

「……。まあ。それなりに」

　つまり引きこもりなりに、全く使えないわけだが。そんなヒデオにウィル子は、痛ましいものを見たかのように、しくしくと泣いていた。

「さ、社長とご対面といくっすよ」

「……これだけ派手に暴れたら、さすがにもう逃にげ出しているのでは？」

　ウィル子のツッコミは的確。

「ああ。それは……えーと」

「考えてなかったのですかーっ!?　考えもせずに暴れ回ったのですかーっ!!」

　嚙かみ付きそうなウィル子を、ヒデオは押さえた。クラリカは半笑いながら、くるりと社長室の方を向く。

「ま、いないと決まった訳でもないっすよ」

　社長室とプレートのかかった、観音開きの重じゆう厚こうなドアの前。人数はわからないが、人の気配はある。

　彼女は片手に機関銃を構えたまま、空いた手には銀の小杖を逆手に、ドアに当てる。

「いいっすね？」

　さっきの魔ま法ほうでドアをぶち破り、機先を制する算段だろう。ヒデオも固かた唾ずを吞のみ、マシンガンのグリップを握にぎり直し……頷うなずき返す。

「斥っ!!」

　ばあん！　とドアが、蝶ちよう番つがいごと室内へと吹っ飛んだ。が、それは途と中ちゆうで砕くだける。反対側から、目にも止まらぬ速度で逆行する影かげ。青年一人。

「翔希さん!?」

　ごん！

　真っ黒い、長い剣けんの腹で脳天を打ち据すえられ、クラリカはその場に伸のびてしまった。

「やりすぎだ、馬ば鹿か」

　そう言った彼の呆あきれたような目が、一転。険しくヒデオの方を向く。同時、スカッ、という心ここ地ちよいほどの手て応ごたえ。

　気付いたときには、鉄であるはずのマシンガンが、竹でも割ったようにすっぱりと切断されていた。呆あつ気けにとられるまま、ヒデオはそれを取り落とす。

　黒い切っ先はそのまま喉のど元もとに。真っ直すぐな瞳ひとみ。そして声こわ音ね。

「まだやるか？」

（……）

　それは無理な話。だが、この状じよう況きようだけは打破しないと。クラリカが最後に叫さけんだ彼の名、その彼女をあっさりと打ち倒たおした常識外れの強さ。この青年が勇者、長谷部翔希であるに違ちがいない。

　ならば道はある。

　参加者である以上、殺しは御ご法はつ度とだ。そして仮にも勇者であれば、人をさらうだの埋うめるだのという、非人道的なこと、まさか考えも……。

（……）

　……ああ、だから自分は勇者にはなれないのか。等々考え、へこみつ。

「……勘かん違ちがい、しないでほしい」

「……？　どういう意味だ？」

　訝いぶかしむ翔希を前に、ヒデオは一いつ旦たんの沈ちん黙もくを置いた。思い出せ。そもそもここにきた目的を。社長に言われる以前に、ハニ悪に言われたではないか。

「僕たちは、平和的な話し合」

「ばしっ！」

　ウィル子のチョップがいい角度で降ってきた。でもって今来たばかりの道を、びっしびしと指差していた。

「ここまでやった後でそれはどうかとッ!!」

　でもやったのはクラリカだし。

「新しいお友達、捕つかまえたのです～」

「うはー。捕まったのですよー……って何なのですか!?」

　いつの間にか、ぼけ～～っとした目の少女が、ウィル子に腕うでを絡からませていた。
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　ウィル子よりまだ若そう。中学校入り立てのようなこの少女が……、なんとエリーゼ興業の社長だそうな。華きや奢しやな体たい軀くにフォーマルなブレザー姿は、なんだか七五三じみている。

　しかし額を見せるようにヘアバンドをした、白っぽいほどの明るい銀ぎん髪ぱつ。少し青みがかっているがやはり白銀の瞳は、確かに人間離ばなれしていて神秘的。

「精せい霊れいなのです～」

　エリーゼは自分を指差した。

「精霊なのです～」

　エリーゼはウィル子を指差した。

「幽ゆう霊れいさんなのです～～」

　エリーゼはエアコンを指差した。

（……つまり）

　精霊仲間だと言いたいらしい。

　いや、幽霊？

「最新のお友達～な～の～で～す～」

　エリーゼは腕を絡ませたままのウィル子を、社長室に引っ張り入れた。翔希がため息一つ、剣を収める。

「なんだエリーゼ、最新って」

「最も新しい精霊～なので～す～」

　そんなやりとりを聞きながら、ヒデオも三人の後に続く。

「確かにウィル子は、アングラな辺りで電子の精霊と呼ばれることもあったのですが……」

「素す晴ばらしいのです～電子の精霊なのです～」

「それでは……」

　と、ウィル子がエリーゼを指差した。彼女は何の精霊か、と。

「わたしはミスリル銀の精霊なのです～」

「ミスリル……って、よく聞くのですがなんなのですか……？」

「聖銀なのです～。聖なる金属～。愛と勇気と平和のために～、悪を滅ほろぼすミスリル銀～♪」

　エリーゼが歌うように言った。

「ではエリーゼ・ミスリライトというのは……？」

「自分で適当に付けた名前なのです～」

「まあウィル子も、似たようなものですけど」

　精霊同士、少し親近感が湧わいたらしい。

（……）

　そう言えば電子ウイルスとは知っているが、彼女の生おい立ちは全くわからない。何せ本人が、実体化した自分のことを把は握あくしきれていないのだから。

「こういうことができるのです～」

　エリーゼが、ウィル子の持っていたケースを開けた。ふわりとチェーンソーが浮うき上がる。そして、バラける。

「な……何をするのですかーっ!?　マスターの唯ゆい一いつの武器を！」

（……）

　全身タイツたちが、あれはミスリル銀製のチェーンソー、みたいなことを言っていた。

　ふわふわ浮いた金属パーツ部分だけが寄り集まり、水銀のように美しく溶とけ、一枚の小さな延べ板……インゴットになり、エリーゼの手の平に乗る。

　奇くしくも、と言うべきか。あるいはそれが当然なのか。純じゆん粋すいなミスリル銀の色は通常の金属色とは違い、エリーゼの白銀の髪かみの色と酷こく似じしていた。そこまで見せられると、武器云うん々ぬんではなく、二人でぽかん。

「エリーゼ興業は、ミスリル鋼材の生産シェア、世界ナンバーワンなのです～」

　どこに焦しよう点てんが合っているかも不明な死んだような目付きとは裏腹に、エリーゼが力強く人差し指を立てていた。

「ミスリル銀を世界に広めて、精霊から神さまにランクアップするのです～」

（……）

　ということはなんだ？　ウィル子もウイルスを世界にバラ撒まけば神さまになるのだろうか？　そんな馬ば鹿かな。

「そんなことよりだ、エリーゼ」

　言ったのは翔希。

「この二人はどうする？」

「ハニ悪さんから、話は聞いているのです～」

　なんと、あのぶっきらぼうな彼が、話を通してくれていたらしい。ヒデオは胸を熱くしたが、話はそううまく運ばなかった。

「でも、一足遅おそかったのです～。借金に困っているだけなら、昨夜来てくれれば解消してあげたのです～」

「ど……どういうことなのですか？」

　ウィル子の言葉に、翔希が失しつ笑しようを漏もらした。

「救済措そ置ちだ。ライバル会社であるエリーゼ興業からの、魔殺商会の借金に苦しんでいる人たちへのな……もっともお前たちは奴やつらに取り入ってしまってたから、事前には知らされなかった」

（……）

　ハニ悪も、ひどい借金の取り立てにあっていた。つまり彼は、そのためのヒントを教えてくれたのだ。昨日、あの店から真っ直すぐにここへ来ていれば……彼の言う救済措置を受けられた？

　おずおずとウィル子が切り出す。

「そこを何とかならないのですか……？」

「最新のお友達のお願いなので、聞かないことはないのです～」

　ウィル子はぽんと手を組んだ。

「五百万チケットほど借金があるのですよーっ！」

　ヒデオはちらりと振ふり返ったが、クラリカは気絶したままだ。貴瀬を騙だましたときの自分と、実際の自分たちとにギャップがあることは、知られない方がいいはず。

　エリーゼは首しゆ肯こう。

「お安いのです～。では昨夜の小大会と同じように勝負するのです～」

「は？」

　ウィル子がおかしな話の流れに眉まゆ根ねを寄せた。

　小大会というのは、これまでの自分たちが行ってきたような一対一の勝負ではなく、不特定多数の参加者が集つどって行う勝負方法のことだ。魚釣つり、大食い、人生ゲーム……など。無論、自分たちはまだ参加したことはなかったが、昨夜来ていればそれに参加することになったのだろう。

「その勝負方法とは……!?」

　息を吞のむウィル子へ、いよいよ翔希の失笑が深くなる。

「勝負方法は『財力』だ。負ければその証しよう拠こに、借金分のチケットを施ほどこす」

「なっ……なっ……!?」

　ウィル子の開いた口が、ふさがらなくなった。それ以上にヒデオは、納なつ得とくする。

（……なるほど）

　出来レース。

　奇しくもあちらの社長の言葉が的中した。勝負の名を借りた買収。社長という立場を使った、見事なまでに必勝の勝負方法。

　大会が始まり一週間とちょっと。おおよその大会のレベル、優勝までの道のりの困難さが見える頃ころ合あいだ。そうして各自を顧かえりみて、その可能性の狭せまさを痛感したペアの中でも、運悪くあの会社から借金をし、なりふり構わぬ取り立てに嫌いや気けがさしたペアが。

（……投げ出した）

　勝負は互たがいの同意が必要という大前提がある。必勝と決まった勝負方法に、相手を乗せた。それが上う手まい。二百組の参加者たちは、自ら負けを望んだのだ。ただ負けて借金と取り立てだけが残るよりは。勝ち星を買い上げてもらい、きれいさっぱりとこの大会を去りたい、という利口な負け方を……。

（……否いな）

　ヒデオは弱者だからこそ、強く否定する。

　そんなのは綺き麗れい事だ。結局食い物にされたのだ。向こうの会社に食い物にされ、この二人はそんな弱者たちをさらに食い物として利用した。救済措置など、たいした欺ぎ瞞まんではないか。相手を勝負に乗せられたのも、結局は相手の足元を見たからではないか。

　翔希が、半ばからかうように言う。

「本気で借金取りから足を洗いたいなら、こんなにいい話はないはずだけどな」

「ちょ……ますたーっ!?」

　ウィル子の杞き憂ゆうは、片手で制した。

「こんな勝負には、乗れない」

「そ、そうなのですよーっ！」

（……）

　だがそれは……伊織貴瀬が。エリーゼ・ミスリライトが。この大会までに勝ち続け、積み上げてきた結果。勝つこと。負けること。言うなればこの大会に至るまでの、人生における勝敗の差。ウィル子はともかく、自分は。圧あつ倒とう的に負け続けてきた。その差。

　何度でも痛感する。負け犬の自分を。

「……勇者」

　自信に満ちた精せい悍かんな笑えみ。それもまた、彼が勇者として積み上げてきた勝利に裏付けされたものなのだろう。

「なんだ、クラリカから聞いたのか？　ああ、少し前の話だけどな。俺は強いぜ」

　翔希が黒い剣けんの鍔つばを浮うかせた。

「なんなら、基本ルールでやってみるか？　俺はそれでもかまわないけどな」

「人の武器をこんなにしておいて、よく言えるのですよーっ！」

　ウィル子がエリーゼの持つインゴットと、バラバラのプラスチックの残ざん骸がいを指して……ふと気付いたように言う。

「というか……現げん役えきでないのなら、今は何なのですかー？」

「う……」

　意外にも、そんな質問で彼からは自信がかき消された。そこにエリーゼ。

「就職浪ろう人にんなのです～。現役時代に弊へい社しやのミスリル製品をご愛あい顧こしてもらったよしみで、バイトに雇やとってあげたのです～」

「いちいち言いふらすなよっ!?」

　ヒデオは。サングラスの下で静かに目を閉じ、そして言った。

「フリーター……、か」
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（……）

　何という。

（くっ……）

　何という優ゆう越えつ感……!!

　成り行きとはいえ、足を洗いたいとはいえ……就職している自分!!　目の前にはフリーター!!　嗚あ呼あ、社会保険!!

　……まああの会社がそんなもの掛かけといてくれてるかどうかはともかく。

「な、なんかマスターが変な感じのオーラを……!?」

「黙だまれ！　お前に何がわかる!?　大学四年目のほとんどを就職のために費ついやした挙げ句、面接した五社ともに不採用を出された俺の何が!!　ああそうさ、この不景気さえなければ俺は……！」




　どがんっ!!




「「「!?」」」

　ヒデオは思わず、応接用のテーブルを蹴けっ飛ばしていた。

（……）

　笑える。

　五社。たかが五社だ。いくらあっちこっちと呼ばれる世界で勇者をやっていたといえども。現実の世界に出れば、そんなものか。随ずい分ぶんともろいではないか。

　ヒデオは静かにサングラスを外して見せた。そして真っ直すぐに翔希を見み据すえる。

「何が、大学だ。馬ば鹿か学生め。社会を……、なめるな」

「ぐッ……!!」

「勇者だったという過去の栄えい耀ようにすがり。それを笠かさに着ただけの、デク。この。偽ぎ善ぜん者しや、め……」

「な……なんだと!?」

　癪しやくに障さわったように、翔希の顔から笑みが消え失うせた。

　なるほど、元勇者。たぶん、警官の美奈子と同じタイプ。正義感が強く、だからこそ己おのれの非に過か敏びん。自分より劣おとると思っているような相手に言われれば、なおのこと。

「勇者が……聞いて、呆あきれる。社長なのだから。金があって、当たり前。勇者なのだから。戦いに強くて、当たり前」

　つまり、と。ヒデオは一息の間を置いた。

「存在そのものが、卑ひ怯きよう」

　この論法は自分で言っててさすがにどうかと思ったが、翔希の方は頭に血が上ったらしい。

「きさまっ……！」

　ヒデオのモードが切り替かわったのを見て、ウィル子も慣れたように乗ってくる。

「そもそも財力はエリーゼの力なのですよー！　元勇者かっこプー太た郎ろうかっことじは何もしていません！」

「プーじゃない！　フリーターだ!!」

「何でも横文字にすればカッコイイと思っている今時珍めずらしい時代錯さく誤ご！　あまつさえ勇者だったから俺は強いぞとカッコつけ！　刃は物ものをちらつかせて暴力で脅おどすしか能のないような卑ひ劣れつ漢かんなのですよ～ッ!!」

「うぐ……言わせておけばっ……！」

　エリーゼは、ぼけ～～～っと。お部屋を涼すずしくする幽ゆう霊れいさんとかなんとか、エアコンの冷れい房ぼうを入れたが、翔希はまるで聞いていなかった。

「そう言うお前たちは……！」

　聞かない。相手の言い分など。

「卑怯だけで勝ち取った、二百勝など。いつかは剝はがれる、安物のメッキ」

　翔希の、剣を握にぎる手に力がこもる。

「そして、また。そんな安物に勝ったところで……僕たちが。安く見られるだけの、話。失望した。もう、用はない」

　ヒデオがさらりと踵きびすを返すと、すぐさま翔希が立ちふさがった。そのまま帰れるならそれでも良かったのだが、やはり勇者としてやってきた経歴、プライドが許さないだろう。

「俺も聞いているぜ、川村ヒデオ！　魔ま眼がんか未来視か知らないけどな……そこまで言われて、はいそうですかって引き下がれるかよ！」

　乗ってきた……が、乗せてどうする？　相手は万ばん能のうタイプ。しかし大たい佐さの時のような方法はもう通用しまい。それこそこっちのメッキが剝がれかねない。

　ある程度の実力が試ためされる方法。かつ自分の取り柄え。あの初戦にはなかったもの、この一週間で何か得たもの。勝負に使えるもの……パソコン。携けい帯たい電話。クルマ。魔殺商会とのコネ。チェーンソー……は、今バラされた。

　足を洗いたいのに、結局は全すべてあの会社絡がらみ。何という皮肉か。

「聖魔グランプリ～」

　エリーゼが突とつ然ぜん言い出した。それに翔希が、ニヤリと笑う。

「ああ……なるほどな」

「何をそっちだけで納なつ得とくしているのですか……？」

　翔希はひとつ頷うなずく。食って掛かろうかという剣けん吞のんさは、もうそこにはない。

「お前たちの言うとおりだ。財力がだめ、戦いの強さもだめなら……スピードで勝負っていうのはどうだ？」

「スピード……グランプリ……つまりウィル子たちに、レースか何かで勝負しろと？」

「そうだ。エリーゼと貴瀬が今朝、告知を出した。テレビか、ホームページか、センターの掲けい示じ板ばんか……見なかったか？」

　ウィル子がわずかに一秒ほど、目ま蓋ぶたを閉とざした。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は……見つけました。魔殺商会とエリーゼ興業の共同開かい催さい？　聖魔杯はいの参加者、非参加者は問わず……？」

　突然そらで内容を喋しやべり出したウィル子に、翔希が半ば驚きよう愕がく。

「な、なるほど……電子の精せい霊れいか。ああ、そうだ。つまりペアじゃなくても、誰だれでも参加可能ってことだ。主催者側でも、その辺の労働者でも、店員でもな。エリーゼ興業と魔殺商会の抗こう争そうが激化してきているのは、知っているだろう？」

　抗争と呼べるとこまできていたとは知らなかったが。

「互たがいにそのレースに参加者を出し、負けた方は勝った方のグループ傘さん下かに入る」

　ヤクザの手打ち麻マー雀ジヤンのようなものか。

（……）

　ちょっと待て。ということはなんだ？　今朝の告知ということはあっちの社長、これを知っててエリーゼと翔希を消させようとしたのか？　だから最悪、殺とれと？　自分たちが失格になっても、会社としてはうま味があるから……？

（……）

　あの社長、つくづく汚きたないというか……ここまでくると立派というか。

「川村ヒデオ。魔殺商会からはお前がサシ馬に乗れ。このレース、リタイアしなければ負けは付かない」

　意味深に翔希が笑った。

（……つまり。逆に、言えば）

　リタイアすれば負け。レースのみならず、聖魔杯も即そく失格。リスクばかりに考えが行こうとしたそのとき、ウィル子が叫さけんだ。

「優勝賞金……一億チケット!?」

（これは……）

　さすがに驚おどろいた。

「マスター、まだあるのですよー！　なお、聖魔杯参加中の完走者についてはリタイアしたペアに勝利したものと見なし、公式に勝利記録がつくものとする！　分配基準は以下の通り……と、細かいことはともかく！　つまり！　優勝すれば金も勝ち星もがっぽり稼かせげるということです!!」

　なるほど。デカイ勝負とはこのことを言うのだろう。上位の者はその地位をより不動とするために。下位の者にしても、一発逆転の大チャンス。この小大会には、相当数が参加するに違ちがいない。

　そしてレース中は恐おそらく、凄すさまじい潰つぶし合いになる。リタイアした数だけ、ゴール時に得られる勝ち星が増していく。

「ウィル子。ルールは」

「はい、センタービルの前の……開会セレモニーのあった広場がスタート地点です！　各区にあるチェックポイントを指定された順番に回り、同じくセンター前広場がゴール地点になっています！　スタートは三日後の正午、制限時間は五時間、移動方法は問わず！　徒歩、自動車、魔法による飛行、何でもあり！　武器、魔法、その他アイテムの使用何でもあり！　レース中の参加者への妨ぼう害がい、当然何でもあり!!」

　金に目がくらんだかのように、興奮気味にまくし立てるウィル子。

「これはもう、キャノンボールですっ!!」

「そうだ。それも、闇やみの世界でのキャノンボールだ。過か酷こくさは表側の比じゃないが……当然乗るよな？　川村ヒデオ……！」

「……」

　そこまでの大規模なレースなら、これは聖魔杯の優勝者を占うらなう前ぜん哨しよう戦せんのような様相を呈ていするだろう。優勝候補の座を堅けん持じしたいヒデオたちとしては、断るわけにもいかなかった。

　ヒデオは静かに頷き、そして告げた。

「……乗った」
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　クラリカは目を覚ますまで、こちらで預かってやることになった。

　ヒデオとウィル子が、ぶっ壊こわしたゲートを出て行く。翔希は二人の後ろ姿をブラインドの陰かげから見み詰つめながら、知らず笑えみをこぼしていた。

「噂うわさ通り、只ただ者ものじゃない目付きだったな。こんなにいい緊きん張ちよう感は久しぶりだ。三日後が楽しみで仕方ないぜ！」

　翔希は逸はやる気持ちを拳こぶしに乗せて、手の平に打ち付ける。久しぶりの緊張感。それはつまり、久しぶりに手加減なしの戦いができるという期待であった。とどのつまり、勇者は辞やめたが表側の社会は退たい屈くつなのだ。やはりこれがいい。この昂たかぶりこそが生きている証明。

「ところがどっこいぎっちょんちょん～な～の～で～す～」

「……？」

　この精霊については言動が不思議だから、何を考えているかもわからなくて当然なのだが。

「わたしも、ダテに魔殺商会と張り合ってはい～ない～のです～」

　くるーりくるーり、腕うでを広げたエリーゼは、焦しよう点てんのない瞳ひとみで楽しそうに踊おどっていた。

（なんだ？　大会に何か仕し掛かけでも打つつもりなのか……？）

　この大会で初戦から優勝候補と言われ続けてきた彼ら。悪党とはいえ、あの貴瀬のお眼鏡めがねにかなった二人だ。ちょっとやそっとの細工でどうなるとも、翔希には思えなかったのだが……。
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　乗ってきたクルマは、さすがに向こうに押おう収しゆうされてしまっていたので徒歩。コークスと機械油と金属の匂においが染しみ付きそうな工業区を、てくてく徒歩。

「マスター、三日後がある意味本当の勝負所です！　レースでトップを取れば、勝ち星もうはうは！　借金も完済！　しばらくはノンビリできるかもしれません！」

　一応社長にもレースについて確かく認にんしたが、そういうことなら仕方ない、くくく……とえらい楽しそうに言っていたので、まあいいのだろう。

「というか大金持ち！　ウィル子もノートＰＣなどではなく、憧あこがれのサーバーで暮らします!!」

「ああ」

　そうだ。確かに少し、ノンビリしたい。引きこもりだった自分が、この一週間と少しは家から出ずっぱりなのだ。並の出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐんであれば過労死してもおかしくない、過か酷こく……否いな、残酷なまでのハードスケジュール。

　三日後。それまでは、他ほかの勝負は控ひかえるべきだろう。英気を養う意味もあるが、大事の前の小事でコケては目も当てられない。自然と、他の参加者もそうなるだろうし。

　つらつらヒデオが未来予想図を眺ながめていると、不意にウィル子が行く先を指差した。

「マスター、あの人だかりはなんでしょうか？」

　ウィル子が指差した先。工業区を抜ぬけ、商業区の軒のき並なみが向こうに見える辺りに、作業着姿の労働者たちが道みち端ばたに集まっていた。その中に一人、見慣れた姿。十手を下げた特とく徴ちよう的な青服は、美み奈な子こ。

「婦警も一いつ緒しよなのですよー。何か面おも白しろそうな気は……いっ!?」

　一いつ瞬しゆんだった。たむろする中の一人がこちらに気付いた瞬間、それら数十人、全員が敵意を持った眼まな差ざしでこちらを向いたのである。

　そしてあっという間に取り囲まれる。

「な、なんなのですかーっ!?　婦警!!」

　ずばっ、と。問答無用に十手、岡おか丸まるを抜いてきた。

「ヒデオさん。あなたが……あなたがそこまで悪に染まるとは!!」

「……。いったい、何の」

「自分の借金を立て替かえるためにエリーゼ興業に押し入った挙げ句、勇者だったという素す晴ばらしい男性にみっともなく恐れをなし、仲間のか弱い女性を置き去りにして逃とう亡ぼう、今に至る!!」

「……婦警がどう勘かん違ちがいしているのかはよ～くわかったのですが……」

　どーしたものかとウィル子がこめかみを搔かく。そのとき、ヒデオは背後で呟つぶやく声を聞いた。正面の美奈子には届かぬ程度の声で、その労働者は楽しげに、こう囁ささやいた。

　──悪く思うな。社長の命令だ。

（っ……）

　なるほど。そういうことか。いかな聖銀の精せい霊れいとはいえ。勇者がパートナーとはいえ……あのとぼけた少女、あの伊織貴瀬と張り合っているのだ。すなわち彼と同等の器うつわ。

　サシに乗る約束は取り付けた。ならば今度は、こちらが今朝やろうとした逆をする。駒こまが足りない分は、今の美奈子のように噓うそを吹ふき込み引き入れてでも。聖銀の精霊サマで、勇者サマだ。所しよ詮せんこっちは悪の組織だ。ならば普ふ通つう、無条件に向こうを信じるではないか。

　こちらが消えれば、聖せい魔まグランプリでのエリーゼ興業の不戦勝が確定する。

（……なるほど。どこまでも）

　どこまでも腐くさった、この街。

　ジャッジはいない。勝負の申し込みもない。

　労働者たちは手に手に工具を。美奈子は岡丸を、構える。打つ手も見つからぬままのヒデオたちに対し、包囲の輪は容よう赦しやなく狭せばまっていた。
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　魔まつ殺さつ商会の代表として、エリーゼ興業社長と、聖せい魔まグランプリなるレースでのサシ馬勝負の約束を取り付けたヒデオとウィル子。

　だがその帰り道には、美み奈な子こを筆頭としたエリーゼ興業側の刺し客かくたちが待ち構えていた。

「どーするのですか、マスター……？」

　三六〇度、逃にげ場はない。数十人の労働者、見える限り全すべて敵。行く手のない空だけがぽっかり。青空に、高々とした煙えん突とつからの煤ばい煙えんがたなびいている。

　諦あきらめ半分、ヒデオは美奈子に向かって弁解に入った。

「……それは、誤解です」

「そうです！　ウィル子たちは強ごう盗とうして逃げ帰ってきたわけではなく……！」

「では聞きますが、その証しよう拠こはありますか!?」

　ない。暴れ回った証拠ばかりが、エリーゼ興業本社に行けば山ほどある。強盗についての反証にはなるまい。

　……反証？　そうだ、彼女ならば。正義を愛する美奈子だからこそ、凶きよう行こうに対し心を燃やすが、法を遵じゆん守しゆする警察官。

「では、逆に」

　ヒデオは静かに続けた。

「僕たちが。逃げ帰ってきたという証拠は」

「ありませんけど……」

　しめた、とヒデオが思ったのも束つかの間。美奈子は労働者たちを示して言った。

「動かぬ証言がたくさんあります!!」

（お役所、め……）

　ああそうだ、思い込んだら出会い頭がしらにぶん殴なぐってくるような女だった。

「しかし婦警！」

　とウィル子。

「いくらなんでも、こんな私刑リンチは婦警らしくないというか……！」

「リンチ？　人聞きの悪いことを言わないでください。本官は警察官らしく、あなたたちを逮たい捕ほしにきただけです」

　電子世界の凶悪犯が、げんなりとした顔になった。

「逮捕って……」

「前も言いましたが、警察のないこの街では本官が法！　そしてその本官の法に照らし合わせたところ、ヒデオさんたちの行いは極きよつ刑けいに値あたいします！……が」

　烈れつ火かの如ごとくだった美奈子が一転、ほとほと感心したように。

「エリーゼ興業の社長さんと、そのパートナーである勇者さんは本当に寛かん大だいで……そんなあなたたちの狼ろう藉ぜきを、三日三晩お説教するだけで許してあげよう、と言っているそうです」

（……三日）

　なるほど。あくまでも聖魔グランプリには出させないつもりだ。今朝、こっちはエリーゼを殺すとかさらうとか算段したが……向こうもどうやら拉ら致ち監かん禁きんを選んだらしい。

　しかもこちらは徹てつ底てい的に悪。あちらは罪を憎にくんで人を憎まぬ、聖人君子を演じるという手の込みようだ。これでまたエリーゼ興業の評判は上がる。エリーゼ・ミスリライト、社屋を壊こわされはしたが、ただでは起きない腹づもり。

（……）

　真っ向から悪を貫つらぬく魔殺商会。裏手から搦からめ手をこなすエリーゼ興業。どちらが正しいのだろう。

（……否いな）

　どちらだって、いいはずがない。

「というか婦警、お説教とは？」

「ヒデオさんを更こう生せいさせるために、本官が取調室で三日三晩お説教の刑けい！」

　取り調べるから取調室なのでは？

「でも三日もそんなコトしてたら、婦警も聖魔グランプリに……」

「それは本官も出たいですが、ジャバンの時の借りがあります……。ですから本官は！　ヒデオさんを真人間にするために、ここはあえて涙なみだを吞のみますッ!!」

　まあ立派は立派なのだが、そんな自分に酔よっている向きもそこはかとなく。

「婦警、騙だまされているのですよー……」

　ウィル子がものすごい温度差でげっそりしていた。

　今朝見たランキングでは確か、この美奈子も三勝を重ねた上位の参加者として記録されていた。正義感の強さと安定した勝負強さで、すでに一目置かれている存在。そんな彼女の性格を利用し、こちらの動きを封ふうじると同時、美奈子自身の足をも止める？

　計算尽ずくだとしたら、あの精せい霊れい……。

（……）

　長谷部翔希という青年も、美奈子に劣おとらずの正義漢のようだった。案外彼もまた、パートナーというより利用されているクチなのかも知れない。

　美奈子が手て錠じようを取り出した。

「さあヒデオさん、取調室で温かいカツ丼どんを食べましょう！　三日三晩カツ丼を食べ続けたそのとき、ヒデオさんはきっと誰だれからも尊敬される真人間に……！」

「って、マスターを殺す気ですか!?　そんな物を三日三晩も食べ続けたら、マスターがメタボルっぽい症しよう候こう群ぐんになってしまうのですよーッ!?」

　すでに出で不ぶ精しよう症候群。そこにメタボルっぽい症候群が加われば……二重苦。もれなく三大成人病のおまけ付き。五重苦。すなわち、法ほう隆りゆう寺じの塔とうの屋根と同じだけ重なるのだ。

（……これは）

　やばい。ウィル子の言うとおりだ。死ぬ。死ねる。

（絶体、絶命……か）

「えー、ときに婦警」

　にじり寄る美奈子に、ウィル子が思い付いたように言う。

「犯罪とか取り調べとかお説教とか言っているのですが、刑事ではないのですよね？　元々は……」

「？　本官は会計課勤務ですけど何か？」

「って犯罪から最も縁えん遠どおい部署ではないですかーっ!!」

（……）

　否。

　わかっていない。ウィル子はわかっていない。会計課。それは犯罪から最も縁遠い代わり、善良な市民に対しては交番に次いで身近な存在。

　そのときヒデオは、上京したての頃ころを思い出していた。

　右も左もわからぬコンクリートジャングルで、自分の全すべてともいえる財さい布ふを落としてしまったときのことを。不安ばかりの自分を勇気づけ、親切丁てい寧ねいに応対してくれた会計課。ほどなく財布が見つかったときには、よかったですねと一いつ緒しよに喜んでくれた会計課。

　人は一人で生きているのではないと、心から思った瞬しゆん間かん。

　いま、ヒデオの目に映っていたのはただの婦警ではなかった。北きた大おお路じ美奈子という名の、青衣の天使……。

「……。お世話に」

「なるなーッ!!」

　最近のウィル子は、チョップよりグーの方が多い気がする。

　取り囲む労働者の一人が、遠えん慮りよがちに切り出してきた。

「あのぉ……婦警さん。うちらも仕事があるんで、早いとこお願いしたいんですが……」

「ああ、はいはい。そうでしたね。さあヒデオさん、大人しくお縄なわを頂ちよう戴だい……」

　美奈子の、見た目以上に力強い手指がヒデオの腕うでを捕つかまえる。そして手錠が掲かかげられた、そのとき。

「少し尋たずねるよ」

　落ち着いた女の声に、美奈子が反射的に振ふり返った。

「はい、道に迷われましたか？　それとも落とし物ですか？」

　条件反射というか。

（……。政府の、犬……）

　なんとなく、そんな。地下組織的な言葉がヒデオの脳のう裏りに浮うかんだ。

「こういう二人を捜さがしておるのだがの？」

　物々しい包囲の輪を、悠ゆう然ぜんと割って入ってくる。それはヒデオがこれまでに感じたこともないほどの気品に溢あふれた、美しい女だった。絹糸のように美しい、長い黒くろ髪かみ。黒地に金糸、銀糸を散りばめた豪ごう奢しやな着物……でもって、ウィル子のようにふわふわ浮いている。

　そんな彼女が見せたのは他ほかでもない。入社したときに撮とられた、自分とウィル子の写真だった。

「ん？　なんじゃ、そこにおるではないか。ほれ、二人とも帰るよ」

「いえ、あの……あなたは？」

　ウィル子が聞くと、彼女はにこり。

「わしはみーこというのだよ。貴瀬に言われての」

　貴瀬？　リリーでさえご主人様とか呼んでいたあの社長を呼び捨て……？

　みーこと名乗った彼女は場の雰ふん囲い気きなど微み塵じんも介かいさぬように、ふわふわ、目の前までやってきた。

「なんとかいう会社に狙ねらわれるかも知れんと聞いたよ。故ゆえにわしが助すけっ人とに来たのだよ」
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　ライバルだけあってエリーゼの性格を熟知しているのか、社長が気を遣つかってくれたのだろう。もっとも、一歩どころか、数十歩も遅おそかった。

　この何十人という相手に対し、彼女はたった一人だ。案の定、労働者の一人が。

「姉さん、悪いがすっこんでてもらおうか……」

　と。痺しびれを切らし、みーこに摑つかみかかろうとした。しかしみーこはその手が着物に触ふれる前に、逆に捕まえる。細腕をして、しかし純じゆん粋すいにその力だけで、体格のよい労働者の体を振り上げ、その場に叩たたき付けた。

　哀あわれ、その労働者は背中を強打し、白目。

「人の子風ふ情ぜいが。気安く触れるでないよ、阿あ呆ほう」

　そして眠ねむたげな愛あい嬌きようのあった瞳ひとみは、今ではひどくつまらなそうに細められていた。

　それだけ。あまりに純粋で、圧あつ倒とう的な。文字通りの力の差。底の知れぬ瞳。存在を存在とも思わぬ、怖おぞ気けを誘さそう語気。

　今や気品以上に、絶対を思わせる風格。

（……）

　これまで散々おかしな種族、参加者に出会ってきたというのに。この女性はさらに何か違ちがう。にこりとしたときの彼女は、そうではなかった。だが今のこの、睥へい睨げいするような彼女は……上う手まく言い表せないが、不快。怒いかりや憎にくしみのような不快ではなく、不安からくる不快。純粋に、ただ、ただ、目の前の彼女が恐おそろしい。彼女に対する自分が、あまりにちっぽけに思えてしまう。そういう、存在感の差を感じる。

　腕自じ慢まんの参加者ならばともかく、労働者たちは目を丸めながら、一気に後ずさった。美奈子は……やはり自分と同じ心情なのだろうか。それでも勇気を振り絞しぼったように。

「さ……さてはあなたも、あの悪の組織の一員ですね!?　傷害の現行犯で逮たい捕ほ……！」

　おかしなことに。美奈子が構えた岡おか丸まるは、その場から微び動どうだにしなくなった。

「ちょっと！　岡丸！」

《……》

　押しても引いても、うんともすんとも岡丸氏。

「岡丸ってば!!　どうしたっていうのよ!?」

〝……美奈子殿どの。この御ご仁じんだけはやめておくでござる〟

　そんな彼の声にもまた、ただならぬ畏い敬けいが見え隠かくれしていた。

〝拙せつ者しやも所しよ詮せん江え戸どの生まれ、さほど詳くわしいわけではござらぬが、この御仁、天神様の格か……あるいは……。ともかく、我々の手に負えるような御仁ではござらぬ……〟

　と。みーこがそれを聞いて、ようやく不ふ機き嫌げんな表情を崩くずした。

「心得ておるの、若いの」

　美奈子にではなく。美奈子が手にした十手に向かって、彼女は言った。江戸だ黒船だと言っていた彼に向け、『若いの』と。

「……う。ぁ……」

　何かと思ってヒデオが振ふり返ると、ウィル子の呻うめき声だった。どこか苦しそうな表情で、断続的に体にノイズを走らせている。

「ウィル子……」

「ま……すた……」

　その言葉を最後に、ウィル子はまるで高熱に浮かされたかのように倒たおれ込んでしまった。

「っ……」

　なんだ？

　何が起きたのかわからない。

「この二人はわしが引き受けるが、よいの？」

　みーこの言葉に、道を遮さえぎる者はもういなかった。

（一体……）

　とにかくヒデオはこの場を立ち去るため、端はし々ばしにノイズの残っているウィル子の体を、背に担かつぐ。初めて知ったが、ウィル子の体は空っぽのように軽かった。

「ヒデオさん……」

　美奈子の声に、ヒデオは一度振り返った。

「……恥はじるような真ま似ねは、していないつもりです」

　そう弁明するのが、精せい一いつ杯ぱいだった。
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「おかげで、助かりました」

「ふふ、まあよいよ。しかし……少し強く中あてすぎたかの？」

　魔殺商会傘さん下か、あのドクターのいる病院へ向かう途と中ちゆうだった。みーこの目付きは、出会ったときのように眠たげなもの。その頃ころにはウィル子のノイズもなくなっていたが、彼女はまだ、目を覚ます気配はなかった。

「中てた……、とは」

「その娘むすめ、精せい霊れいであろう？　見たところ、まだ生まれたての」

「そう、聞いていますが」

「ぬしも少し、気分が悪くなったであろう？」

　みーこの言葉に、ヒデオは先ほど感じた不快感を思い出した。今は彼女を見ても、ただきれいな人だな、と思うばかりだ。自分はなぜあんなに怯おびえていたのか、今となっては不思議なほどに穏おだやか。

「……一体」

「精霊というのはの、あまりこちら側に現れるモノではないのだよ。故ゆえにわしの力に中てられたのだろうの。……まあ詳しいことは葉は月づきにでも聞けばよいよ」

　よくわからないが。

「しかし、ぬしのような奴やつが優勝候補とはの」

「……。それは、まあ」

　ほんの少し。みーこが顔を近づけてきた。

「そなた、何の取り柄えもなかろう？」

　図星を突つかれたが、表には出さないように。

「ふふ。隠してもの、長く生きていると大体わかるよ。ぬしはこんな場所で生きていけるような輩やからではあるまい？　となれば、表側に居場所でもなくしたのかの」

　別にからかっている様子ではなかった。

　事実のみを、世間話でもするように述べているだけ。大たい佐さほどの老練さえ騙だまし果おおせた自分なのに、それを何をするでもなく看破した。只ただ者ものではないのだ。自分のようにメッキを塗ぬり重ねているわけではなく、この女性は、本当に何かが違ちがう存在なのだ。

　何者なのだろう。もし、彼女も参加者だとすれば……本当の川かわ村むらヒデオを見み抜ぬかれたことは、大変なリスクになってしまう……。

「さて、葉月はおるかの」

　危き惧ぐを深くしている間に、ヒデオたちは病院に着いていた。彼女はふわふわ、中に入っていく。

　しかしロビーには誰だれもいない。診しん察さつを待つ患かん者じやもいなければ、走り回るナースもいない。受付には、白衣姿でぼさぼさ頭、黒くろ縁ぶちメガネのあのドクター自らが座っていた。

　……入院したい患者もなければ、彼の下もとで働きたい者もいないということか。

「葉月や」

　どうもあのマッドドクター、そんな洒落しやれた名前らしい。

「おやみーこ様。珍めずらしいですね、ご自分からボクなんかのところ……ひいっ!?」

　彼はこちらを見つけた瞬しゆん間かん、受付カウンターを三回転半ひねりのジャンプで乗り越こえ、着地。ヒデオの眼前に迫せまりよってきた。

「……あの。先生」

「わかっている!!　わかるっ!!　結局借金を返しきれなくなって、ボクのところへ来たんだね!?　だね!?　だねえええええ!!　ひいいいいいっ!!」

　白衣のポケットから円えん錐すいドリルが四つ。

　常に持ち歩いているのだろうか。

「一分!!　一分で一つを付けてみせようっ!!　君の一分をボクが百万チケットで買おうじゃないかあっ!!　それで取引は成立」

　かちこん。

　と、いつの間にかゲートボールスティックのようなものを持ったみーこが、ドクターの後頭部を殴なぐった。

「……みーこ様。それは、そういうことのためにあるわけじゃあないんですけどねえ」

「そういうぬしを見ておるとの、ぬしの兄弟でなくとも泣けてくるよ。それよりほれ、その娘を診みてやるのだよ」

　手品のように得物をどこへやら消し去ったみーこが、ウィル子を指差した。ドクターは首しゆ肯こう。

「ああ、精霊の女の子ですか……何か？」

「わしがほんの少し怒おこったら、少し中てられたみたいでの？」

　ドクターはぼそぼそと髪かみを搔かいた。

「……みーこ様の魔ま導どう力を？　それじゃあショックを受けて当然ですけどねぇ……。しかしそれくらいで倒たおれるなんて、また随ずい分ぶんと耐たい性せいのない……」

　どれどれとドクターが、メガネの縁に手をかけた。ツルの付け根の部分を押し込むたびに、片側だけにはまったレンズに、何やら映り込んでいる。

（……）

　ひょっとして、それだけでスキャンとか解かい析せきとか？　できてしまっているのだろうか？

「はああ……なるほど、これは……。精せい霊れいと言っても今までにないタイプのようだ……よしキミ、この子をボクのラボに運んでくれないかい？　とりあえず調べてみよう」

「……それは、構いませんが。先生」

　この人を見ていると、不安を通り越して不安定な気持ちになる。

「いひひっ、心配ないよ。こう見えてもボクは、女の子はちゃ～んと真ま面じ目めに診しん療りようするからねぇ……」

　……女の子、は？

「先生。僕は」

「いやあ、久しぶりの大仕事になりそうじゃないかあ！　いひひひひっ……！」

「先生」

　僕の治療は、ちゃんとしてくれたのでしょうか……。




　　　　③




　ドクターのラボ。

　病院の地下にあるその場所は、研究室というより、手術室にしか見えなかった。それでいて人命を扱あつかうには、あまりに乱雑。錆さびたメスやハサミ、ラベルの劣れつ化かした薬ビン等々が床ゆかの上に転がっており、床や壁へき面めんのタイルのどす黒いシミを目で追っていくと、そのまま天てん井じようにまで飛び散っている。

「そのベッドの上に寝ねかせてくれないかい？」

「……あの。やはり」

　回れ右をしようとしたヒデオの肩かたを、みーこがぽんと叩たたいた。

「心配するでないよ。なりはふざけておるがの、わしがおれば妙みようなことはせぬよ」

「……」

　不思議とこの女性には、逆らおうとか疑おうという気持ちが起きない。

　ヒデオは言われるままに、ウィル子の軽い体を横たえた。白衣のポッケに手を突つっ込んだドクターが、そんなウィル子を見下ろして言う。

「恐おそらく、中毒だねぇ」

　さっきの話の流れから、ヒデオは当てずっぽうに言ってみた。

「……。魔力、の」

「ひひっ、そういうことさぁ。通常、精霊っていうのは霊子から成り立っているんだけどねぇ。この世界には魔導力子……いわゆる魔力っていうものが、わずかながら存在しているのさ。生まれたての精霊っていうのは、普ふ通つうに暮らしているうちに自然界に漂ただようその魔力を取り込んで、徐じよ々じよに慣れていくわけだけど……彼女はどうだい？」

　難しい話だが、慣れる慣れないで言えば、慣れる間もないくらいの時間しか経たっていないのでは？　出会ったときに初めて、こうして実体化したと言っていたのだから。

「なるほどねぇ。つまりこの世界に現れて、まだ十日も経ってないというわけだ。なのにいきなりこんな都市にやってきて、みーこ様の魔力を間近に浴びた……と」

　そこで彼はふと考え込む。

「キミぃ、他ほかに何か聞いてないのかい？」

（……）

　出会ったその日。奥おく多た摩まの山中でのやりとりを思い出す。

「電子であり、霊子の。重ね合わせだと」

「へえ……？　言われてみれば、これは確かに電子の反応か……となると全くの新種だねぇ……今までにないわけだ」

　ドクターがまたウィル子の体を覗のぞき込みながら、メガネの縁ふちをいじる。

「パソコンのような家がなければ、幽ゆう霊れい。僕という媒ばい体たいがなければ、電子ウイルス。とか」

「それはつまり、キミが霊的な部分での依より代しろということになるねぇ……」

　言い換かえれば、自分のこの体が霊的な意味での家。となるのだろうか？　ウイルスは感かん染せんした生物の体内を住すみ処かとするのだから、筋は通っているような気がする。

「僕は、感染されているそうです」

「ひひっ、ネットから生まれた電子ウイルスが人間に感染した……興味深いねぇ。通常の精霊になぞらえれば、それは取り憑つかれたってことさぁ」

　言葉の意味も物ぶつ騒そうさも、似たようなものだった。

　しかし本当に助けてくれるのだろうか。どうも医者としての知的好こう奇き心しんの方が先行している様子だったが、他に頼たよれるものもない。それにウィル子がどういうモノか理解できるのならば、この先戦っていく上では大きなプラスとなるはずだ。敵を知り己おのれを知れば、百戦また危あやうからず。

　ヒデオは知ってる限りのウィル子の、行動やら何やらを話した。それからノートＰＣの方も見せてみた。

「これが家なんだね……？」

　ドクターが画面を開けてみると。

『Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はシステムの再構築中です。しばらくお待ちください。』

　やっぱり大変らしい。しかしメッセージ、しばらくお待ちくださいということは、死んだとかいうわけではなさそうだ。ほっとする。

「これはうまくすると……」

　ドクターは、今度はそのノートパソコンにケーブルをつなぎ、それを部屋の片かた隅すみにあるデスクの端たん末まつに接続。さらに解かい析せきしていく。

　いわく、魔ま人じん、幽霊、物の怪けくらいは学問としてある程度解き明かされているらしいが。

「精霊というのは人の意志、『思い』によって生み出される存在なんだよ。そしてその思いがある対象に集約され、一個の人格を持って現れた超ちよう常じようのモノ……それが一いつ般ぱんには精霊と呼ばれているわけさ。でもこの子みたいに、完全に現体するような例は希少でねぇ……」

　圧あつ倒とう的に個体数が少ない。言うなればサンプルが少なすぎて、学問として成り立たないそうだ。もちろん、彼女と出会うまでごく普通に暮らしていたヒデオにしてみれば、夢物語のような話。

「キミぃ。この子、実体を自在に操あやつれると言ったね？」

「……パソコンに、隠かくれる。ような感じですが」

　いや、しかし昨日は盾たても出したか。

「ふうむ……そうなのかい……？」

　ドクターは改まったような真しん剣けんな顔で端末から顔を上げ、椅い子すごとくるりと振ふり返った。

「ひょっとするとこの子、化けるかも知れないよ」

　化ける？　メイド服に着き替がえるくらいはしたが。なんだろう。もっと変身する？　この世界らしく、ドラゴンとかに変へん化げできればそれは頼たのもしいような。

「ひひっ、意味を取り違ちがえているみたいだねぇ」

「……疎うとい、もので」

「そうなのかい？　まあとてつもない可能性を秘ひめている、っていうことさ」

　可能性？

「元がインターネット上で発生したんじゃないか。『ある』か『なし』かの世界で生まれたということさ。数が宇宙を支配するという名言があるけどね、およそ数字で表せない物体、現象なんてこの世には存在しないんだよ。数字は人類が生み出した万ばん能のうの概がい念ねん。それをさらに簡便化した究極の言語が二進数、すなわち『０』と『１』の羅ら列れつさ」

（……）

　まずい。ついて行けないかも知れない。

　自分が見ていればと言ったみーこは、ふわふわ浮うかんだまま眠ねむっていた。

「モーツァルトのレクイエムはスピーカーから聞くことができるし、ダヴィンチのモナリザは画面上に表示することができる。これはつまりは、どれだけ優すぐれたものであっても０と１の羅列に分解、変へん換かんできるということさ」

（……）

「現時点での問題は、表現に要するその羅列があまりに長ければ演算処理に膨ぼう大だいなエネルギーが必要になるということだねぇ。だから地球規模の気候シミュレーションなんかになると、体育館ほどの大きさのスーパーコンピューターを使用しなくちゃいけないわけだけど……これを見なよ」

　デスクの上のモニターには、彼女の様々なスキャン画像が映し出されている。Ｘ線画像もＭＲＩ診しん断だんものっぺらぼう。内臓も何もなく、均一な、薄うすいグレーのシルエットだけが映っていた。見た目のこのカタチだけ。なるほど、飲み食いしないはずだ。

「３Ｄポリゴンのゲームはやったことあるかい？　カメラの位置がおかしな所にくると、キャラクターの体の中がガランドウに見えたりするじゃないか？　この子の体もそれに近いんだよ。つまり……」

　なんとなくだが、前の話と関連して、彼が言いたいことがわかった気がする。

「……複雑な骨格や、内臓などは。表現できない」

「ひひっ、そういうことさぁ」

　だからあのとき咄とつ嗟さに出した盾も、色しき彩さいや形状など無用な部分は二の次の、ガラス板のような外観だったということなのか？

「ボクたちが暮らしているこの世界も、その存在を突つき詰つめれば素そ粒りゆう子しのあるかなしかに行き着くんだよ。手て間ま暇ひまがかかりすぎて、現代の科学技術はまだそこに行き着いてはいないけどね……そうした素粒子の位置を全すべて座標に取ることができれば、立体だって充じゆう分ぶん表すことができるわけだ。事実この子の体は、そうやって現れているみたいだからねぇ……」

　一枚のポスターも、虫むし眼鏡めがねで見ればインクの点の集まりだったりする。板状のポリゴンだってどんどん精細に区切っていけば、やがては点の集まりになる。

「０と１の世界に生まれたからこそ、０と１を使ってその姿をこの世界に現すことができる。ひひっ……ということはつまり、どういうことだい？　一次元のレクイエムも二次元のモナリザも、０と１に分解することには成功しているんだよ。もう一つ次元を上げて立体に考えればどうだい？　対象を０と１とに分解し、データとして処理しきれれば……この子はそれを再現できるはずなんだよ」

　ヒデオは総毛立った。

　ということはだ。極論。

「ウィル子に。充分なデータと、パワーがあれば……。まさか、何でも」

「そう、実体化させることができるはずさ！　全ては０と１の羅列に行き着くんだから！　原アル初フアから終末オメガまでの全てを！　この子は、ともすれば神になるかも知れないんだよ!!」
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「ひひっ、電子ウイルスなんてとんでもない。この子は神の雛ひな形がたなのさ──」

　神。

　このウィル子が……神にもなれる？

　ヒデオはベッドに横たわる少女を見ながら、不思議な感かん慨がいに捕とらわれていた。

　剣けん、魔ま法ほう、モンスターはまだしも……今度は神ときた。ゲームにだってそう出てくるものじゃない。よりにもよって電子ウイルスが。そりゃ確かに本人は、電子世界の神になりたいとか何とか言ってたけれど。

　このドクターは現実の話をしている。

　ヒデオは軽くかぶりを振ふった。

「……。まさか」

　ヒデオの否定に、ドクターは頷うなずく。

「そう。もちろん、キミがさっき言ったとおりの条件付きだよ。全能にも匹ひつ敵てきするようなエネルギーと、全知とも呼べるデータがあればの話さ」

「しかしの、ヒデオとやら」

　いつの間にか起きていたみーこが、遠くを眺ながめるように告げた。

「精せい霊れい……すなわちカミとは、元来そういうものなのだよ」

　彼女はあたかも、その事実を見てきたかのように。

「今の時代にカミと呼ばれるほどの精霊とはの。大たい抵ていは人の手の届かぬ場所から生まれてきたのだよ。天の神、地の神、山の神、海の神。どうじゃ？」

（……）

　それはその通りだ。現代人の自分にだって、実感はできずとも、理解はできる。空の上には？　地面の底には？　山の頂には？　海の中には……？

　古代、まだ科学を持たぬ人々が、想像でしか立ち入ることの許されなかった場所。しかし恵めぐみや災さい厄やくをもたらすような場所。だからこそ、人々はそこには何かがいるのだと……畏おそれ、敬い。

「その思いが。神を」

　ひいてはそのエネルギーとなった。無数の人々の思いが寄り集まり、神となり得るほどの、莫ばく大だいな力をもたらした……？

「ふふ。ぬしは今時の人の子にしては利口だの」

　そこにドクターが続けた。

「けどここに来て人間は、人の手の届かない、全く新しい世界を自ら構築した……と、考えてみるとどうだい？」

　はっとなる。

　画面の中で、あたかもそこに空間が広がっているかのようにくつろぐウィル子。

　現実に分解すれば電子部品の集まりだが、紙とインクが書物となり、人々に無限の想像を与あたえるように……０か１かの電気信号が、画面の中に無限の広がりを映し出す。見えてはいても、やはり手の届かぬ領域。

　電子世界──。

「動き、喋しやべるウイルスを生み出す程度には、パソコンファンの思いは強かったんだろうねぇ。でもそれが科学のない、信しん仰こうの時代だったらどうだい？　火や水なんていう大昔に生まれた精霊は、現代ではまさしく神そのものさ。姿なんて見せやしない。今では召しよう喚かん術で、わずかなチカラの片へん鱗りんを見せる程度だよ」

　そんなことが、現実に？

　しかし……それを言ったら魔法だってモンスターだって。この都市。正確にはこの大会が催もよおされるような、こっち側と呼ばれるような世界においては。基準とすべき常識が違ちがう。

　電子の神と言ってもピンとはこないが、地の神、火の神と言われれば、まだ。いや、何より……ウィル子が存在すること自体が、その証明なのか？

（……ウィル子）

　ヒデオはふと思い出す。

「それは、わかりましたが。先生」

「なんだい？」

「つまり。ウィル子には、何が起きたと」

　危あやうく自分でも忘れるところだった。

「ああ、それかい？　やっぱりみーこ様の魔力の放射で中毒を起こしたみたいだねぇ。霊子だけの普ふ通つうの精霊なら気分が悪くなる程度だろうけど、さっき見せた通り、この子は吹ふけば飛ぶような空っぽの体さ」

　と、彼はデスクのモニターを指差した。

「だからまず、そういったある種の波動なんかに耐たえるだけの、量子的な土台がない。しかも電子なんてものが混ざっている。そこに慣れる間もなく強い魔力を中あてられたものだから、電子、霊子、魔導力子の三種類が相そう互ご干かん渉しようを起こしてびっくりしたわけだ」

　さっぱりわからない。要するにひっくり返った……と、いうことだろうけど。みーこに至っては、再びすやすや眠ねむりこけている。

「けどねぇ、ここでさっき言った可能性の話に戻もどるんだよ」

　間の話が長すぎてもう忘れた。

「この子、どうもその際に、大量の魔力を取り込んだらしいんだよね」

「……。取り込んだ、とは」

「霊子というのは精霊的な力の部分。電子は文字通り電子なわけだけど、同じように操あやつれるものとして、魔力を兼かね備えたということさ」

　続く話には、あんまり一いつ遍ぺんに取り込んだから、自分自身を一気に作り替かえる必要があった。魔力を使いこなせるように、自分を構成し直している。それでＰＣの画面のメッセージが再構築中……。

「魔力っていうのは、とてつもなく融ゆう通ずうの利きく概がい念ねんでねぇ。与えるベクトル次し第だいで千せん変ぺん万ばん化かするエネルギーだよ。上う手まく使いこなせれば、さっき言ったパワーの問題だって克こく服ふくできるかもしれない」

　つまり、神への可能性。そこに至る道が開かれた……。

　そのとき、今時珍めずらしいビープ音を伴ともなって、ノートパソコンのメッセージが切り替わる。

『Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は再起動中です。しばらくお待ちください。』

　ノートパソコンのハードディスクが、ものすごい勢いでぶん回り始める。がたがた、本体が振しん動どうで揺ゆれ出すほどの……。

「ウィル子ただいま帰き還かんしましたっ!!」

　直った？　のだろうか。ベッドのウィル子は、何事もなかったかのように飛び起き。

「にはは」

　笑っていた。

「にほほ！　にほはははっ!!」

　いつになく、とても笑っていた。

「さあさあマスター！　史上初の電子の神に選ばれし幸運な奴ど隷れいとして電気と光ケーブルをお供えし、ウィル子をあがめ奉たてまつるのですよ～～～～～ッ!!」

　だから、奴隷なのにごマ主ス人ター様というのはどういう。

「……。話を」

「ちゃっかり聞いていました！　というか極ごく悪あくなウィル子は基本的に追われる身なので、重大なエラーでダウンしたときはＰＣ本体で自動的に情報収集するようにしています！　内蔵マイクで録音していたデータを、今取り込みました！」

　便利なものだ。追われる、というのはやはりワクチンなどにだろうか。まあ話が前後しなくて助かった。ドクターとみーこの話をもう一度しろと言われても、無理。

　とりあえず元気そうで何より……と思ったのも束つかの間、彼女がそわそわ。

「ウィル子」

「……？　なんだか、この辺が落ち着かないのですが……」

　と、お腹を押さえる。

「先生」

「んん～？」

　またメガネで覗のぞき。

「胃い袋ぶくろがあるねえ」

　ウィル子と一いつ緒しよに、たまげた。

「ひひっ、でも胃袋だけだねぇ」

　二度たまげた。

「ウィル子にどーしろとっ!?」

「食べるかの？」

　目を覚ましたみーこが何やら面おも白しろそうに、着物の袖そでからまんじゅうを取り出した。ウィル子は何やら、じーっとそれを見み詰つめ。

「……。」

　逆らいがたい欲望に耐えかねるかのようにじーっと見詰め。

　ぱくり。

「うまーっ!?」

　ヒデオのみ、三度たまげた。

「これは！　軍事機密とは行かないまでも激萌もえハアハア画像並みに、うまーっ!!」

　がっつくウィル子を、みーこが微笑ほほえましそうに見詰めている。

　というか軍事機密と萌え画像と、電子データのおいしさはどういう基準で。

「……。先生。これは」

「みーこ様の魔ま力りよくを取り込んだから、みーこ様の属性のようなものが移ったのかもねぇ……」

　属性？　火や水の属性なら、ゲームではなじみ深いが……食べる属性とは……。

　いやしかし、もともとがデータを食べる電子ウイルスなのだから……とりあえずそれが、現実世界でも食べるようになった、と。

「うんうん、いいねぇ……胃袋しかなくても跡あと形かたもなく消化しているよ。ひひっ、電子の世界と同じように、０と１で消化し尽つくしているんじゃないのかい？」

　経過順調な患かん者じやを診みるように、ドクターが笑っていた。

「ほれ、せんべいもあるよ」

　ばりばり。

「硬かたーっ！　うまーっ!!」

「暴君とかいうお菓か子しもあるよ」

　ぱりぽり。

「辛からーっ!?　うまーっ!!」

　……。

（まあ……）

　おいしいことはいいことだ。袖の下にどれだけお菓子を隠かくし持っているのか、みーこもますます不思議な女性。

「いひひひひっ。ということでねぇ、キミぃ」

「……。何か、先生」

「どっちがいい？」

　ドクターは片手に紙切れ、片手に……アンテナ？

「これは」

「いひひひひっ！　さあ、どっちにするんだい!?」

　紙を見る。ウィル子も覗き込む。

「請せい求きゆう書しよ……ってウィル子は自力で復活したのですよーっ!!」

「ひひっ、困るねぇ……明細をよく見てくれないとねえ！」

　診しん察さつ料、五千万チケット。

　診ただけ。点てん滴てきすら打ってない。

「暴利！　というかウィル子たちは魔殺商会の一員！　同どう僚りようではないですかーッ!?」

「建物はともかく、ボク自身は貴瀬の友達っていうだけだからねぇ……ひひっ、そこでこれさあっ!!」

　突つき出してきたのは、アンテナ。クルマとかラジオとかから生えてる、伸しん縮しゆく自在のアンテナ。

「……いえ」

　つまりだ。

　ヒデオは本当に言いたいことだけを吟ぎん味みし、述べる。

「僕に。何を、受信しろと」

「いひひひひっ、そうかい!?　やっぱりＡＭ・ＦＭくらいでは不服なんだね!?　そうくると思って用意していたさぁ!!」

　アンテナ。

　クルマやラジオではなく、家のてっぺんから生えてる横棒いっぱいのアンテナ。かなりデカイ。

「ＵＨＦッ!!　もちろんＶＨＦだってオッケーさぁ!!」

「あのぉ、マスター……ここまで来るとウィル子もある意味、とっても見てみたいのですが……」

　電子ウイルスが調子に乗ってきた。

　電波青年ヒデオ。

「いや……。いや、ですから。先生」

「ひいっ!?　そ、そうか!!　すまなかった！　ボクとしたことが失念していたよっ！　キミのような若者には、デジタルだよねぇ!?　いま流は行やりのワンセグなんだねええええええっ!?」

「いっちゃいましょうマスター！　電波の先せん輩ぱいとして言いますが、受信は素す晴ばらしいことなのですよーっ!!」

　そんな先輩はいらない。日々無線ＬＡＮからお出かけするような存在と一いつ緒しよにしないで欲しい。

「わかったああああああ!!　素晴らしい志だ!!　パラボラかい!?　ミステリーサークルを使わずして大宇宙からの意思と交信したいと、そう言うんだろうッ!?　そこまで言うなら発信器も……!!」
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（……）

　もういい。多少世話にはなったが、社長に直じか談判しよう……そう思ってヒデオが背を向けた、まさにそのときだった。

「マスタ～～～～っ!!」

　ウィル子のただならぬ声にはっと振ふり返る。

　その先には……あの、伝説のアンテナがあった。

「これでマスターも、三倍速い指揮官機にっ!?」

（……ふざける、な）

　アンテナだけで性能アップできるなら、公国はあと十年は疎おろか、二十年は戦えたはずなのだ。

（それを……）

　それを！　これがテムレイ・エンジンだとでも言い張るつもりなのかッ──!!

「こんな、もの」

　ヒデオはドクターの手から取り上げたアンテナに深い哀かなしみを込め、力いっぱいその場に叩たたき付けた。

　そうして一件落着した頃ころ、慌あわただしくラボのドアが開かれる。

「ウィル子が倒たおれたと聞いたが……！」

　こちらの社長、伊織貴瀬だった。

　みーこがにこり、ほがらかに微笑ほほえむ。

「ああ、貴瀬や。ほれこの通り、ちゃんと連れ帰ってきたよ」

「……なんだ、無事なのか。しかしどうなのだ？　聖せい魔まグランプリにはちゃんと出られるのだろうな？」

　電子ウイルスは自信満々。

「ええ、それはもう！　ウィル子はいずれ神になる器うつわですから！」

「なんだ？　神とは」

　ここまでのいきさつを、その貴瀬へ向けてごく手短に。

　すると貴瀬は、喜ぶどころか呆あきれ果てたように肩かたをすくめた。

「ふん、くだらん。何がカミだ。みーこのようなバケモノが、そうそう簡単に生ま」

　かちこん。

「ぎゃあああああああああああ……!!」

　ドクターもやられたみーこのハンマーで、貴瀬が断だん末まつ魔まのごとき悲鳴を上げてのたうち回った。相当痛いものらしい。そしてこの社長より、みーこは相当偉えらい人らしい。

「誰だれがバケモノじゃこの阿あ呆ほう」

「ひひっ、まあ可能性の話だからねぇ。それはそれとして、ボクが診みた分では生活に支障はないはずだよ。レースにも出られるんじゃないのかい？」

　ドクターのお墨すみ付つきで、貴瀬は後頭部を押さえたままフラフラと立ち上がる。

「そ……、そうか。それならよいのだが……。しかしヒデオ、ウィル子。正直助かった」

　思いもよらぬ言葉に、ウィル子はきょとん。

「？　何がなのですかー？」

「聖魔グランプリだ。真っ向からの荒あら事ごとならともかく、レースとなるとこちら側には、なかなかいい人材が見つからなくてな」

　こちらには。ということはあちらには？

「向こうで長谷部翔希というクソガキに会っただろう」

　元勇者。強いことは強そうだったが、貴瀬がそこに付け加えた。

「ヤツはバイクの運転だけは相当でな。しかもパートナーがミスリル銀の精せい霊れいだ、市し販はん品ひんをミスリルでリビルドして恐おそろしく軽量、頑がん丈じようなマシンを用意してくるに違ちがいない。最低限スーパーバイククラス、下手をすればモトＧＰ級の……」

（……。）

「あー……マスター。クルマでいうところの、Ｆ１みたいなマシンということです。道が良ければ時速三百キロオーバーの、ハイラインバトルになります」

　いや。無理。

「そんなわけで向こうはバイクで来るだろうが……君たちはどうする？　俺に相談なしに受けたのだ、何が出てきても勝てるような必勝の策が、当然……」

　そこで、彼が押し上げた銀ぎん縁ぶちメガネがギラリ。

「そう……当然、あるのだろうな？」

　凄すごみのある貴瀬の笑顔えがおに、すくんでしまいそうになる。

（……）

　やばい。まさかそんな相手だったなんて、思ってもみなかった。

「どうなのだ？　何か必要なものがあれば都合を付けるぞ。今からではワークスマシンは無理だが、市販のスーパーカー程度なら……」

　生来の真ま面じ目めな性格が災わざわいし、ヒデオは法定速度以上でクルマを走らせたことがない。となればいま貸し与あたえられているクルマで参加したところで、無む謀ぼう運転、生なま兵びよう法ほう。つまり事故と怪け我がの元。なまじ速いだけのクルマでは、持て余すばかりだろうし……。

「……」

　するとそんなヒデオの沈ちん黙もくを、これまでの経験からピンチなのだと酌くんだウィル子。

「あー、それでは社長。なるべく電子制せい御ぎよの多い……えー、ちょっと検けん索さく中……」

　ウィル子がドクターのデスクにあるノートＰＣを持ってきて。

「そうですね、こんなのを一台」

「……ほう。まあ堅けん実じつといえば堅実だが……フェラーリやポルシェの方が速いぞ？」

「チェックポイントの箇か所しよからルートを検索しましたが、最短を行くならたぶんコレかと。ネックは自然区の未み舗ほ装そう路ろです」

「そうか、確かにあの辺りは……」

　何やら話し込んでいるが……今度ばっかりは、ハッタリとか口八丁でどうにかなるものでもないだろう。実際にスピードが求められるのだ。かといって徒歩では百メートルも全力疾しつ走そうすれば息切れを通り越こして気持ち悪くなるだろうし、魔法で空を飛べるわけでもないし。

「……ということだが、いいのかヒデオ？」

　聞いてなかった。クルマのこともあんまり詳くわしくない。どうしよ……。

「ああ、いいのです！　いいのですよー！　レースにはウィル子がドライバーで出ますから!!」

　ヒデオはここに来て、またたまげた。もちろん貴瀬も意外そうに。

「なんだと？　しかし君は……いや、普ふ段だんはヒデオが運転しているだろう？　できるのか？」

「にひひっ！　何を言っているのですか社長、ウィル子は電子の精霊です！　電子世界にはパリダカからル・マン、ＷＲＣにＦ１まで！　ありとあらゆるレースにおける、トップレーサーたちのドライビングデータが眠ねむっているのですよー！　あとはウィル子自身が、それをトレースすれば!!」

　ぽん、と貴瀬が手を打った。

「はっはっは！　そうかそうか、それで電子制御というわけだな!?　さすがは電子の精霊だ、こんなところにシューマッハもマキネンもいるとはな……くっくっく、いけるぞ！　やはり君たちを採用したのは、我が社創設以来の一大人事だったようだ！　後は何も問題あるまい、俺たちも出るのだからな！」

　これまた意外なお言葉に、ヒデオは呟つぶやく。

「たち、とは」

　確かにルールでは、聖せい魔ま杯はいの参加者のみならず参加できる、そういうレースらしい。

「我が社の社員の半分が、妨ぼう害がいのためだけに参加する!!」

　その邪じや悪あくな笑顔の眩まぶしいこと眩しいこと。

（……すごい）

　ひょっとして、誰だれでも参加オーケーという取り決めはこのためか？　いくら悪党でもここまで徹てつ底ていしていると、むしろ尊敬してしまいそうだった。

　極ごく悪あくな電子ウイルスも掛かけ値なしに喜んだ。

「うはー！　さすが社長なのですよー！」

「はっはっは、まあ任せろ。残りの半分は、物もの陰かげから密ひそかに邪魔をする。これだけでもかなりのハンデがつくはずだ！　いやあ、これは当日が楽しみだ！　くくくっ、これで魔殺商会グループにミスリル製品部門ができるのも時間の問題だ！　あーっはっはっはっはっは!!」

（……）

　ウィル子は何やら自信があるらしく、社長はそれに上じよう機き嫌げん。しかし……三日後、自分は何をすればいいのだろうか？

「ということは、必然的にヒデオはバックアップというわけだな。手しゆ榴りゆう弾だんか？　重じゆう機き関かん銃じゆうか？　対戦車ライフルか？　まあ三日もある、好きなものを用意してやるぞ」

　……困った。




　　　　◆




　盛り上がった貴瀬たちがわいわいと出ていって、ドクターのラボには普段通りの静けさが戻もどってくる。

「みーこ様は彼のことを、どう思いますか」

「何の因果もないただの人の子じゃ。それともぬしは、何か知っておるのか？」

「ひひっ。こんな大会に、初日で優勝候補だなんて気になりまして。前に入院したとき、少し調べましたけどねぇ」

　と、ドクターはデスクの引き出しから一冊のカルテを取り出した。

「ほう。どこか、名のある家の出だったかの？」

「とんでもない。みーこ様のおっしゃるとおりです。何の因果も変へん哲てつもない。むしろ身体能力だけなら成人男子の平均以下。全くの不健康体。栄養失調気味だったので、市し販はんの栄養剤ざいを点てん滴てきしてやったくらいです」

　みーこはふわふわ。呆あきれ笑い。

「……左様か。カミの雛ひな形がたが巫み女こでも神官でもなく、ただの人の子を連れておるか。おかしな時代になったものだよ」

「あの子がそれだけ新しい時代に生まれた、ということですよ。ところで……みーこ様は、大会の方はいいんですか？」

「あん？　わしはそんなものに興味はないよ。鈴すず蘭らんがいいようにしておろう。あの子もわしに頼たよるつもりはないのだよ。それであの子が楽しんでおるなら、わしは充じゆう分ぶんだよ」

　微笑ほほえみながら、みーこは三み度たび目を伏ふせる。

「お昼ひる寝ねなら、他ほかの場所でお願いしたいんですけどねぇ……」




　　　　⑤




　そして三日後──。

　聖魔グランプリ当日はやってきた。

　開会式場となったセンター前広場には、あのときに集つどっていた大多数が一発逆転、あるいは一いつ攫かく千せん金きんを目もく論ろみ、この日再び一堂に会していた。

　誰でも参加可能ということで、勝ち残っている参加者のみならず、中には敗退者も少なからず交じっているようだった。しかし大たい佐さやジャバンなんかの姿は見えず、ヒデオは安心する。大佐は戦せん闘とうヘリとか、ジャバンは空飛ぶスクーターとか乗ってきそうだったので。

（すごい、熱気だ）

　これだけ人が集まっているので、屋台もたくさん出ている。ギャラリーもいる。まるで、聖魔杯というお祭りの中で始まった、お祭り騒さわぎ。青空には中ちゆう継けいヘリも飛んでいる。

　スタートの正午はもう近い。バイク、クルマ、数知れず。排はい気き煙えんが立ちこめる。

　だがそうではない者もまた多い。スピード、あるいは移動に関する能力に傑けつ出しゆつした者たち。並み居る自動車らをくだらなげに睥へい睨げいし、このときを待っていたとばかりの存在感。

　ヒデオとウィル子は貴瀬に用意して貰もらった自車の前で、そんな様子に圧あつ倒とうされていた。

「それに、しても」

「何ですかマスター？」

「この街に、こんなに。クルマが」

　滅めつ多たに走っていないような気がしたが。

「あー、社長がレンタルで貸し出したそうなのですよー」

　ギャラリー席の看板や横断幕には協賛の名前、魔殺商会グループ。まあ商売人とは、いつだって抜ぬけ目のないものだろう。

「いやー、なんとか間に合ったぜ……」

　疲つかれ切った声に振ふり向くと、生傷の絶えなそうなリュータと、前見たままの美しいパートナー、エルシアがいた。

「ようヒデオ、元気そうじゃないか。お前たちのクルマはこれか？　あの会社にいるっていうから、ものすごいスーパーカーかと思ってたんだが……」

　リュータだけが興味深そう。

　エルシアはいつものように涼すずやか。

「今回ばかりは、魔ま眼がんは通用しないんじゃないかしら」

「にははっ、そんなことはやってみなければわからないのですよー！」

「ええ。それもそうね」

　エルシアはあっさりとした受け答え。冷れい淡たんは冷淡だが、彼女には嫌いや味みがない。

　対してリュータは、いつもの不敵さを隠かくさない。

「ま、これなら俺たちの逃にげ切り先行だな」

「……。そういう、君のは」

　問いにリュータは、親指で背後を示す。彼もやはりレンタルしたのだろう。スーパーカー、とは行かないまでも２ドアのオープンカー。それもある種賢かしこい選せん択たくだろう。妨ぼう害がいを考えた場合

に視界と射界が広く、応対しやすいはずだ。

「そんな４ドアセダンなんかには負けないぜ。せいぜい、リタイアしないように気をつけてくれよ？」

　リュータは笑い、こちらの胸をぽんと軽く叩たたいた。エルシアと去っていく。

「エルシアの方はともかく……リュータの方も、自動車にはあんまり詳くわしくないようですね」

（……）

　同じく詳しくないヒデオが見た感じ、彼の言うとおり、向こうのが速そうだった。

「ヒデオさん」

　振り返ると、今度は美奈子がいた。あれ以来気まずくて、アパート内でも会わないようにしてしまっていた。

「やっぱり参加するんですか。どうあっても、あの会社に肩かた入いれするつもりなんですね？」

　魔殺商会とエリーゼ興業、それぞれの社運がかかっている。だがそれ以上に……自分たちの未来がかかっている。

「言っておきますが婦警！　ウィル子たちは、婦警が思っているような卑ひ劣れつな真ま似ねは……！」

「……そう、ですね。本官もあれからよく考えました。そして正直、迷っています。以前、身を挺ていして本官を庇かばってくれたヒデオさんが本物なのか。エリーゼ興業さんが言うようなヒデオさんが本物なのか」

　俯うつむく美奈子に、ヒデオは告げる。

「一つ、だけ」

「……？　はい？」

　もちろん弁解したい。こうして会ってみれば、山ほど言いたいことはある。思い込みの激しい人とはいえ、彼女の誤解はあまりにひどかった。しかし、悪の組織に身を置いている。全くの潔白というわけでもない。

　だから、一つだけ。

「僕たちは。僕たちのために、勝つのです。今までも。そしてこのレースも。この、先も。それだけ」

「ヒデオさん……」

「……それが。あなたの正義と、食い違ちがうというのなら」

　そんなヒデオの誠実な言葉に、皆みなまで言うなというように。美奈子はすっきりと晴れやかな様子で。

「わかりました。今日はお互たがい、正々堂々、勝負……じゃないですね。とりあえず完走しましょう。そしていつか、決勝のような舞ぶ台たいで。あなたの真しん偽ぎを確かめられたら……本官は、そう思います」

　美奈子は何か吹ふっ切れたように、笑顔えがおになって去っていった。行く先には白と黒の……パトランプが付いているわけではないが……ツートンカラーの古めかしいクルマがあった。

「なんか……今日の婦警は妙みように素す直なおなのですね？」

（……）

　理り屈くつよりも、心からの言葉が通じるときがある。きっとそんなものだろう。

　スタート五分前。会場に設置された壇だん上じように小こ柄がらな人ひと影かげが上がり、スピーカーからは彼女の潑はつ剌らつとした声が聞こえてきた。

《皆さんこんにちは！　開会セレモニー以来のご無ぶ沙さ汰たの方も多いかと思いますが、運営委員の霧きり島しまレナです！　今回再び、司会、並びにレース進行の実じつ況きようアナウンスを務めさせていただきます!!》

　拍はく手しゆ、歓かん声せい。

（霧島さん、だ……）

　彼女は自分たちを応おう援えんしてくれるだろうか、と、少し。何となく。レストランに行った日を思い出し、考えてしまう。

　否いな、埒らちもない。

《さあスタートまではもう間もなく！　ここでルールの最終確かく認にんを行いますが……至って簡単！　スタート後、商業区、居住区、自然区、そして工業区の順に回り、各区にあるチェックポイントを通過後、再びこのセンター前広場にゴールするのみ!!　これだけ！　たったのこれだけです！　移動方法は問われません！　能力、武器、アイテム、魔法の使用は一いつ切さい制限されません！　つまりありとあらゆる妨害がこのレース中には許可されるのですッ!!》
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　相変わらずのレナの売り文句に、ギャラリーは最高潮に盛り上がる。

　ヒデオは一度、自らのパートナーに目を合わせた。同時に首しゆ肯こう。ウィル子は運転席へ。ヒデオは助手席へ。

　無言のままに前を見み詰つめる。その先にある、優勝という名のただ一点を。

《このあまりに過か酷こくなサバイバルレース、果たして誰だれが制するのか!?　優勝賞金一億チケットと未み曾ぞ有うの勝ち星は誰の手に!?　聖せい魔ま杯はいの行方ゆくえを占うらなう一大決戦の火ひ蓋ぶたが、いま、まさに切られようとしていますッ!!》

　シグナルレッド。それが三つ。

　二つ。

　一つ。

　シグナル、グリーン！

《聖魔グランプリ、スタートですッ──!!》
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　むかーしむかし、といっても聖せい魔まグランプリが始まる前日くらいの昔のこと。あるところに、エルシアという名の少し変わった女の子がおりました。それもそのはず、彼女は魔界と呼ばれる魔法の世界の、とある国の王家筋。魔法使いのお姫ひめ様なのでした……。






　　　　①




　うららかな午後の日差し。商業区のカフェテラスの一角に、エルシアは一人座っていた。テーブルにはロイヤルミルクティーとマロングラッセ。

　この都市に来て一週間と少し。今日も特にすることもないので、こうしてそこかしこの喫きつ茶さ店てんに入っては、気に入った場所と気に入ったメニューを探している。

　優ゆう雅がと言えば優雅。怠たい惰だと言えば怠惰。だがこれが大会以前からの、永らくのエルシアの日常だった。生きることに何か目的があるわけではない。何か欲しい物があるわけではない。

　理由は簡単。それが魔族の本質。魔族は生まれつきに力を持つ。故ゆえに努力などしない。する必要がない。創意も工夫も、己おのが内に秘ひめられた魔力を用いることで瞬またたく間に成してしまう。生まれつきにできてしまう。

　いわく、魔族は自己完結する──。

　地球上における魔王制時代最後の魔王、フィエルの娘むすめ。故に生きつ粋すいの魔族。こちらで生まれたので一度魔界に戻もどってみたが、とある国にて、王家筋のプリンセスの帰き還かんとして祭り上げられた。

　魔界でも血筋の良くない者は、努力する。だがなまじ寿じゆ命みようがあるから、なかなか必死には至らない。だから向こうの世界には、あまり熱がない。それが退たい屈くつ。エルシア自身、これ以上ない才能に恵めぐまれ、することがないのだから。周りの者までそんなではどうしようもない。ならばこっちの方がまだいいと、エルシアはこちらの世界に帰ってきた。

「……」

　そんな思い出に軽い吐と息いき。エルシアはテラスの向こうに行き交かう人間たちの姿を、眺ながめるでもなく眺める。

　魔族と比ひ較かくすると、人間というのは、生まれながらには全く何もない。何もないだけならまだしも、寿命まで短い。なので限られた時間の中で、必死になる。勉強。努力。創意。工夫。足あ搔がき。藻も搔がき。懸けん命めい。必死。そこがエルシアは、見ていて楽しかった。

　あたかも花のように芽め吹ぶき、咲さき、輝かがやく。しかし人間は花とは違ちがい、季節など関係無しに絶えずその瞬しゆん間かんを持っている。咲き続ける者もいれば……突とつ如じよに枯かれ果てる者もいる。だが果てて尚なお、そこから返り咲く者もまたいるのだ。

　そこが楽しかった。

「……」

　マロングラッセは無くなり、ミルクティーも底を突ついたので席を立つ。レジへ。あの会社の系列店。若いメイドが笑顔えがおで応対した。

「はい、ありがとうございまーす！　お会計の方が千と五百……」

　それに気付いた先せん輩ぱい風のメイドが、フロアからすっとんできた。レジのメイドの腕うでを引っ張り、隅すみでこそこそと。

「え？　な、なんですか……？」

「知らないの!?　グラン・デ・ホテル最上階の、あのお方よ……！」

「ええっ!?」

　何やらこそこそと。驚おどろきと羨せん望ぼうの混ざった眼まな差ざしが、二対つい。

　そういう噂うわさが立っていることは、エルシアも知っていた。あの一等でかいホテルのロイヤルスイートに居を構えた、ということもある。翌日に展望ラウンジに上がり、

「いい眺めね」

　と言ったらそこも自由に使っていいと、ホテル側からの申し出があった。ので、現在都合二フロア、エルシアの貸し切りとなっている。ついた異名が。

「あ、あの方が噂の、展望階の君……！」

　これも人間の楽しいところだった。

「そうよ、だからお代なんてとんでもない！　わかった!?」
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「は、はい！　わかりました！」

　若い店員は笑顔を作り直して戻ってきた。

「お代の方はホテル側に付けておきますので……」

「そう」

　最近、こんなことが増えてきている。エルシアは踵きびすを返し、店を出た。




　　　　◆




　以前、リュータに言われて納なつ得とくしたことが一つある。




　──お前ってとことん冷めてるよな。




　彼自身に他意はなく、エルシアの、常に怜れい悧りな表情や言動をして言ったのだろう。しかしエルシアは納得した。ひょっとしたら自分は、そんな冷めた自分を暖めるほどの熱を欲ほつしている。

　その点、ここはいい街だった。

　カフェテラスを出たエルシアは、次なる目的地も決めずに雑ざつ踏とうに混ざる。これまでに転々としてきたどの街より、ここには自分の好む熱があった。誰だれもが優勝の二文字を目指し、咲こうとしている。

　ともすれば自分は、咲き誇ほこる人間たちを眺めたいわけではなく……自分もまた、ここにいる彼らのように咲こうとしてみたいのでは？　生まれながらに咲き誇るがごとき純血種。咲くこと自体に意味はないにしても、咲こうと何かを目指してみたいのでは？

　そう思い始めたのは紛まぎれもなく、この都市に来てからのことだった。

「……」

　エルシアは小さく自じ嘲ちようする。

　こんな話、魔ま界かいですれば笑いぐさだ。魔族にとって人間とは、決して同列ではない。生まれながらに何も持たぬ、つまりは神からも見放された下位の下位。蔑さげすむべき対象に、何を見よというのか？

　だからそれを見ようとしている自分は、その熱を欲している自分は、とびっきりの変わり種。だから恐おそらくは、自分はリュータに同行している。パートナーであるリュータ・サリンジャーは、己おのれを焼き尽つくすほどの……そう、言うなれば破は滅めつ的な熱を帯びている。

　復ふく讐しゆうという名の業ごう火か。

　それが咲くとき、彼はどれだけの光を。あるいは闇やみを見せるのか。

　今のエルシアにある興味は、それだけだ。

　風の吹ふくまま歩いていると、センタービルのある広場へ来ていた。聖魔グランプリとかいうレースを明日に控ひかえ、街頭はいつにない活気を見せている。いくつもの露ろ店てんが出て、片手で食べられるようなジャンクフードから、安っぽいが香こうばしい菓か子しの他ほか、武具の類たぐいから、魔導系のアイテム、どうでもいい玩具おもちやまで。

「……」

　エルシアは、ガラクタのようなオモチャを売る露店で足を止めた。思うに彼ら人間は、どうしてそんなくだらないガラクタにまで、懸けん命めいになるのだろう。

「……」

　たとえばこれ。

　エルシアはその中の一つを手に取った。真っ直すぐなピンク色の棒の先に白い輪が付いていて、その中に☆形が嵌はめ込まれ、どういうわけか輪の根本から白い小さな羽が生えている。

　一見、魔導杖じようであるかもしれない。

　が、何の魔力も込こめられていない。ならばそもそもこの棒が空を飛ぶはずもなく、羽はいらず、そもそも☆やピンク色など過分にファンシーであるだけで。

「エルシア様にならこの上なくお似合いかと！」

　店番している幾き何か学がく模様の覆ふく面めんが、興奮気味に言った。

「きっと萌もえます!!」

「……？　燃えるの？」

　炎えん熱ねつ系のマジックアイテムということだろうか。エルシアは少し目を凝こらしてみたが、やはり何の魔力も感じられなかった。

　店番は人目をはばかるように言ってきた。

「ここだけの話ですが……工業区の同どう胞ほうが一いつ刀とう三さん礼らいして作り上げた、ミスリル合銀製のステッキでして」

　この覆面の会社と工業区の会社は仲が悪かったはずだが……現場レベルでは色々あるのだろう。ともあれ、ミスリル入りなら魔力の通りはよい。

「今ならこちらのコスチュームもお付けして！」

　ひらひらした、なぜかきゃるきゃるという擬ぎ音おんの聞こえてきそうなワンピースを押し付けられる。

「こちらも素す晴ばらしく萌えますので！　どうぞ本日からは、マジカルプリンセス・エルシアンとお名乗りくださ……」

「いたぞ、あそこだ！」

「工業区の体力馬ば鹿かと内通している痴しれ者め！」

　どやどやどや。

　警棒片手の全身タイツが多数現れ、その露店を包囲した。

「なんだこの萌え萌えした品揃ぞろえは！」

「全すべて工業区からの密輸品だな!?」

　密輸とかあるらしい。

「や、やめろ！　萌えに罪はない！　漢おとこたちが魂たましい込こめて作り上げたアイテムを、足あし蹴げにするなぁっ!!」

「黙だまれ、全て禁制品だ！　過度の萌えは許さんという、総そう帥すいからのお達しを忘れたか!!」

「引き立てろ！　リップルラップルさんのタコ部屋に連行し、闇ルートを全て吐はかせるのだ!!」

「ひっ!?　タコ部屋!?　ひいいっ！　そんな、そればっかりはお許しを！　ひいいいいいっ……！」

　どやどやどやどや。

　一いち陣じんの嵐あらしが去っていき、あとにはエルシア一人がぽつん。

「……」

　視線を落とすと、たまたま手に取ったステッキと。押し付けられたきゃるきゃるの衣い装しようだけが残されていた。

　一つだけわかったこと。これらアイテムには、あれだけの騒さわぎが起こるほどの熱が込められている……らしい。ということ。

　そもそも、これらがガラクタと思うことに問題があるのでは。そう考えたエルシアはもう少しよく観察してみようかと、捨てずに持って帰ることにした。

　そんな心変わりこそ。彼女がこの都市の熱に中あてられている、紛まぎれもない証しよう拠こであった。




　　　　②




「ちっくしょう……！」

　リュータは吠ほえる。

　場所は採石場か何かのようだ。センタービルの突とつ端たんが、深い森の向こうに見えるだけ……恐おそらく、自然区のどこかなのだろう。

「ここから出しやがれってんだ!!」

「そーだよ！　私は関係ないでしょ！　このリュータだけが目的なんじゃないのっ!?」

「てめえリリー、よくそんな口がきけたな？」

「だぁーって元はと言えば、あなたがこないだアルハザンにケンカ売ったからじゃないの!?」

　リュータは閉じこめられていた。以前にダンジョンでの成果を持ち逃にげされた、あのミラーグラスのメイド……リリーと一いつ緒しよに。

「お前がこないだ横取りした俺の取り分、大人しく返してればこんな不覚は……！」

「え～？　知らな～い。取り分ってなんのこと～？」

「こっの……!!」

　早い話が、街で偶ぐう然ぜんばったりと出会ってしまったのだ。パートナーのせいで常に金欠気味のリュータとしては、雀すずめの涙なみだも猫ねこの額も惜おしいほどなので当然、あのときの分け前をよこせと詰つめ寄った。そうしてごたごたしている隙すきを突つかれ、アルハザンの人員らしい奴やつらに、こうしてとっ捕つかまったのである。

「人様の飯のタネかっさらっといて、い～いツラの皮してんじゃねえかてめえ!?」

「えへへぇ。ぴっちぴち？」

　肌はだツヤの話はしていない。

「もう二人とも、いい加減に落ち着いてください！」

　と言ったのは、受付で大ゲンカしたあの婦人警官。リリーとごたごたしているときにこれまた偶然通りかかり、警察官の性しよう分ぶんとしてか仲ちゆう裁さいのため、今のように割って入ってきたのだ。

　で、運悪く一緒に。一いち網もう打だ尽じん。

「本官もいい迷めい惑わくですが、今はケンカしている場合じゃあないでしょう。まず第一に、ここから逃げる方法を考えるべきです」

「あ、ああ……そうだな。金の話はそれからだ」

　するとリリーがこれ幸いにと、金の話をスルーしつつ……しかし、半ば絶望的な声を出した。

「でもどうやって逃げるの、これ」

　手て錠じよう、足あし枷かせの類たぐいはされていない。しかも視界は四方に開けている。この上なく開放的だが、脱だつ出しゆつできない。視覚的にそうあるだけで、見えない壁かべに取り囲まれているのだ。

　すなわち結界である。

　敵は魔ま法ほうに長たけている。捕とらえられたのだって、いきなり足元に魔法陣じんが発生したかと思ったら、この場所に転送されていた。並の使い手ではなかった。

　魔法はリュータの苦手な分野だった。いかに戦せん闘とう訓練を積んではいても、まっとうな人間だ。幼い頃ころから精神修練を積んでいるのでなければ、使えるはずもない。対魔の知識としてはあっても、行使には至らない。

「おいリリー、お前は魔法、どうなんだ？」

「ごめん。無理」

「んじゃ、お前のパートナーは？　何とかここから連れん絡らくとか付けられねえか？」

「たぶん……無理」

「使えねえな、おい……！　じゃあ、美み奈な子こだったか。お前はどうだ？」

「本官もわけがわかりません……魔法なんて、受付小屋の前で見たのが生まれて初めてです」

　ああ、ヒデオがサンドイッチにされたときか……と、思い出すリュータ。

「そっちの岡おか丸まるってのは？」

　リュータは美奈子の腰こしに視線を落とした。

〝恐らく……拙せつ者しや一人ならこの妖よう術じゆつ、突とつ貫かんできるでござるよ〟

　三人で喜き悦えつを浮うかべ、こと持ち主の美奈子が言った。

「すごいじゃない岡丸！　どうしてもっと早く言わないの!?」

〝しかし美奈子殿どの。拙者だけが外に出ても……できることは限られているでござる〟

　あ。と三人で気付く。十手。手も足もない金棒だ。限られているどころか、何もできないんじゃないか、と。

「そうなのか？」

　リュータの問いに、美奈子が苦々しく腕うで組ぐみ。

「岡丸一人じゃ、ぴょんぴょん跳はね回るくらいしか……」

「あ、それちょっと見てみたい」

　リリーはほっとく。

〝面めん目ぼくない。せめて外にも拙者を持つような者がいれば、存分に暴れてみせるでござるが……〟

「それより、あなたのパートナーはどうなんですか？　見るからに魔法使いだったじゃないですか」

　美奈子が言う。

　確かにエルシアは魔法のエキスパートだ。上う手まく連絡を取れればしめたものだが……その言葉を引き取ったのは、二人の女だった。

「その心配には及およばないわよ。ねえ、ソルカ」

「ええ。なぜなら私たちの目的は、彼女の方だから。ねえノルカ」

　風と共に忽こつ然ぜんと現れた彼女たちこそ、リュータたちを捕まえた、アルハザンの人員を名乗った張本人であった。

　双ふた子ごなのだろう、二人とも顔形、背格好、装備までそっくりだった。緞どん帳ちようのような厚手のマントを羽織っている。そしてそれぞれの手には、拳こぶし大だいの宝石を頂に冠かんした魔導杖。違ちがいと言えば、髪かみと衣い装しようの色。あとはお下げを左右でくくり分けていることくらいか。

（ま、それだけならいいんだが……）

　そのマントの下に見え隠かくれしているのが、露ろ出しゆつの多い……女子プロレスラーにも似た凝こったレオタード姿。足元のブーツから伸のびるすらりとした脚あし。くびれた腰。女性らしいバスト。格好に負けないスタイル。顔もよし。

「ウハウハだぜ！」

「てや」

「とあ」

　なぜかリリーと美奈子に殴なぐられる。

「女は胸の大きさじゃ、ないっ!!」

「本官も激しく同意します!!」

　鬼き気き、迫せまる。

「ちょ、ちょっと待て！　確かに俺が邪よこしまだったかも知れんが誰だれも……。ってよく見るとお前ら、確かに少し……」

「やるか!?　やるかーっ!?」

　しゅっしゅとシャドウボクシングし始める元気なメイドと。

「セクハラの現行犯で死し刑けい！」

　法律をよくわかっていなそうな現職警察官。

「あ、いや、そんなことよりだ……俺じゃなくて、エルシアが目的って言ったのか……？」

　リュータが聞くと、二人は笑え窪くぼまで同じ場所に浮かべて、そっくりな微び笑しようを見せた。

「もちろん、あなたも目的よ」

「でもそれはアルハザンという組織として」

　あざ笑うような声こわ色いろまで瓜うり二ふたつ。気分が悪くなりそうだ。

「アルハザンとしては……？　だったらエルシアは……」

　二人は答える。

「私たちの個人的な目的よ」

「〝６６６〟。またの名を『獣けものの書』」

「ろくろくろく……？」

　初めて聞く名前だったが、エルシアと関連して思い浮かぶ物など一つしかない。

「あいつが持っている魔ま導どう書しよ……か？」

　半ばトレードマーク。百科事典のように分厚い書物。エルシア自身から詳くわしく聞いたことはなかったが、ろくろくろく、とはまた奇き妙みような名前だった。

「ご明察ね。あれこそ伝説と呼ばれる神器の一つ」

「しんき……!?」

　声をひっくり返したのはリリーだった。

「あら、知ってるの？」

「だって神器なんて、カミさまがカミさまと戦うために作った物で……今じゃそんなもの、アウターとかじゃなきゃ……」

　それを聞いた姉し妹まいが目を細めた。

「……。随ずい分ぶん詳くわしいじゃない。何者？」

「へ？　あ、いやぁ。えへへぇ」

　と、明らかにその場しのぎの愛あい想そ笑い。

「まあいいわ。獣の書こそ、魔導系アイテムの至高。ねえソルカ」

「つまり私たちのような至高の魔導師こそが持つべき物。ねえノルカ」

　そうしていれば笑顔の可愛かわいい、仲良し姉妹だ。しかし獲え物ものを見る眼まな差ざしは冷たい。

「リュータ・サリンジャー。この状じよう況きように陥おちいったあなたは、もう死ぬしかないんだもの」

「だったらその前に少し利用するくらい、何でもないでしょう？　パートナーにお別れを言うチャンスを与あたえてあげる、ってこと」

「私たちって優やさしいわね、ソルカ」

「優しいのよね、ノルカ」

（ふざけやがって……！）

　だが、今のままではどうすることもできないのも事実だ。物ぶつ騒そうな話に及んだせいで、リリーと美奈子の顔からもおどけた雰ふん囲い気きが消えていた。

「そろそろ彼女が、私たちからの招待状を目にする頃ころよ」

「のこのこと現れれば、お慰なぐさみ」

　罠わな。

　瞬しゆん時じに魔法陣じんを描えがき出し、三人もの人間を転送するほどの技量。そこにこの性格。何もないはずがない。エルシアの実力も知っているが、この二人は彼女の得物である魔導書を狙ねらっている……そのための策を擁ようすはずだ。

　この状況を脱だつしなければ。せめてエルシアが現れる前に、バックアップだけでも取れる態勢を整えなければ。

（それまで、来るんじゃねえぞ……エルシア……！）




　　　　③




　エルシアがホテルに帰ってくると、フロントマンが声をかけてきた。

「お帰りなさいませ、エルシア様……お買い物で？」

　覆ふく面めんの下の顔は、きょとんとしていたことだろう。多少の驚おどろきの声が混ざっていた。しかし買い物かと言われると、買ったわけでもない。

「手に入れたの」

「はぁ、そうでしたか……あ、ところでエルシア様にお手紙が届いております」

　カウンターに一通の封ふう筒とうが差し出された。

「誰？」

「さぁ……魔導師風の女性が、名前も言わず置いて行かれたものでして」

「そう。読んで」

「私が？　よろしいのですか？」

　手が塞ふさがっている。と、エルシアは荷物を少し上げて見せた。

「はい、それでは……」

　ペーパーナイフで封を切り、便せんを取り出す。

「えー、なになに……パートナーのリュータ・サリンジャーを預かった。彼の命が惜おしければ、日にち没ぼつまでに自然区の第二鉱区採石場へ来られたし……こ、これは脅きよう迫はく状じようです！」

「それだけ？」

「は？　あ、はぁ……文面は以上ですが」

「そう」

　エルシアは、乗り慣れたエレベーターに向かう。

「あ、あの!?　よろしいのですか!?　日没まで、もう一時間も……！」

「惜しくないもの」

　靴くつ音おとだけが、閑かん散さんとしたホールに。

　彼女の姿が見えなくなってから、フロントマンはその他従業員と共に。呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「「「すげぇ……」」」




　　　　◆




　姉妹の片方が、透とう明めいな壁かべを蹴けり、リュータに向かってヒステリックに言った。

「どうなってるのよあんたのパートナーは!?」

　ノルカとソルカの姉妹には、悠ゆう長ちようさがなくなっていた。なぜなら、だーれもこない。日はとっぷりと暮れたのに、なーんにも起きない。

　携けい帯たいから電話をしていたもう片方が言う。

「今ホテルに確かく認にんしたら、ディナーを食べてるとか言ってたわよ!?」

（マジかよ……）

　来るなとは願ったが、ほんとに来ないとは思わなかった。しかも平然と、いつも通りの時間に晩飯を食べているらしい。

　さすがに呆あきれた。

　でもよく考えればそういう奴やつだった。

　リリーと美奈子の腹が、きゅうと鳴く。

「ディナー……いいなぁ。お腹空すいた……」

「うぅ……本官もであります……」

「いや……正直、すまない」

　リュータはパートナーの不出来を、その場の全員に謝った。しかしこの不可視の檻おりから逃のがれる術すべは、未いまだ見つからない。

「ノルカ、見せしめに一人くらい殺しちゃう!?」

「待ってソルカ、その見せなきゃいけない相手が……」

　本当にどーしようもない。敵ながら申し訳なくなってくる。

「でも、いつまでもこのままにしておけないのは確かよね……。ソルカ、日付が変わるまで待ちましょう」

「変わったら？」

「全員消しよう滅めつさせましょう」

「「「っ……」」」

　ためらいのない声に、囚とらわれの三人は息を吞のんだ。

「６６６はまた今度にしましょう。いま下手に動いて騒さわぎが大きくなれば、組織にも迷めい惑わくが掛かかる」

「そうね……予定より人数が多いけど、リュータ抹まつ殺さつの任務は遂すい行こうできるわけだし」

　リュータは食って掛かる。

「待てよ、だったら俺だけ殺せばすむ話だ！　この二人は……！」

「運がなかったわね。死人に口なし」

「跡あと形かたもなく、綺き麗れいに殺してあげるから。周りは行方ゆくえ不明になったとしか思わないでしょうね……」

　酷こく薄はくな言葉。

　リミットが区切られた。いよいよ、やばい。




　　　　◆




　さて、持ち帰ってはみたものの。

「……」

　食事を終えてだだっぴろいロイヤルスイートに戻もどったエルシアは、ため息一つ。ステッキを取り上げてみる。

　しかし結局、何をするわけでもないのだ。こんなオモチャよりは、今ここから眺ながめる月下の夜景の方が、よほど有意義。

　そう感じてしまうのが生まれの差。そして、そう断じながらも熱を欲ほつしている自分。

　矛む盾じゆん……。

「難しいわね」

　熱を得るということ。

　とりあえずテーブルにステッキを置き直すと、拍ひよう子しにリモコンに当たった。テレビのスイッチが入り、アニメ番組をやっていた。

「……」

　デザインはそれとは違ちがうのだが……きゃるきゃるした衣い装しようを着た女の子が、熱を以もつてステッキを振ふるい、何やらと戦っている。

　自分が持ち帰ったこれらも、きっとこういうものを模して作られたのだろう。店番は燃える、とか言っていたが……ひょっとしたらこの番組の中の少女のような、懸けん命めいな熱を持つことを例えたのかも知れない。

　燃える……。

「……」

　一つ疑問が解けたエルシアは、もう少しヒントがあるかも、と。その番組を眺めていた。

　主人公らしいその子は、敵役に捕とらわれた仲間を助けるために戦っていた。番組の中において、魔ま法ほうというのはその子にだけ与あたえられた特とく殊しゆな能力らしく……力の源は、そのステッキらしかった。

　また一つ疑問が解けた気がした。人間たちは、通常魔法なんて使わない。だからこうした架か空くうの物語に夢を描えがく。そして、そんな憧どう憬けいのシンボルとして、こうしたステッキや衣装なんかを現実に作り出すのではないか。実際には何の能力も与えられずとも……その象しよう徴ちように、熱を感じられるか否いなか。

　番組が終わる。主人公は激げき闘とうの末、仲間を助けることに成功した。めでたしめでたしだったが、敵の組織は強大で、まだまだ苦難の道のりは続く……。

「……」

　偶ぐう然ぜんとはたまにある。自分がそんなステッキと衣装を持ち帰ってきたこと。そんな日に限ってこんな番組をやっていて……そんな日に限って、リュータが同じように捕つかまっているらしい。

「……そうね」

　心が変わる。

　脅きよう迫はく状じようの刻限はとっくに過ぎているが、エルシアは気にしない。

　リュータが死ぬ。大会は失格になる。ならばそれだけの話だ。実際彼の命など惜おしくはない。だが無視した理由はもう一つある。

　彼の裡うちに秘ひめられた復ふく讐しゆうという名の炎ほのお。あれはきっと、他の擁ようする並なみ大たい抵ていの熱では消火しきれない。だからこそ、自分は彼と行動を共にしているのだ。

　永く人間を眺めてきた、その目は確か。

　惜しい惜しくないを論ずる以前に、彼が死ぬだろうかと。エルシアは己おのれのパートナーに対し……ひいてはそれを見み出いだした己の目に、絶対の自負を持っていた。




　　　　◆




「おや？　エルシア様、またお出か……げっ!?」

　フロントマンが仰ぎよう天てんして仰のけ反った。ロビーの掃そう除じをしていたメイドやらボーイやらも、その場に立ちつくしたまま、ぽかん。

　あの展望階の君が、いつもの落ち着き払はらったマント姿の出いで立ちではなく、白とピンクの、短いスカートのフリフリで。

「か……仮装パーティーか、なにか……で？」

　仮想というよりコスプレだったが。

「そんなところ。ところで、どこだったかしら」

「は？　はい？」

「リュータの捕まっている場所」




　　　　④




　よほどその結界に自信があるのだろう。姉し妹まいは少し離はなれた場所で、静かに時間が過ぎるのを待っている。

　そして事実、結界は、どうあっても壊こわれるとか、抜ぬけ出せるという代しろ物ものではなかった。

「くそっ……、残り三十分を切ったな……」

「ということは……やっぱり、あの作戦しかない？」

　月明かりの下もと、問うリリーに首しゆ肯こうする。

　さっき姉妹の片方がこの壁かべを蹴けったことから、結界は一方通行というわけではなさそうだった。ならば姉妹がこちらを殺そうとするときには、結界は解かれるはずだ。

　その瞬しゆん間かんにカウンターを狙ねらう。

「うまく、いくでしょうか……」

　不安げな美奈子の声。警官ならば荒あら事ごとには慣れているだろうが、治安の良い日本では、殺し殺されるほどの修しゆ羅ら場ばなど経験していまい。リュータは落ち着かせるように囁ささやく。

「落ち着け、狙いはまず俺だ。だからお前たち二人は、あの二人をぶっ倒たおすことだけを考えればいい。戦場じゃ攻こう撃げきが最大の防ぼう御ぎよだ。攻撃してくる相手さえ倒せば、保身は完かん了りようする」

　息を吞のむ美奈子。

「でもそれじゃ、リュータさんが……」

「ああ、初手を上う手まくかわせればいいがな。そして注意を引きつけられれば上等だ。心配すんなよ、俺だってこんなところで死ぬ気はねえ。まだ俺の生きる目的を、果たしてねえんだからな……」

「やっぱり……アルハザンのこと……？」

　リリーが暗い声で聞いてきた。すると美奈子も。

「さっき彼女たちも言ってましたけど、それってなんなんですか……？」

「魔人の悪い組織」

　とリリーは言った。美奈子が首を傾かしげる。

「悪の組織……ですか。魔まつ殺さつ商会のような……？」

「あんな可愛かわいげのあるもんじゃねえ」

　知らず情念のこもった双そう眼がんと声に、美奈子が身をすくめた。

「……悪い。けどな、あまり知らない方が身のためだ」

「と言っても、もう遅おそいかも」

　この状じよう況きようを言ったリリーの言葉は、至し極ごく的確だった。

「そう……ですか。世の中には、本官の知らない悪事もたくさんあるんですね……」

　きっと美奈子は、大半を表側の世界で過ごしてきたのだろう。なら住んでいる世界が違ちがう。知らなくて当然だった。

　リリーがいつかのように聞く。

「ねえ……美奈子さんは、どうしてこの大会に？」

　会う参加者全員に、そんなことを聞いて回っているのだろうか。しかし美奈子は素す直なおに答える。

「本官は……ただ、強くなれるかな、と」

「強く？」

「はい。警察組織における、不正や汚お職しよくや、圧力や……警察官だって人の子です。そうしたどうしようもない社会の仕組みに屈くつしたり、時には魔まが差したりすることもあります。でも……私は嫌いやなんです。だからそれに負けないように、正義を貫つらぬき通したい。そのための強さが欲しい」

　それから綺き麗れいな笑顔えがおで。

「実は優勝なんてどうでもいいんです。でも戦っていく中で、私の信じる正義を、他ほかの人たちにも少しでもわかってもらえたら……強いことが正義なんじゃなくて、正義を貫くことが強さに繫つながるんだって……わかってもらえたら。それが自分の、自信に繫がるから」

　あんまり意外で、リュータは瞬まばたきした。

「なんだ……あんた、意外とまともな警官だったんだな」

「それ……どういう意味ですか？」

〝どうも何も……リュータ殿どのの申すとおりでござるよ、美奈子殿……〟

「あんた十手のくせにうっさい！」

　それから、こほんと咳せき払ばらい。続ける。

「でもやっぱり、難しいんですよね。どうしたら、ヒデオさんにわかってもらえるか……」

　意外な名前が出てきた。

「ヒデオ、が……どうかしたのか？」

「ですから、ヒデオさんも魔殺商会の社員じゃないですか。騙だまされた人たちからお金を巻き上げて、つい先日もエリーゼ興業さんの所で乱暴狼ろう藉ぜきの限りを尽つくして……」

「あいつが？」

　その会社で派手な騒そう動どうがあったとは聞いていたが、まさかヒデオが嚙かんでいたとは思わなかった。

　あそこの社長は確か、実体を持った神しん霊れいに近い精霊だ。しかもパートナーは、少し前まで現げん役えきで勇者をやっていた長は谷せ部べ翔しよう希き。ただの勇者ではない。並の魔人以上に魔法を使いこなし、神器と呼ばれる剣けんを振ふるう……ここ数百年来においては、最強と呼ばれた勇者だ。

（川かわ村むらヒデオ……そんなヤバイ相手にケンカ売るとはな。やっぱ、只ただ者ものじゃなかったか……）

「でもどうかな？　ヒデオくんって、うちの会社じゃかなり真ま面じ目めな方だけど……」

　部内者のリリーがそんなことを言った。

「うちの社長からは高く買われてるけど、それを鼻にかけたりしないし。他の社員にも偉えらそうにしないし……まあ、ちょっと愛あい想そが悪いけど」

　愛想というか、殺さつ戮りく者しやの目付きなだけでは？

「食事とか誘さそっても、なぜかお酒だけは絶対に飲まないしね。とにかく真面目」

　なぜか美奈子が、うぐ、と声を詰つまらせたが……リュータがその事情を知るはずもない。

「そりゃきっと、得意技わざを隠かくしておく意味もあると思うぜ。あいつは生身で吸きゆう血けつ鬼きをぶっ倒しちまうほどの、酔すい剣けんの使い手だからな」

　それを聞いた岡丸までが、なぜかびくりと身を……いや、十手だ。目の錯さつ覚かくだろう。

「話を戻もどすけど、ヒデオ君は美奈子さんが目の敵かたきにするような極ごく悪人じゃないと思うな。こないだもね、借金をチャラにしてお釣つりが来るような大きな仕事、成功するところだったのに……自分の受け持ちじゃないからって、投げちゃった」

「そう……なんですか？」

「うん。取り立ての仕事は仕事としても、ヒデオ君なりの筋の通し方とか、流りゆう儀ぎがあるんだと思う。それってやっぱり、美奈子さんが言うような、ヒデオ君なりの信じる正義があるから……なんじゃないかな」

　リリーの言葉に、美奈子は自身を省かえりみたように。所在なげな吐と息いき。

「……ひょっとしたら、正義が見えていないのは本官の方なんでしょうか。だから、迷ってしまっている……」

「いいんじゃない？　正義なんて人それぞれだよ。最終的に美奈子さんが、どうしても見過ごせないようなことがあったら、ね。そのときこそやっつけちゃえばいいんだし」

　その言葉に、美奈子なりに得るものがあったのだろう。

「でも……そうなったら、リリーさんの会社とコトを構えてしまうことになりますね」

　冗じよう談だんめかしたように美奈子が言うと、リリーも似たように唇くちびるを微笑ほほえませた。

「うん、いつでも遠えん慮りよなく。そのときはお互たがい手加減無しだから」

「はい。おかげで少し、気分がすっきりしました」

　女同士、しっかりと握あく手しゆ。

「めでたしめでたし……と言いたいところだが、決勝でヒデオと戦うのは俺だ」

　さりげなく、あの受付での約束と自分の強さを主張しつつ。リュータは見えざる壁かべの向こうを見た。

「それともう一つ。そのためにも避さけられねえ勝負の時間が、来たようだぜ……」

　間もなく日付が替かわる。姉し妹まいの足音がゆっくりと近付いてきた。

「随ずい分ぶん楽しそうだったわね」

「お別れの挨あい拶さつは終わったかしら」

　姉妹は見えない檻おりの前で左右に分かれ、三人を間に挟はさむように立つ。

（まずいか……）

　自然、逃にげる方向が南北に限定される。かといってこれではどちらかを狙ねらえば、背後からやられる。

「どうするの……？」

「仕方ねえ。お前たちはまず、迷わず逃げろ。俺が注意を引きつける。その後で隙すきがあったら……」

　と小さく言ったが。

「何の算段をしているかはわからないけど」

「いま逃げられないなら、この先だって逃げられないわよ」

　その意味をこちらが察する前に、姉妹が鏡写しのように魔ま導どう杖じようを掲かかげた。不可視の壁に淡あわい光が宿り、透すき通る立方体の姿を現した。だがよく見るとそれは。

「ちょ、ちょっと……この壁、迫せまってきてませんか!?」

「なにっ!?」

　美奈子の声に、リュータは悪お寒かんを走らせる。すぐさまリリーも叫さけんだ。

「本当だ!?　縮んできてる……!?」

　立方体の箱が、徐じよ々じよにその容積を少なく。

「言わなかったかしら。跡あと形かたもなく、綺き麗れいに殺してあげる……って。このキューブはね、あなたたちがペタンコになって、人の形がなくなってもまだ小さくなるわよ」

「最終的にはその空間ごと消しよう滅めつするわ。綺麗さっぱりよね、ソルカ」

「ね、ノルカ。何の痕こん跡せきも残らない。あなたたちは……正確にはあなたたちの残ざん骸がいは、時空の彼方かなたに消滅するの。まさに行方ゆくえ不明」

　予想外だった。まさか空間をどうこうするほどの、高々度の魔導の使い手……いや、転移魔法を使いこなす時点で考こう慮りよすべきだったか。

　リュータは散々尽つくした手を再度実行。日本刀を振ふり下ろすが、やはり弾はじかれる。

「駄だ目めか……ちくしょうが！」

　壁は迫っている。じき、身動きが取れなくなる。その前にできることは？　だがそんな詮せん無い考え、見み透すかしたように姉妹は嘲あざける。

「無駄よ。それができないから、あなたたちは今もそのキューブの中にいるんでしょう」

「じゃあね、ばいばい」

　魔導杖の宝玉が一ひと際きわ強く輝かがやこうとした……そのとき。

「やめなさい」

　リュータの耳には馴な染じみのある、静かな声こわ音ねだった。直後、姉妹の足元に爆ばく発はつが起きる。空間の縮小はそれで止やんだ。すんででかわした姉妹は、着地後、声の主に向かって問う。

「何者！」

「あなたたちが呼んだんでしょう」

　採石場を覆おおう森の中から現れたのは……きゃるきゃるした衣い装しように身を包み、右手には何の実用性もなさそうな派手なステッキ、左手にはあの本を抱かかえたあの女が一人。立っていた。




　　　　⑤




　さてなるほど、とエルシアは状じよう況きようを分ぶん析せき。板状に切り取った空間六枚。リュータを始めとした無力な人間たちは、そこから抜ぬけ出せずにいるようだった。

　さっき見た番組よりは、幾いく分ぶん厄やつ介かいな状況だ。が、何者かと聞かれれば答えてやるのが、こういう役の務めらしい。しかしただ名乗るのでは、面おも白しろくないらしい。さて、この前こっちに来た魔界からの先せん遣けん隊の名前……、なんだったか。

　そう……確か、トワイライトだ。

「マジカルプリンセス、トワイライト・エルシアン。ただいま見参」

　冷めた表情のまま、びしっとステッキを突つきつけたエルシア。すると立方体の中の二人の女が、ぱちくりぱちくり。

「え……あ、あれが、リュータのパートナーなの？　ちょっと意外……かも」

「というか……本官、一度会ってますけど……あんな人でしたっけ？　前はもっと落ち着いた雰ふん囲い気きの……」

　そしてリュータは。

「がはっ!?」

　とりあえず血を吐はいた。

「うぐ……、ち、違ちがっ……！　俺はあんな奴やつは知らねえ！　いや、顔とかそっくりだが絶対中に誰だれか入ってるって！　じゃなきゃこいつらと同じで双ふた子ご……！」

「私にはお兄様たちしかいないけど」

　と、前に言ったはずだが。

　さておきエルシアは、二人のよく似た姉し妹まいを見る。姿形がそっくりなら、裡うちに流れる魔力の波動もそっくりだった。確かにここまで似ていれば、魔人という名の雑種といえども魔力の波を相乗させて、空間を操あやつることも可能だろう。

「大人しくその三人を解放しなさい。さもないと……」

「「どうなるのかしら？」」

　文字通りの一いつ瞬しゆん。移動ではない。エルシアを挟はさみ込むように転移。そのまま姉妹は対角線上のエルシアめがけ、

「「エクス！　フロンタ！」」

　猛もう烈れつな爆圧を掛かけてくる。エルシアはマジックシールドを一時展開、そのまま上空へ飛ひ翔しよう、爆風の焦しよう点てんから退たい避ひ。

「遅おそい！」

　声はさらに上空から。姉妹の一人がまたも転移、先回りされていた。

「ウェイバー！　ダウン！」

　真上から波動を叩たたき付けてくる。

「くっ……」

　落下しながら視線をそちらへ向けると、今度は下に残っていたもう一人が魔導杖を輝かせ、振ふり上げる。
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「アイシス！　ニードル！　アッパー！」

　確かく認にんする余よ裕ゆうもなく、エルシアは再度シールドを展開、同時、体をひねる。何本かの氷ひよう塊かいが手足をかすめ、鋭するどい切り傷を残した。

「っ……」

　地面に叩き付けられ、二転三転、勢いのまま跳はね上がって体勢を立て直す。

「四二九ページ！」

　ばっと魔ま導どう書しよが風に舞まい、エルシアの指定したページを開示する。獣けものの書によりベクトルを与あたえられた魔力は瞬時にしてステッキへと流れ込み、姉妹へ向けて突とつ風ぷうを現す。秒速四百メートル、音速超ちよう過かの圧あつ搾さく空気による衝しよう撃げき波はが全すべてを巻き込み、地面をえぐり返す。

「「ベクター！　リフレ！」」

　姉妹がぴたりと息の合った詠えい唱しよう。

（返した……!?）

　反射。エルシアの放った魔法は、勢いを殺さず一八〇度の方向転てん換かん。跳ちよう躍やくし、回避するが、姉妹はそれを既すでに悟さとっていた。反射した魔法を追うように追撃。

「「ボルタ！　クラウ！　ダウン！」」

「あっ……！」

　瞬間、展開の薄うすいシールドを貫つらぬく、激しい電でん渦か。半ばプラズマ化したような電流の雲に押さえつけられ、エルシアは悲鳴を残しつつ地に落ちる。

　次に顔を上げたときには、姉妹は魔導杖をかざしていた。それまで以上の強力な波動。二人の間に交差し、相乗し、膨ふくれあがる。

「「ブレイズ！　ブレイズ！　フロンタ!!」」

「五〇〇ページ!!」

　地鳴りを呼ぶような轟ごう炎えんに対し、エルシアもシールドではなく熱波で対たい抗こうする。互たがいの魔法が交こう錯さくしたのは眼前。人間同士ではまず有り得ぬ魔導力の衝しよう突とつ。エルシアの華きや奢しやな体は、まるで木の葉のように吹ふき飛ばされた。




　　　　◆




「ちょっと……なんなんですかこれ!?　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　本格的な魔法戦を見たのは初めてなのだろう。美奈子が完全に取り乱していた。だが驚おどろくだけなら、リリーもリュータも同様だった。

「すごい……こんな超高速の魔法合戦……!?」

「あ、ああ……俺もここまでのは、初めて見た……！」

　エルシアが虫も殺さぬような顔で魔法を放つところは、自分も何度か見てきている。だが大たい抵ていそのときは、一発でケリが付く。言い換かえるならば、ここまでエルシアと拮きつ抗こうしうる相手は存在しなかったのだ。

　しかしあの姉妹は違ちがう。本物だ。

　魔力を体内に秘ひめた魔人ならば、普ふ通つう呪じゆ文もんなど無しにも、魔法のような能力は使えるのだ。だがあの姉妹は人間と同じように詠唱を用いることで、より属性的で強力なそれを実現している。

　そしてあれだけの魔法を連撃で放つ腕うで前まえもさることながら、あまりに戦い慣れていた。息の合ったコンビネーションと、それによる翻ほん弄ろう、攪かく乱らん。魔法合戦ながら、半ば格かく闘とう戦の様相。追撃のタイミングまで、まるで完かん璧ぺきだった。双ふた子ごだからこそ為なし得る技わざ。

　対するエルシアは、なまじ強かったことが仇あだになっている。ここまでの乱戦にもつれ込んだ経験がない。その差がある。

「エルシア！　しっかりしろ！　おい！」

　ふらりと立ち上がるエルシアの、か弱い姿。それもまたリュータの初めて見るものだった。対する姉妹も軽く息を上げているが、あれならばまだ、ウォームアップが済んだ程度だろう。全力を出し切った様子ではない。

「二人がかりなんて卑ひ怯きようです！」

　そんな美奈子の直情な言葉は、しかし姉し妹まいに一いつ笑しように付された。

「卑怯じゃなければ、そもそも人ひと質じちを取ったりしないわよ。ね、ソルカ」

「私たちって卑怯なのよね、ノルカ」

　ああ至し極ごくもっともだ。そしてそうでなければ、アルハザンなどに与くみするはずがない。

「くそっ……！」

　己おのれの無力さに歯がみする。しかしリュータはそのとき、ふと奇き妙みようなことに気付く。エルシアが泥どろと埃ほこりにまみれた顔で……口元を、薄く微笑ほほえませていたのだ。




　　　　◆




　今日は学ぶことが多いな、とエルシアは思った。

　なるほど、これは。

（……楽しいのね）

　今まであまりに無関心だった。何もかもに踏ふみ入れるのが億おつ劫くうだった。だから遠巻きに眺ながめているだけだった。だから何もかもがくだらない、と断じてしまっていた。

　だがほんの少し、そこへ踏み入れた今日はどうだ。

　雑種だと切り捨てたはずの姉妹にいいように弄もてあそばれ、自分の高貴な体に、顔に、泥まで付けられたというのに。

　どうして自分はこんなにも高こう揚ようしている。血を流しているのは自分だというのに、満天の月明かりの下もと、百万の人間の屍しかばねを見るよりも。

（楽しいわね）

　そうだ。きっとこれが熱。自分が求めていた、人間たちの裡うちに秘められたもの。こんなに簡単に得ることができた。

　姉妹が自信たっぷりに言う。

「「まだ続けるつもり？」」

　エルシアはステッキを握にぎり直し、率そつ直ちよくに応こたえる。

「ええ。楽しいもの」

　五〇〇番台のページを使わされたのは、本当に久しぶりだった。ならば遠えん慮りよはいらない。ここからが稀き代たいの魔ま導どう書しよ、６６６の本領。

　獣けものの書と呼び習わされる、その所以ゆえん！

　オーラのごとき魔導力の放射が、淡あわい光のベールとなって視覚化、エルシアを包み込む。

「五〇七ページ！　五二一ページ！　五三三ページ！」

　魔導書が主あるじの意思に応え、次々に開示。エルシアを流れる魔導力を、形あるものへと変へん換かんする。それはある種の召しよう喚かん術。

　大気を歪ゆがめるほどの轟風を纏まとった隼はやぶさ、眩まばゆい電光を纏った狼おおかみ、灼しやく熱ねつの炎ほのおを纏った駻かん馬ば。都合三匹びき、もはやエルシアの命を待つことなく、各おの々おのが意思を持つかの如ごとく姉妹へと襲おそいかかる。

　形勢は一息の間に逆転をもたらした。

　獣の姿はしていても、それを構成するのは肉ではなく魔導力。逃にげる姉妹に対し、通常魔法と同じ速度で飛ひ翔しよう、疾しつ駆く、自律追つい尾びを繰くり返す。

　隼の真空の翼つばさが切り裂さく。雷らい撃げきの牙きばが食くらい付く。烈れつ火かのたてがみが身を焦こがす。それらの間かん隙げきからエルシアもまた魔法を撃うち込む。

　だが押し切れない。それは歴戦の経験によるもの。止とどめとなる一いち撃げきだけは、巧こう妙みように避さけられる。

「さすがね、ソルカ……！」

「ええ！　こうでなくっちゃ手に入れる意味がないものね、ノルカ！」

　次の瞬しゆん間かん、姉妹が裂れつ帛ぱくの気合いを込こめた。

「「ウェイバー！　オーラ!!」」

　各々が爆ばく心しんとなり、全方位へ波動を放射、獣らを弾はじき飛ばした。だが終わらない。獣が再来するより早く。二人は互たがいの魔導杖じようを打ち合わせる。

「「サークル！　イブル！　カム、ウォータ!!」」

　一いつ瞬しゆんにして魔法陣じんが展開される。直径は十メートルほどか。ほとんど儀ぎ式しき用の大きさ、精せい緻ちを、そんな簡単な詠えい唱しようだけで描えがき出す。

　抜ぬけ出してくる。圧あつ倒とう的な存在が、その法円を入り口としてこちらの世界に姿を現わす。

（召喚術……！）

　エルシアは驚きよう嘆たんした。雑種といえども、鍛きたえ上げればここまでを為なす。

　召喚術にも種々あるが、通常、精せい霊れいは魔法と同様に属性を持ち、ある属性において並々ならぬチカラを発現する。それは大たい抵てい、魔法の比ではない。

　ただし強力な分その手順が煩はん雑ざつで、魔法ほど簡便なものではないはずなのだ。だがこの姉妹は、通常魔法と変わらぬ速度で精霊を召喚せしめた。




　ずずん！




　地面から生えた巨きよ大だいな腕うでが、鉄てつ槌ついのように振ふり下ろされる。それだけでエルシアの呼び出した三匹は霧む消しようする。

　圧倒的な大きさの巨きよ人じんは、その魔法陣が深き奈な落らくの出口であるかのように、這はい上がってくる。まるで滝たき。人の姿をした大だい瀑ばく布ふ。体高十メートル。流水の巨人が咆ほう吼こうした。




　　　　◆




「なっ……!?　あれだけの魔法を使う上に、あいつら……召喚師なのか!!」

　精霊に見せかける魔法はある。だがあれは違ちがう。明らかにあの魔法陣から現れた。逆に言えばそうでもなければ、あれだけ大容量の魔法陣を用意する必要がない。

「なんなんですかこれ……本官、悪い夢でも見ているんでしょうか……!?」

　水のゴーレムに圧倒され、美奈子はもはや半泣きの状態だった。しかしそれを簡単に否定するのはリリー。

「まさか。これがこっち側の世界なんだよ。あり得ないことの方が珍めずらしいんだから……！」

　ここは常識の外側だとでも言いたげに。危機感を含ふくむリリーの言葉には、いわく言い難がたい真実味があった。

　壁かべの向こうでは、地を揺ゆらす勢いで巨人が暴れ始める。

　無論それだけの偉い業ぎようだ。さすがの姉し妹まいもかなりの魔力を消費し、精神力をすり減らせている様子だったが……エルシアが止とどめを刺さそうにも、立ちはだかる障害は絶大。エルシアの繰り出す魔法のことごとくが、その霊的な水量に受け流されていく。

　しかもその間に。

「「キュアー！　キュアー！　オーラ！」」

　あろうことか回復魔法だ。姉妹は三匹の獣けものに受けたダメージを完治。体が平常ならば、魔法に必要な精神も自おのずと安定する。
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（やばい……！）

　エルシアは豪ごう腕わんを振り回す水の巨人を攻せめあぐねていた。言わば、気を取られていた。乱戦慣れしていない彼女は、だから……当初姉妹に翻ほん弄ろうされた轍てつを、このときまた踏ふんでしまっていたのだ。それこそが姉妹の狙ねらい。

　エルシアが一瞬動きを止めた隙すきに、姉妹がその左右に転移。

「しまっ……！」

　思わず叫さけんだのはリュータの方だった。

　手の平に乗せていただけの魔導書は、呆あつ気けなく奪うばわれる。エルシアがそれを失ったことに気付き、姉妹を追おうとしたとき……背後から、巨人の痛つう烈れつな一撃が叩たたき込まれた。

「エルシアっ!?」

　その腕の質量は目算でも数トンを超こえている。そしていかに水でも速度次し第だいでは、衝しよう撃げきは、コンクリート並みの硬かたさで襲いかかることになる。

　トラックに跳はね飛ばされたも同然だった。

　小さな体がきりもみながら、採石場の岩場に激げき突とつする。人間ならまず即そく死しだろう速度だった。美奈子は顔を覆おおい伏ふせ、リリーもまた悲鳴のように息を吞のむ。

「エルシア！　おい、しっかりしろ！　おい！　聞こえてるか!?　聞こえてたらもういい、お前だけでも逃にげろ！　おい……!!」

　いかにリュータが呼べど、叫べど、彼女は動かず。自分の声だけが遠とお吠ぼえみたいによく響ひびき、自身の無力さを証明しているようだった。




　　　　⑥




　昔々にその本を母から貰もらって以来、手放したことは一度もなかった。

　その、昔々の夢を見た。




　──あなたは魔法が下手だから。無理言って葉は月づきに作ってもらったのよ。




　それが、６６６を手て渡わたされたとき。困ったような顔の母が言った言葉だった。

　そう、自分は魔法が下手だった。




　──あなたってば、世が世ならお姫ひめ様なのよ？　怠なまけずに魔法の練習しなさいね。




　さて、それ以来練習なんてしただろうか。

　するはずがない。努力なんて。下等な人間のするべきもの。生まれながらに完かん璧ぺきな私には、無む縁えんなもの。

　だから……ずっとその本を持っていた。

　ただそれだけの。昔々の夢。




　　　　◆




「これで決着ね、ソルカ」

「なかなか楽しめたわね、ノルカ」

　仲良し姉妹の声がする。

「エルシア！　しっかりしろ！　おい！」

　喉のどを嗄からすリュータの声がする。

　ようやく、夢と現実の区別が付いてきた。

　目を開けるとリュータは遠くに、姉妹は近くに。自分の本は、姉妹が持っていた。

「返し……て」

　確か自分は弾だん丸がんのように吹ふっ飛んだ。あんまりひどい衝撃を受けると、声も呼吸も難しくなるらしい。

　何度かむせ込む。

「あら、さすがね。まだ生きてるなんて」

「でもどうするの？　まだ続けたい？」

　言葉は一つ。

「その……本……、わたし……の」

「それはないでしょう。この本を持って来いって招待したのは私たち」

「それに応じたのはあなた。こういう結末なのよね、ソルカ」

「こうなって当たり前なのよね、ノルカ」

　まだ少しぼーっとしているか。エルシアは小さく首を振ふった。

「違ちが……、それは……私の……」

　母から与あたえられた。

　自分でも守ってきた。

　たった一つのルール。

「魔ま界かいのプリンセスって言うから、どんなものかと思ってたけど」

　エルシアは、ふと目ま蓋ぶたを開いた。

「知って……いる、……？」

「最後の魔王、フィエルの娘むすめでしょ？　でもなんてことないのね。お姫様のあなたがそんなじゃ、魔族っていうのも大したことなさそう」

「だったら組織も、魔界になんて固こ執しゆうする必要があるのかしら？　ね、ソルカ」

「私たちだけでも世界を支配できたりしてね、ノルカ」

　……。

　…………。

　………………。

　……………………ふぅん。

「そう。……知っているの」

　くすくすくす、と姉し妹まいが意地悪な笑えみを湛たたえる。

「耳が悪いの？　そう言っているでしょ」

「それとも、打ち所が悪かったかしら？」

　エルシアは問題点だけを問う。

「……もう一度だけ確かく認にんするわ。私を高貴と知っていてこんな真ま似ねをしたのね」

「「？」」

　いよいよ呆あきれたように、姉妹が顔を見合わせる。

「そう。じゃあ、やめたわ」

　やめた。

　熱を欲ほつしてはいた。実際、今夜は楽しかった。

　だがこの二人は度を超こしている。

　魔人、即すなわち雑種とは下位である。人間ほどではないにしろ、魔族から見れば余計な血の混じった劣れつ等とう種だ。知らずに戦っていたのなら、非礼無礼は仕方がない。明かさなかったのは、エルシア自身。

　だがこの二人は、知っていたのだ。

　高貴と知っているのなら。下位は、劣等種は、そもそもこんなゲームに高貴を呼んではならない。対等に口をきくことすら許されない。

（……でも。そうね）

　それができないから人間は、雑種は、下位なのだろう。己おのれの分際を心得ない。眼前の対象が何であるのかも理解しない。

　そしてまた一つ、わかったことがある。

　こんな屑くずどもばかりが、安あん穏のんといいようにのさばっているこの世界。魔界の重臣たちが攻せめ滅ほろぼしたいと思うのも、当然の道理なのだろう……と。

「エルシア!!」

　無事を知って安あん堵どすると同時、まだ気を抜ぬききっていないリュータの声。見ると美奈子が、投とう擲てき姿勢に入っていた。

「エルシアさん、使ってください!!　行って、岡丸!!」

〝承知したでござる……！〟

　憑ひよう依い武器が不可視の壁かべを電光と共にくぐり抜け、そのままエルシアの手に見事収まった。

〝不ふ肖しよう岡丸、助すけ太だ刀ちいたす！　思うままに振ふるわれよ！〟

　それを見た姉妹は不敵な笑えみを残し、再び距きよ離りを置いた。

「「ふふ、まだ足あ搔がくのね。じゃあせっかくだから楽しませても」」




　がすっ!!




　エルシアは不ふ機き嫌げんきわまりない顔で、岡丸を手近な岩に突つき刺さした。

「棒きれの分際でこの私を助ける？　何様のつもり？」

〝──。〟




　くにゃあぁ～～～～～……。




「いぃやあああああああっ!?　岡丸がしおれたあああああああっ!?」

　美奈子が泣き叫さけんだ。

　どうでもいい。ごっこはもうやめたのだ。

　エルシアは姉妹に向けて、手の平をかざす。

「これはあなたたちの用意したゲーム。そのゲームに私を高貴と知って招待しておきながら、ルールを破は棄きした。意味がわかる？」

　姉妹は顔を見合わせ、肩かたをすくめる。

「「意味がわからないのは私たちの……」」

「そう。可哀かわい相そうなのね」

　魔ま族ぞくという存在は知りながら、その本質を理解していない。愚おろかが過ぎる。

　エルシアは、ただ魔力を解放した。

　キン、という空気を歪ゆがめる音。

　深しん紅くの光線が、姉妹の間をかすめる。




　ッドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン──!!




　音と光に振ふり返った姉妹とリュータたちは……この世の終わりを見た。水の巨きよ人じんなど、光線が駆かけ抜けたついでに蒸発しきってしまっていた。だがそんなこと、誰だれも気にもとめない。ただただ、向こうのキノコ雲を馬ば鹿かみたく見上げていた。キノコの根本には小高い山があったはずだが、どう見てもそれがなくなっていた。

「ほら。焦しよう点てんも定まらないわ」

　不機嫌なエルシアの声こわ音ねに、はた、と冷や汗あせいっぱいの姉し妹まいが振り返る。

「その本がないと、魔力を絞しぼるのがめんどくさいの」

　それが母から課せられた、こっちの世界で暮らすためのルール。人間が主に暮らすこちらの世界では、高貴の魔力は強すぎる。加減をしなければ、辺り構わず破は壊かいし尽つくしてしまう。ただ、魔法としてその辺りの加減をするのが、エルシアは恐おそろしく下手だったのだ。

　魔法は魔導力にベクトルを与あたえて事象を引き起こす。

　だがエルシアの場合はその莫ばく大だいな魔力を「めんどくさい」という理由で加減しないので、魔法という事象の形を押し切り、純じゆん粋すいな魔導力がそのまま飛んでいってしまうのだ。

　故ゆえに。それをセーブし、種々の魔法に強制変へん換かんするためのフィルターが、６６６という魔導書なのである。

「返しなさい。その本は、私の力を抑よく制せいするためのもの。何の奇き跡せきも起こさないわ」

　エルシアは裡うちに秘ひめた魔導力を、普ふ段だんのようには隠かくさない。見るものが見ればそれは、眠ねむっていた猛もう獣じゆうが牙きばを剝むいたも同然の有り様だった。それがいかに破は滅めつ的な力量であるか……魔導に精通したこの姉妹に、わからぬはずがない。

「「ひ……、あ……！」」

　手の平を、銃じゆう口こうの如ごとく姉妹に向ける。問いは簡潔。

「死にたいの。負けたいの。選びなさい」

　ばさ、と魔導書がその場に取り落とされた。言葉以上に、気き迫はく。気迫以上に、殺気。殺気以上に……魔族を祖とする者の、それが本能。

　エルシアは震ふるえ上がった姉妹にツカツカと歩み寄り、それを拾い上げるかと思いきや。




　ばぢん!!




　と。平手打ちとは思えぬ音の激げき烈れつな平手打ちで、落とした片方をぶった。その場でコマのように回り、倒たおれるノルカ。

「ひっ!?　ひいっ……!?」

　いわゆる魔人は、人間に比べて身体能力が高い。タフネス、スピードはもちろん、攻こう撃げき力もしかり。ならばその魔人の祖、魔族の高貴であるエルシアの一いち撃げきは。

「誰が捨てろと言ったの。拾いなさい」

　が、脳のう随ずいを揺ゆさぶられたノルカは、立ち上がったところでふらつき、足元がおぼつかない。

「ノルカ!?　大だい丈じよう……」




　ばぢん!!




　と。肩を貸そうとしたソルカが、同じくコマのように回って倒れる。

「誰が手助けしろと言ったの」

　姉妹はもう、立てないふりをしながらアイコンタクト。瞬しゆん時じに転送陣じんを展開。逃にげを決め込もうとするが、




　ばぢんばぢん!!




　姉妹が場を脱だつするより速く、エルシアの平手が電光石火で撃げき墜ついする。

「誰が逃げていいと言ったの」

「「ひ、拾います!!」」

　ばぢんばぢん!!

「誰が右手で拾えと言ったの」

　ばぢんばぢん!!

「誰が左手で拾えと言ったの」

　ばぢんばぢん!!

　以下、誰が口で拾えと。誰が魔法で。誰が……。

　ばぢんばぢんばぢん……。




　　　　◆




「す……すげえ……。イジメだぜ……」

「う、うん……イジメだよね……」

「イジメはかっこ悪い……はずですけど……」

　美奈子の言うとおりで。さんざコケにされた溜りゆう飲いんの下がる思いもある。だがエルシア自身が、それを楽しんでいる様子はなかった。つまらなそうに、むしろ義務的に。

「誰だれが寝ねていいと言ったの」

「は!?　寝たわけじゃ!?　気を失」

　ばぢん。

「誰が口を開いていいと言ったの」

「「ゆゆ、許してくだ」」

　ばぢんばぢん。

「「どうすればいいんですかっ!?」」

「覚えなさい。これが高貴と雑種の差よ」

　ばぢんばぢん。

「わかる？　一時でも私を楽しませてくれた褒ほう美びを与あたえてあげているの。私自ら、あなたたちの分際を躾しつけてあげることを光栄に思いなさい。これがあなたたちの魔ま導どうへの熱、努力がもたらした僥ぎよう倖こうと知りなさい」

　エルシアは何の自尊も傲ごう慢まんも見せず、無表情のまま淡たん々たんと姉し妹まいを殴なぐり続ける。

　なぜならそんなこと、威い張ばるべきでも何でもない。厳然の事実。日は東から昇のぼり西に没ぼつする。彼女にしてみれば、ただそれくらいの真実でしかない。

「私を高貴と知るのであれば、自身を低てい俗ぞくとも知りなさい。殴られるたびに己おのれの無能を呪のろいなさい。それでも殴られるということは、求められているのだと知りなさい。期待されなければ、ただ殺されるだけの者だと知りなさい。ならばひれ伏ふし、畏おそれ、敬いなさい。あなたたちには従属の義務だけがある。理り不ふ尽じんを理不尽と思う権利すら与えられない」

　その静かさ故ゆえに圧あつ倒とう的な自信。自負。

　隠かくすことない高貴の波動に気付いた、魔人の本能としての服従。そしてそれを差し引いても、エルシアという絶対的な存在は、仕えるに充じゆう分ぶんな魅み力りよくに満ちていたのだろう。

「「はい！　これからはエルシア様に誠心誠意お仕え致いたします！　死ねと命じられれば、この命も喜んで差し出します！」」

　が、それでもエルシアはよしとしなかった。

「まだわからないのね」

　ばぢんばぢん!!

「「きゃんっ!?」」

「私が死んで欲しいと思ったときには、事切れて屍しかばねをさらしておきなさい。その瞬しゆん間かんだけがあなたたちの生きる目的なのだと知りなさい」

「「はっ……はい～～～～ッ……!!」」

　泣きながら三つ指、土下座した二人は、この時初めて、高貴というものの本質を知ったのだった。




　　　　⑦




「はあぁ……ようやく出られたぁ……」

　リリーが外の空気をいっぱいに吸い込むように、深呼吸。

「本官も、一時はどうなることかと思いましたけど」

　ただ岡丸のダメージは深刻らしく、美奈子の腰こしに収まってもコンニャクみたいにふにゃふにゃしていた。

「んで……さっそくだが聞かせてもらおうか。お前ら……いや、アルハザンの目的は何だ。この大会で何を企たくらんでやがる。魔界がどうとか言っていたが」

　リュータが聞くと、姉妹は悄しよう然ぜんとした面おも持もちを見合わせる。

「それが……詳くわしくは聞かされていないの。ね、ソルカ」

「私たちは、アルハザンの正式な構成員じゃないから。ね、ノルカ」

「おい！　ここまで来てシラを切るつもりかよ!?　エルシア！」

　の名前を出すと、姉妹は全く同じ動作で、手と首を振ふる。

「「本当ですエルシア様！　存じ上げません！　私どもは傭よう兵へいとして雇やとわれていただけなんです！」」

「……そう。なら知らないんでしょう」

　プリンセスは関心なさげに、リュータへ言った。姉妹がほっと胸をなで下ろす。

「お、おい……エルシア……」

　嘆たん息そくがてらエルシアが言った。

「何ならこの二人に、毒どく蜘ぐ蛛もの入れ墨ずみを探してみる？　裸はだかにさせてあげてもいいわよ」

「マジか。隅すみ々ずみまで探すぜ俺は」

　グッと親指を立てると、外野のリリーと美奈子から、サイテーサイテーの大合唱。

「そう。勇ゆう敢かんなのね。私の使用人を辱はずかしめるのよ。もし見つからなければ報むくいは相応。この二人に与えた比じゃないけど……いいのね」

「ごめんなさい。俺がやっぱり邪よこしまだった」

　サイテーサイテーの声は一ひと際きわ大きくなった。

　しかし入れ墨なんて物的証しよう拠こは、確かにあまり問題ではない。欲しいのは情報だ。それに彼女たちの独断は、アルハザンの構成員と考えれば行き過ぎていた感もある。

　外と様ざま、と考えるのがやはり妥だ当とうか。

「……ただ」

　と片方が言った。

「魔族の復権を目指す、と頭目は言っているそうです……でもそれと魔界、そしてこの大会が、どう関係しているかまでは……」

「魔族の……復権？　エルシア、心当たりは……」

「ないわ」

　そっけない。取り付く島もなく、リュータはバリバリと頭を搔かいた。

「ま、いいか……骨折り損だったが、全員無事だったわけだしな……」

　釈しやく然ぜんとはしなかったが。またも巻き込んでしまったリリー、それに今回は美奈子。二人とも無事だったのだからよしとしよう。

　釈然ついでにもう一つ二つ。

「なあエルシア」

「何？」

「あんなすげえ力持ってるんだったら、もっと早く俺たちを助けるとか、さっさとこいつら倒たおしちまうとか……」

「死にたかったの？」

　ぶんぶんとリュータ他ほか二名は首を振った。

　あんな威い力りよくの魔ま法ほう、ここを爆ばく心しん地ちにされたら……と思うと、ぞっとしない。透とう明めいなキューブも壊こわせただろうが、その中身ごと蒸発していたら意味がない。それに殺せば即そく失格。強いことはわかったが、この先の勝負でも使い道はなさそうだ。

「ただ勝ってもつまらないから。ゲームに乗ってあげたの。でもこの二人はそれを破は棄きした。私を楽しませて負ければいいだけの分際が、礼を失した」

　魔族のご機き嫌げんは難しい。粛しゆく々しゆくとその言葉を聞く姉し妹まいに、軽く同情した。

「んじゃ……最後にもう一つ、いいか？」

「何？」

　さっきと変わらぬエルシアの声。リュータはおそるおそる、指差した。

「そのカッコ……なんだ？」

「……」

　エルシアが思い出したように、自分の姿を見下ろす。

「あと……なんとか・エルシアンとか……」

「……ええ。悪くはなかったわ」

　エルシアはその日初めて、うっすらと微笑ほほえんだ。

「楽しかったから」

「そ、そうか……結局よくわからねえけど……。って、やべえ！　もう今日じゃねえか!?」

「？　何が？」

　とリリーが言った。

「グランプリだ！　聖魔グランプリ！　まだクルマ手に入れてねえ！　お前の会社、まだレンタルやってるか!?」

　思えばそのために魔殺商会へ向かう途と中ちゆう、このリリーとバッタリ会ったのだ。あの会社の一員だから、と一いち縷るの望みを託たくす。

「え？……ああ。借りるの？　んー、でも……」

　あまり乗り気でないが、脈はあり。

「あ、あのぉ……できれば本官も……」

　おずおずと美奈子も切り出してきた。とするならば、彼女もまた同じ目的で同じ場所へ向かう途中に、この騒そう動どうに巻き込まれたのだろう。

「え？　美奈子さんも……？」

「あ、はい！　ＦケツＲカキのマニュアルなんかがあると……」

「え？　えっと……私はクルマのこと、あんまり詳くわしくないんだけど……」

　うーん、とリリーは少し悩なやんでから。

「じゃあ……まあ。何かの縁えんだしね」

　よっしゃ、とリュータは手の平に拳こぶしを打ち付けた。




　　　　◆




　姉妹の転移魔法のおかげで、リリーの会社……というより大きな洋館まではひとっ飛びだった。

「速そうな車は、ほとんどなくなっちゃったみたい……」

　と、係の覆ふく面めんに聞いたリリー。リュータは肩かたを落とした。

「オンボロばっかりかよ……」

　リュータも見み渡わたしてみるが七十年代、八十年代くらいの香かおりがする、下取りでも値の付かなそうなクルマが多い。

「でもその分レンタル料は安いから。思い切ってお友達価格、どれでも一万チケットでいいよ。ね？」

　覆面は頷うなずく。

「はい、会長がそうおっしゃるなら」

「リリー……お前随ずい分ぶん偉えらいじゃねえか。だったらこないだの取り分くらい……」

「え？　借りたくないなら別にいいけど？」

　と、いい笑顔えがお。本当にいい性格していると思う。

「あの！　本官、これがいいんですけど！」

　一人見回っていた美奈子が、やはり古めかしいクルマのところで嬉き々きとして手を振ふっていた。そんなのが希望通りのクルマ？　なのだろうか。

「リュータはどうするの？」

「んー、ちょっと待て。おいエルシア、お前なんか希望はあるか」

「狭せまいのはイヤ」

　ああそうですかお姫ひめ様。

「狭いのがイヤなら……っと、残り物に福があるじゃねえか！」

　メルセデスのオープンカーが一台だけ残っていた。型はいくつか落ちているが、ドイツ車は頑がん丈じようだ。屋根を開ければ室内は無限大。それに妨ぼう害がいアリのレースだ、視界が広ければ全方位からの攻こう撃げきに即そく応おうできる。オートマチックというのもいい。戦せん闘とう行動に集中できる。

「じゃあ、決まりだね。その二台……」

　と。リリーが覆面に、ひそひそと耳打ちする。

「はあ……そういうことでしたら」

「おい、リリー。なんか俺たちのクルマに罠わなでも仕し掛かけようってんじゃねえだろうな？」

「逆だよ、逆」

「逆……？」

　それ以上取り合う風もなく。

「じゃあ、しっかり整備してあげて」

「はい、会長。では会長のお友達ということなので、お代はそれぞれ一万チケットになります」

　美奈子と一いつ緒しよに、リュータは紙し幣へいを差し出した。まあこれはこれで節約になったか。グランプリの優勝賞金、一億チケットの先行投資としては不安な金額だったが……もう午前一時だ。浮ういた金でレースに備え、いい酒、うまい飯でも食って寝ねよう……と考えていると。

「おや、今日も長起きだの」

「あ、みーこさん。ちょっと色々あって」

　ふわふわ、黒い着物姿の美人がやってきた。それを見た美奈子が小さく身構え、岡丸もただならぬ気配を身に纏まとう。

（みー……こ……？）

「リリーさん……その方は……」

　おそるおそる尋たずねる美奈子に、リリーが手の平で示しながら振り返る。

「紹しよう介かいするね。私のパートナー。みーこさん」

　で、リュータは思い出した。

「みーこって……まさか、指定一号じゃねえか!?　ちょっと待て！　お前ってアレなんだろ!?　んでパートナーがこれじゃ……反則だろうが!?」

「……何じゃこのやかましい小こ僧ぞうは」

　眠ねむたげだった目が、不ふ機き嫌げんそうに細まる。

　が。

「私のパートナーよ」

　不意に言ったのはエルシアであった。すると今度は、みーこがきょとんと。

「なんじゃ、お嬢じようではないか。ほうほう、そんな格好をしているからわからなかったよ。久しいの？」

「ええ。久しぶりね、みーこ」

　お互たがい小さな笑えみを浮かべて。

「そなたも大会とやらに出ておるのかの？」

「そうよ。あなたも？」

「まあの。といっても、わしは寝てばかりだよ」

「あら、相変わらずね。円えん卓たくのみんなは元気かしら」

「ふふ、それらも相変わらずだよ。リップルラップルはこの街におるしの。葉月の奴やつも……」

　指定一号。即すなわちこのみーこという女、アウターと呼ばれ、魔ま王おうの側近でもあったと目される魔人の最高位。その力は神にも匹ひつ敵てきし……いや、事実、遥はるか昔に降りてきた、神そのものであるとの噂うわさもある。

（で、だ……）

　エルシアはそのみーこが側近としてあったらしい、魔王フィエルの娘むすめである。

　だから……お嬢？

　リュータだけではなく、リリーもまた愕がく然ぜんと、あんぐりと。

「み、みみ、みーこさんとタメ口きいてるって……あなたのパートナーって、何者なの……？」

「い、いや……最後の魔王の娘とか、なんとか聞いてたが……」

　どうも、本当にほんとの話だったらしい。

「うあ……。納なつ得とくしたよ……それで、あんなに偉えらそうなんだ……」

　リュータも何となく、納得した。

　エルシアがいつも偉そうなのに、嫌いや味みじゃない理由。本当に偉いのだ。生まれも育ちも実力も……全すべて伴ともなっているので。

「あの……何のお話を？　本官、さっぱりなんですけど……」

「い、いや、知らねえ方がいい。身のためだ」

「うん……そうだよね。きっと信じられないし……」

　呆ぼう然ぜんとする二人の前、懐なつかしい者同士の、しばしの談だん笑しようが続いていた。

「フィエルはどうしておるかの？」

「さあ。お母様も放ほう浪ろう癖へきが強いから、今いま頃ごろ何をしているのかしら」

　エルシアはふと、月の傾かたむき具合を見る。プリンセスはいつにない、穏おだやかな表情だった。

「じゃあね、みーこ。連れもいるし、いつまでもお邪じや魔まするのも悪いから」

「左様か。わしはいつもこの辺におるからの。暇ひまだったらお茶でも飲みに来るといいよ」

「ええ。そうさせてもらうわ」

　と、彼女が振ふり返る。

「……どうしたのリュータ。私の顔に、何かついているかしら」

「う、あ、い、いや……」

　深呼吸を一息。気持ちを落ち着かせる。

　一晩で様々なことがあったが、そうしてみれば、リュータの顔からは自然と笑みがこぼれだした。

「なに、俺のパートナーは世界最高だって思ってたところだ」

「そう。羨うらやましいわね。私のパートナーはそうでもないから」

　……。




　聖せい魔ま杯はい最大の小大会、聖魔グランプリはわずか半日後に迫せまっていた。







　あとがき




　えー、大おお噓うそつきました。表紙折り返しの著ちよ者しやプロフィールというか毎回わけわからんこと書いてる部分に「地デジ映うつんねえ」とか適当なこと書きましたが今一度チャンネル設定し直したところ、ちゃんと映りました。アンテナのせいにしてお詫わび申し上げます。ごめんね、アンテナ。あ、でも３６０がオススメなことには変わりありませんので。




　……で。さっき担当Ｗ氏からこんなメールをもらいました。




『さて、ある程度のページ数が確定することになりましたので、あとがきを頂けると幸いです。なんと一～九ページという許きよ容よう範はん囲いが！さあ、好きなだけ書いてください！ネタはもう、日常から非日常（？）、ゲームからアニメまで、お好きなところで存分に筆をふるってくださいな。水曜日の昼ぐらいに頂ければ嬉うれしいです。火曜日だったら、なお素す敵てき。まあネタの有るや無しやってとこですかね……フッ（サラサラの前まえ髪がみを搔かき上げる仕草）』（一部誇こ張ちようアリ）




　ってとこですかね……じゃねえだろ!?　ちなみに今日がその受信日時で、火曜日です。早い話が明日締しめ切きりだけど、忙いそがしいから今日寄こせっていうのです。慌あわててこれ書いてます。

　あのね、いいですかＷ氏。あなたの師し匠しようＸ氏ですらそこまでの無茶は……いや、一回あったな。真夜中に電話かけてきて明日あとがき寄こせっていう、さらにすごいのが。これだから徒と弟てい制は。いらんことまで伝でん染せんしよる。

　ザ・スニーカー本誌に載のったインタビュー記事といい、最近編集部からの強きよう烈れつな敵意を感じます（インタビューがどれほど苦痛に満ちたものだったかは、バックナンバーの二〇〇七年二月号でご確認ください）。




　なら負けない！　こちらも敵意をむき出しにする!!

　そもそも最初からの扱あつかいがヒドイのですよ。私はプロフィールにある通り第五回角川学園小説大賞でデビューさせていただいたのですが……今の新人賞って、どうですか？　本誌で二次審しん査さや三次審査といった経過報告が発表されますよね、確か。

　なかったんです、そういうの。何の前まえ触ぶれもなく携けい帯たいに電話がかかってきて（当然見知らぬ番号。それで七回くらいの着信履り歴れきが残って何事かと思う）。最後はメールで受賞の旨むねが記しるされてありました。翌朝折り返し編集部に電話したところ、

「うちは午前十時からの会社なので……」

　と、あしらわれる始し末まつ。十時って。本屋は本屋だけど小売店じゃないんだから……。

　そうして顔合わせの日取りを決めて編集部内へと案内してもらえば、

「誰だれだよお前このクソ忙いそがしいときにフラフラ遊びに来やがって。なに？　新人？　フーン、デビューできてよかったねお前みたいなお上のぼりさんなんて掃はいて捨てるほどいるんだよ東京タワー見たらゲンコツ焼きでも買ってさっさと田舎いなかに引っ込め」

　みたいな視線を四方八方から浴びた覚えがあります（出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐん性せい被ひ害がい妄もう想そう癖へき症アリ）。

　当然私は、

「畜ちく生しよういつか絶対シリーズ百万部を売る大物になって銀座でお前ら全員跪ひざまずかせて先生と呼ばせて女性編集部員には全員眼鏡めがねの着用を義務付けてやるからな!!」

　などとは微み塵じんも思わず、フツーにへこんで帰りました。未いまだに東京タワーをまともに見たこともなければゲンコツ焼きを食べたこともありません。ところでゲンコツ焼きって東京の名産でいいんですよね？　……ヒヨコ？




編集部「文句言わねえで、いいからもっと売れろ」

　俺　「……はい」

編集部「ていうかアニメ化されてハルヒくらい売れろ」

　俺　「無理っす」




　そんな激戦を日々脳内で繰くり広ひろげているわけですよ！

　でもハルヒ楽しいですよね。長門。長門。




　話は変わりますが現実の眼鏡っ子は好きなのに、なぜか二次元の眼鏡っ子はあまり属性ではありません（なので長門はオーケー。女性編集部員は眼鏡かけるように。ワンデイ何とかとかいうコンタクトレンズのＣＭにはハラワタが煮にえ以下略）。同じように二次元のメイドさんは至高なのですが、秋葉原とかで見かけてもグッと来ることはありません。そんなわけでいつだか編集部のＳ氏に熱く「メイド喫きつ茶さ云うん々ぬん」と誘さそわれたのですが、結局まだ行ったことがありません。

　看護師さんも、母が以前そうだったものですから（友人にもバリバリの現げん役えきが一人）、話を聞いていると文字通り命いのち懸がけの戦場で、日々修しゆ羅ら場ばを駆かけ回っているものすごい人たち、というイメージがあり、18禁ゲーム内で見かけるとどうも違い和わ感かんがありまくって仕方ないです（当然ですか？）。

　そういうギャップを感じたことってありませんか？

　コスプレなども見てる分には楽しそうなのですが、どうも取っ付きにくかったり。

　あ、でも「名探偵ポワロ」みたいなドラマでメイドさんを見かけるとやっぱり素敵だなー、と思います。たとえそれがおばさんメイドでも、ベテランなりの良さがあります。ああ、これが本物なんだ、っていう心ここ地ちよさが。つまり、変にキャルキャル言うだけがメイドではないのです。二次元世界を現実世界に持ち込む以上、やはりそれなりのリアリティが重要なのではないでしょうか。




　……って、こんな問題提起はあとがきで書くことじゃないですね。

　でもＷ氏も仕事のメールで「かみちゅ！」について、

『次回予告までちゃんと見ましたか!?　ちゅっ、ちゅっ、ちゅ～！　ってとっても可愛かわいいんですよ!!　超ちよう萌もえっすよッ──!!』

　とか書いてたので大だい丈じよう夫ぶでしょう（誇こ張ちよう僅きん少しよう、ほぼ事実）。

　フフフ、編集部内で後ろ指ゆびさされまくるがいい……。




　さて、一～九ページということでしたが、これ以上書いても長ったらしいのでこのくらいで。

　イラストレーターの上田さん、魔まつ殺さつ商しよう会かいのメンバーが全員カッコイイです。毎回どんなイラストが来るのか楽しみに書いております。いやもう、『お・り・が・み』のあのキャラもこのキャラも出したいくらい。ありがとうございます。

　担当のＷ氏。最後の暴ばく露ろに他た意いはありません。まあ悪いネタ作家に嚙かまれたと思って、寝ねて、忘れて、これからもよろしくお願いします。

　そして最後に読者の皆みな々みな様さま、おかげさまでこの『戦せん闘とう城じよう塞さいマスラヲ』、本誌アンケートにてたびたび上位に着けるという大金星を挙げているそうです。この本と同じ頃ころに書店に並ぶザ・スニーカー本誌八月号には第九話、第十話にあたる聖魔グランプリ編全編が一いつ挙きよ掲けい載さいされます！　この本を読み終えて続きが気になる方、もしよろしければ再びお近くの書店へ。手に取って頂ければ光栄です。




　そして二話分掲載なんて離はなれ業わざが許されたのも、皆様のご声せい援えんがあってこそ。まさかそんなに人気が出るとは思ってもいなかったので、感謝感激です。慣れない喜びに最近は少々舞まい上がり気味ですが、また気を引き締しめて一話一話を紡つむいで参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。




　二〇〇七年五月


林トモアキ　　
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